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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









　デュヘヘヘヘ。

　おっとっと、この後の予定を考えてたら興奮からつい気が高ぶりすぎちゃって、うっかり下品な笑い声がこみ上げてきちゃったわ。自粛しないと反省反省。大丈夫だったかしら？　口にまでは出してなかったと思うのだけれど──

　と、少しの不安を抱きながら、手に持つスマホから視線をあげた私──氷涼は、放課後の教室内を自分の席から静かに見回した。

　特に妙な視線は飛んできてないみたい。ほっ、どうやらセーフだったようね。

　にしても、やはりというか……みんなやけに慌ただしそうにしているわね。普段おちゃらけてる男子のグループ一つとっても、どことなく余裕がないように見える。「俺まったく勉強してねー」とか言って仲間を探して安心しようとしている暇があるのなら、さっさと始めればいいだけの話じゃないのかしら。ほんと、理解不能だわ。

　教室が普段とは違うざわついた空気に覆われている理由は単純明快。五日後に期末テストがやって来るからだった。この君学園は県内でもそこそこ名のある進学校。当然赤点を取ろうものなら、その先に待っているのは夏休みを返上しての補習に追試、更には部活動の制限などの処置である。

　そうならないためにと、君の生徒達はみんな必死に頑張ろうとしている様子だった。まぁ、一部の人達は既に諦めムードみたいだけれど……呆れるわね。

　それに今週の学園はテスト週間──試験準備期間となっていて、委員会や部活動など勉強以外のあらゆる活動が、試験勉強のために休止されているわけであり、他のことが忙しくて勉強出来ませんでしたなんてくだらない言い訳は通用しない。

　普段ならこの学園の生徒会長として、ＨＲ後は生徒会室へと直行する私が未だに教室に残ってるのもそれが理由。まぁ私は日頃からちゃんと予習復習をしっかりこなしているから、クラスの人達と違って慌てる必要が全くなく、こうやって友達とラインしているわけなのだけれど。

　こう言っては悪いけど、私には周りの人達が哀れに見えて仕方がない。だって今ここで慌てているのは日々の学習を怠ったツケでしょう。現に私や田君のように勉強を習慣づけている人は、部活や委員会がなくなるこの期間をこうやって余暇のように、ゆったりと利用出来ているのだから。そう、始めから学業との両立を立派にこなしていれば、今のこの空いた時間を、苦行とは違う素敵な内容に変えられたはずじゃない。




　例えば私みたいに、好きな人とたっぷりイチャイチャする時間に──デュヘヘヘヘ。




　あら、いけないわ。また感情がついつい表に出そうになっちゃった。自粛しないと。

　この後の私の予定は、最近公園の中にオープンしたらしい話題のアイスクリーム屋さんに、田島君と一緒に寄ること。つまりはデートよ、デート！　制服姿で放課後の買い食いデート！　ふふ、私ったらすごくアオハルってるわ。いえい！

　ここ数日の私は絶好調だった。

　何だかお肌のはりが少し良くなった気がするし、朝の目覚めだってとてつもなく気持ちよく、さらに何を食べても以前よりおいしく感じるの。ほんと、幸せ。

　これも田島君と友達に──好きな人と、以前よりも親しい関係になれたから。

　しかも単なる友達とは違って、両いの友達よ！　言ってみれば進化条件を満たしていていつでも恋人にクラスチェンジ可能な関係よね。

　……でもまぁ、その選択肢に私は今、大きなバツ印を付けちゃっているのよね……。

　不意に胸の奥にずんと重いものがのしかかる。そう、私はちょっと前に田島君からの告白を断ってしまうという人生最大の大失態を犯していた。そこから紆を経て、私は田島君と友達になることが出来たのだけれど……そこでも私は「好きな人と仲良くなれるよう手伝って欲しい」と、そんなことを田島君に言っていて──

　ええ、そうよね。普通こんな話、好きな人本人には持ちかけたりしないわよね。しかも一度フッてすらいるわけだし、田君は間違いなくその相手を自分じゃない誰かだと思っている。というより、そういう発言しか私自身がしていないのだから──はぁ……。

　ってダメ、ダメよ氷涼。過去を悔やんでいても何も始まらないわ。ちゃんと素直になるよう頑張ろうって決めたんだから、過去では無くこれからのことを考えましょう。

　友達として、生徒会以外でも田島君との接点が生まれた私は、中間テストの時は会えなくて寂しい思いをしたこの試験準備期間でも、今回は田島君と会える理由があるのよ。ええ、これは着実な一歩。これを足掛かりに、友達として今までは出来なかったことを二人で体験していくの。

　この前は友達として初めて放課後のカフェでのお喋り、そして今日はアイスの買い食いと、まずは友達という関係で新しい経験を重ねていって、徐々に素の自分を出していけるようになれば、いずれはきっとこの胸の中にある「大好き」を伝えられるはず。いいえ、絶対に伝えなくちゃいけない。

　その時は一緒に、私の人生最大の大失態についてもちゃんと謝罪しないと。

　よし。やるわよ私！　既にラインでこの後アイスを食べに行く約束の取り付けは終わっているのだから、少し早いけど田島君と合流することにしましょう。田島君はいつも通りに自分の教室──隣にある２－Ｂの教室にいるはず。そこで昨日に引き続き砂さんに勉強を教えているのでしょうけど……ま、まぁそこは田島君の友達（両い！　ここ重要よ！）として、大らかな心を持ってあげないと。ええ、昨日は砂城さんに譲ってあげていて、今日だってこうやって一時間以上も待ってあげている。ふふ、これも心の余裕がなせる業よね。大好きな友達を信頼してるからこその。

　上機嫌な私は約束の五時が近づいてきたので『そろそろ貴方の教室に向かうわ』と田島君にラインを送った。

　すると、すぐさま返事がやってきて、

『今日は図書室で砂城に勉強教えてた。こっちもそろそろ終わるとこだ』

「……へ？」

　無意識にか細い声がこぼれ落ちる。手からスマホがずり落ちずに留まったのは奇跡みたいなものだった。それって──

　ととと図書室デートじゃない!?　あれよね、カップルが勉強に見せかけて公衆の面前でただただイチャつくだけの、うらやま──じゃなく迷惑極まりない行為。

　ダメよダメ！　友達の私ですら未体験なそれを、しかもよりによって田島君のこと好き疑惑のある砂城さんとだなんて、見過ごせるわけないじゃない。

　だって田島君とそんなことしていいのは友達（両想い！　ここ大事だから二度言わせてもらうわ！）である私の特権行為に決まってるんだからぁああああああ!!






一章　好感度１００％で進める氷さんとの友達ルート









「うひゃぁ……思った以上のひどさだぞ。これ……」

　試験準備期間へと突入して早三日目となる水曜の放課後。図書室の自習スペースに砂と横並びで座る俺は、両手で頭を抱えながらひどく悩んでいた。

　今日は抜き打ちで、これまでの復習もかねて幾つかの小テストを砂城にやらせてみたんだが……総合的な正解率は三割程度。ちょっと想像以上に悪すぎて困っている。

　ちなみに何で場所を教室から図書室に移したのかというと、唐突に砂城が、「な、なんだか図書室ってさ。頭良くなる空気ってのが流れている気がするじゃん。だ、だからさ……その、今日は図書室で勉強してみない？」なんてことを言い出したからだ。

　もう何というか……実に砂城っぽい発想だった。ただこれを切り出す際の砂城が砂城っぽくはなかったというか、頬を赤くしながら人差し指をもじもじと合わせていて、そわそわと落ち着きがなかったんだけど……勉強嫌いな自分が図書室だなんて切り出すのは柄じゃないって気後れしたのかな。分厚い本を開いた途端頭が痛くなるなんて言ってたこともあったし、きっとそうなんだろう。

　そんな砂城はというと今、引きつった笑みを浮かべて頬を掻き、俺の機嫌を窺っていたりする。いや、呆れはしたけど別に怒ってはいないぞ。

「あはは……アタシ的には結構手えあったはずなんだけどさ……あっれおっかしいなー」

「ま、昨日、一昨日で俺が教えた内容はほぼほぼ合ってたし、前に渡したスペシャルノートからの出題も正解してたところを見ると、砂城がちゃんと家でも勉強してるんだってのは伝わってきたから、そこはすごいと思うぞ」

「でしょでしょ。昨日も見たいドラマあるの我慢して二時間も頑張ったんだから。いやぁやっぱ努力が形になるってのは気持ちいいよね。うん」

　明るい笑みを咲かせた砂城がドヤと胸を張った。確かに、努力が結果として結びついている部分は、俺も一緒になって喜んでやりたいところなんだけど……。

「出来れば中間の時の努力も形にして欲しかったんだよなぁ。……あんときに教えたはずの内容を、何でほとんど忘れちゃってんだよ」

「そ、それは……あははは」

　再び笑みを引きつらせた砂城が、ばつの悪そうな表情で俺から目をそらす。

　そう、これまでの復習とは、当然、中間テストの時に教えた内容も含まれているのだ。数学や英語なんかはその時の基礎が活きていれば、何とか乗り切れる計算だったのに……まさか砂城のやつ、まるっと忘れちゃってるなんて。

「ごめんオタ島。でもさーこの結果はいきなしだったからってのがデカいと思うんだよねー。ちょっとやればすぐ思い出せるはずだから。うんうん」

「ま、早い段階で発覚してよかったってことにしとくか。とりあえず、明日もテストするから、今日はそのつもりで勉強しといてくれ。ちょっとやったら、思い出せるんだろ？　期待していいんだよな」

　俺が微笑を交えてそう言うと、砂は顔を歪ませた。

「うぐ……が、頑張るし」

　そう言って砂城は自分自身を鼓舞するように、ぎゅっと拳を強く握りしめる。

「おーその意気だその意気。それじゃ俺は、今言った明日用の小テスト作りでもしてるかな。……ちなみに、覗くのは禁止だぞ？」

「は？　それさー、やる気満々な今のアタシに対して言う台詞じゃないっしょ」

「あ、いや、単なる冗談だったんだけど……気に障ったのなら謝るよ。ゴメン」

「はー。ほんとオタ島って、勉強は満点でも、そういうとこは赤点なんだから」

　頬をつきながら、呆れたようにそう言うと、砂城は楽しげにくすりと微笑んだ。

「ちゃんと女心勉強しとかないと、いつまで経ってもカノジョできないぞ」

「あはは……覚えとくよ」

　にひひと笑う砂城の軽口に、心あたりを覚えた俺はついつい複雑な表情になってしまう。

　……そうだよな。一発じゃ突破困難なあいつの──氷涼の心を解析するには、それこそ古文書解読レベルの知識と多様な見解が必要不可欠なわけで……うん、必要だよな予習復習。どうやってやるのか謎だけど。

　自然と小さなため息が零れ出る。ま、確実なのは今はそれを考える時間じゃないってことか。

　机の上にノートと教科書を取り出した俺は、勉強中の砂城を横目に黙々と小テスト作りを開始した。そうだなまずは──数学にするか。




　と、そうして一問目を作り終えた所で、ズボンの中でスマホが振動したのを感じ、シャーペンを持つ手の動きを止める。取り出してみると、それは氷室からのラインだった。

『田君、もし暇なら今日は帰りに友達として買い食いにチャレンジしてみないかしら。つい最近公園の中にオープンしたアイスクリーム屋さんのレベルが高いと、佐さん達が話しているのを小耳に挟んだの』

　嬉しさから込み上がるにやけ笑いが顔に出ないようぐっと我慢する。隣には必死に苦手な勉強と格闘している砂城がいるのだ。俺が浮かれている様子を見せるわけにもいかない。

　こうやって放課後に氷室からお誘いを受けるのは、今週に入ってこれが二回目だった。ああ、やっぱ胸が高鳴るのを押さえ切れそうにない。何なら彼女──氷室涼葉は俺の好きな人だったりするのだから──少しでも気を抜けば、他人にお見せできない顔が誕生しそう。

　俺と氷の関係は、彼女のメッセのとおり友達だ。ただそれは「友達から関係を進めたいなと思っている〝友達〟」ではなく、あえての友達止まりなのだということを少し強調させて欲しい。

　──とある理由で俺は氷室が俺を好きだということを知っている。

　このことを氷室の方はもちろん知らない。しかし自惚れや現実逃避などではなく、きっぱりとドヤ顔でそれを断言出来る根拠があるのだ。

　学園の近くに、恋愛成就の御利益で有名な縁神社という神社がある。その神社へと、恋愛に関してはかなり奥手だった氷室が、破格のお賽と共に「好きな人に素直な気持ちを届けたい」とお願いしたのが、全ての始まり。

　なんと縁光神社には、本当に神様が実在していて、恋愛成就の神様ナンナは、仕事の一環として、氷室の願いを叶えようとしたのだ。

　ただ……この神様──ナンナというのが、その見た目（女子大生みたい！）からして神様らしくはなかったというか──仕事より趣味のゲームを優先したいがために、面倒くさがって、雑に氷室の望みを叶えてしまったのである。

　それで嬉しいことに氷室の想い人だった俺は──氷室涼の建前に隠れた心の声が、直接脳内に聞こえるようになってしまった。氷室が「自分の素直な気持ちを届けたい」と願ってくれたからとはいえ、俺だけが一方的に氷室の心の声を聞いちゃうのは申し訳ない感じもするけど……。

　本音を知っていて、更には両いなのに俺達が未だ友達止まりでいるのは、クールで毒舌家の氷室があまのじゃくな性格すぎて、滅に本音通りの態度や表情を出してはくれないのと、心の声という解答を知ってしまっていたからこそ起きてしまった、すれ違いや誤解が多々あったというのがまず一つ──ただ、この本音が聞こえるという不思議現象があったからこそ、関係が進展して友達になれたわけなんだけど……。

　まぁ俺が勝手に心の中でデートだと思い込んで楽しむ分には、別に罰なんか当たったりしないよな。

　そう微笑んで返事をしようとしたその時、氷室から追加のメッセがやって来た。

『もしかして、勝手にデートだと解釈しちゃったりして舞い上がってたりでもしてるのかしら？　ふふ、もう一度文章をじっくり読んでみなさい。友達として、と書いてあるでしょう。残念だったわね。ま、現実なんてそんなものよ。受け入れなさい』

　…………。

　件の経緯によって氷室涼葉という人間をよく知っていた俺は、どういう顔をしてこれを読んでやるのが正解なのかがわからなかった。

　恐らくこのラインは単なる罵りではなく、おそらく氷室なりの茶っ気だろう。

　きっと返事が待ち遠しくてたまらないってのが氷の本音なんだろうが……もう変なすれ違いを起こさないためにも確認は重要だ。ここはナンナからもらった第二の能力を活用するとしよう。

　一ラインを閉じた俺は、すぐさま別のアプリを立ち上げた。「ナンナの秘密の部屋」と、胡臭げなタイトルのアプリの見た目は、さっきまで俺が見ていたラインとほとんど同じ。そして、氷室から来ている新着のメッセに目を通す。

【ふふ、残念なのはわかるわよ田君。だって、友達のままじゃ、食べさせあいっこするのはおかしいものね……。でもでも二人でイチャつくといった趣旨自体は変わらないのだから許してくれるわよね？　「あーん」するのは恋人になってからのお楽しみってことで。さぁ、早いとこオッケーの返事を私にちょーだい♡】

　……で、現実がどんなもんだって？

　完全にデートだと浮ついている氷室を想像し、俺は思わず胸中でそんなことをぼやいてしまう。

　そしてこれこそが、俺達が両いなのに結ばれていない一番の理由──氷室の性格だ。

　氷室は単なる小悪魔とか、照れ屋だとか、素直じゃないとかそういう類のものではなく、そんなのが生易しく感じられるレベルで極度に拗らせた、あまのじゃく系女子だったりするのである。

　このアプリは、そんなあまのじゃくな氷室が、メッセを送る時にどんな心境だったのかを教えてくれる大変便利な代物なのだ。何でそんな非科学的で魔法みたいな代物が存在するのかと聞かれても、神様がくれたんだとしか答えようがない。

【返信遅いわね。もしかしたら田島君、アイスが嫌いだったりするのかしら？　たこ焼きとか、フード系で攻めたほうがよかったのかなぁ】

　おっと、あれこれ考えている内に氷室の本音が焦れ始めてしまった。

　現在、俺のスマホ画面には、本物のラインに届いている「はい・いいえとたった五秒で終わる作業を既読スルーとは、貴方の人間性を疑うわね」というメッセージの受信を表すポップアップ画面が中央に出ていて、その下では「ナンナの部屋」で本音がでかでかと反映されていたりと、大変シュールでくそかわいい光景が広がっていた。

　急ぎ俺は本家ラインを開き直して『了解。今日も五時に終わる予定だ』と送った。するとすぐさま、『では時間になったらそっちに向かうとするわ』と返ってくる。俺が試験準備期間中、ずっと砂に勉強を教えているのはもちろん氷室も知っていた。

　中間テストの時とは違い、今は生徒会が休みの時でも、友達としていつでも会いに行ける理由がある。これが現在、氷室にとって誇らしい大きな自信になっているらしく、以前みたく嫉から適当な用事を作って乱入してくる展開にまでは至っていない。

　だいたい、俺の気持ちはとっくに向こうに伝えてあるのだ。本当はもうちょい信用してほしいところなんだけど──ま、逆に氷が誰か他の男と二人きりで勉強するなんて言い出したら俺も気になって様子を見に行っちゃうだろうし、そこは仕方ないことなのかもな。

　そう肩をすくめてスマホをしまい込むと、一度気持ちを切り替えるように小さく息を吐き、それから再び砂用の小テスト作成作業に戻る。

　──うーん。数学の問題作るのって地味に労力かかるんだよなぁ。別にオリジナルにこだわる意味もないんだし、ちょうど図書室にいるんだから、適当な問題集でもとってきてコピペするかな。

「ちょっと問題作りの参考になりそうな本取ってくるわ。すぐ戻ってくるから」

「ほーい。いてらー」

　机から顔を上げず素っ気ない声と手振りだけで返してくる砂城。

　立ち上がった俺は、学習関連の棚へと向かった。




「んー、んーっしょ」

　すると目的の棚の前で、苦しそうな声を上げながら必死に手を上に伸ばし、本を掴もうとしている少女の姿が目に留まった。

　首の下辺りまで伸びた髪をピョンピョンと揺らし、今もなお踏ん張れば届くと信じてチャレンジし続ける少女は、どうもまだ俺の存在に気付いていない様子。その少女の横顔が見知った顔だと気付いた俺は、声を掛けるよりも先に、横から手を伸ばして本をとってやることにした。

「あっ!?」

　お目当ての本が棚から飛び出たのを見た少女からは驚きの声が漏れ、俺の方をバッと見る。

「ほら、これでよかったんだろ相」

　状況が上く飲み込めていないといった顔の少女へと、俺は棚から抜き取った本を手渡す。英文の問題集──ってことは自習かな。

「あ、ありがと……」

　反射的に本を受け取った相沢がぎこちなくお礼を言った。

　彼女──相沢波は二年生、つまり俺と同級生だ。一年の時は同じクラスだったこともあり、全く話したことがないって間柄でもない。相沢も助け船を出してくれた相手がやっと俺だと認識したらしく、すぐに破顔して話しかけてきた。

「あ、田君か。いやー頑張れば届くだろうって思って手を伸ばしてみたんだけど、これが意外と上手いこと掴めなくって──お見苦しい姿を見せちゃったね。助かったよ」

「どういたしまして。でも相沢の気持ちもわかるぞ。踏み台を持ってくるのが邪魔くさくなって、このくらいならなんとかなるって試すものの、それがどつぼにはまって結局は余計に時間と労力を使っちゃうパターン、俺も似たような経験あるからさ」

「そう、まさに田君の言う通りだよっ。完全にパターン、入っちゃってたね」

　てへっとはにかんだ笑みを浮かべる相。

　ほんわかとした印象を受ける愛らしい瞳に、ふっくらとした形のいい唇。相沢は控えめに言ってアイドルのような美少女だった。おまけに胸囲のほうも控えめだったりするんだけど──いや、何だか夏なのに寒気を覚えたのでこれ以上はよしておこう。

　友達が多くていつも誰かと一緒にいるイメージの相沢は、いわゆるクラスのアイドル的存在ってやつだった。その容姿もさることながら、優しく誰にでも隔たりなく接してくれるその性格に、そして今みたいな思わずドキリとしそうな天然な仕草もあいまって、去年うちのクラスの男子が密かに集計していた「クラスで一番カノジョにしたい女の子ランキング」では頭一つ飛び抜ける形で見事一位に輝いている。

　ちなみに氷はどうだったかというと、俺の票を含めて三票だった。どちらも甲乙付けがたい程の美少女だけど、カノジョにしたいかってなるとまぁ氷室の性格もあれだから、色々と話は変わってくる……らしい。だが、本人を前にして申し訳ないが、俺からすればどのみち氷室涼一強だと断言出来るんだけど、そこはかわいい系かキレイ系かの好みの違いなのかな？　ま、氷室は外見こそクールな美人だけど、心の中は意地っ張りでかわいい系というギャップが一番の魅力で、そこがたまらないんだけどなぁ。












「相も図書室でテスト勉強か」

「そうだよ。英語は特に苦手だから気合い入れて頑張らないとだね」

「へぇ、相沢って英語が苦手だったんだな。でも珍しいな相沢が一人でいるなんて」

「あ、え、そうかな？　あ、でもわたしって勉強は一人で落ち着いてやりたいってタイプだから」

　ん？　今、相沢が一瞬ビックリしてたけど……俺、そんな変なこと聞いたかな？

　と、相沢は何かを思い出したらしく、口元に手を当て驚きの声を上げた。

「あ！　そういえば、ごめんね生徒会。私もメンバーの一員のはずなのに、部活が忙しいの理由に全然手伝えてなくて……」

　相沢は申し訳なさそうな表情で、声のトーンを落としていく。

「気にしないでくれ。元々氷とはそういう約束なんだろ？　部活を優先してもらって構わないっていう。それに、この前の清掃ボランティアの時は柴と一緒に色々と手を貸してくれたじゃんか。あれはほんと助かったから」

　気にするなと微笑する。

　そう、実は相沢波は常時不在の残りの生徒会メンバーの一人だったりするのだ。ちなみにもう一人、不在のメンバーとして会計の柴健がいて、彼も去年同じクラスだったりする。全ての役員が同じクラス内で完結しているのが、余り他人に関心を示さない氷室らしいチョイスである。

「これからは手伝える時間作って、生徒会室に行けるよう頑張るね。ちょうど部活のほうは大きな大会が終わったばかりでちょっとした余裕もあるし──うん行けると思う」

　うんうんと首を大きく上下させてニパッと明るい顔を見せる相沢。

　ま、社交辞令ってやつだろう。「行けたら行く」は絶対に来ない。

「そう言ってくれるとつい期待したくなっちゃうけど……ま、無理だけはしないでくれ。それは氷室も望んでないだろうしさ。二人でも充分回っているから」

「ごめんね。二人には負担かけっぱなしになりそうで」

　そう言った相沢の表情はばつが悪そうで、来る気がないことを如実に物語っているようだった。うん、嘘をつけないタイプの人だな。

　まぁ氷室が真に望んでいないのは俺と二人きりじゃなくなることだろうから、それでいいんじゃないか。……相沢は別の解釈で受け取っただろうけど。

　そういや……よくよく考えたら何で氷室のやつ、相沢を生徒会に入れたんだろうな。氷室が生徒会長になった本当の理由から考えて、他の役員は全員男で固めるほうが無難な気が──

「にしてもー、あれはどういうことなのかなって、ちょっとわたし気になるなぁ」

　すると、俺が思考を余にやっている間に調子を切り替えた相沢が、唐突ににやけた笑みを送ってきた。

「は？　あれって何だよ？」

「またまたー、とぼけるには無理がありすぎだよっ。あんな堂々と見せつけちゃって」

「ん？　見せつける？　……悪い、本気で何言っているのかわからないんだけど」

「えーほんとにー？　砂さんとの図書室デートをこれでもかってくらい周囲に見せつけちゃってるのに？」

　相が含みのあるにんまりとした視線を向けてくる。

「は？　図書室デート？　俺は単に砂城に勉強教えてるだけだぞ」

「またまたー、あれは完全にデートだよっデート。気付かなかった？　周りからのリア充爆発しろオーラ」

　お、女の子って、ほんと好きだよなーこういう話。

「いや、まったく気付かなかったんだけど……」

「わたし的には、田君とうとう氷さんのこと諦めたのかなって、仰天だったけど──でもまーやっぱその様子だと違うよね」

「ま、まぁな。……つうかさ、今の俺と砂城って周囲からすれば、その図書室デートとやらに見えるものなの？」

「うん。だからこそ密かに田島君を応援中のわたしは、これ案外氷室さん知ったら面白くないんじゃないかなって、そう外野からわくわくと『氷室さん実は田島君に少しは惹かれ始めてる説』なんか考えてみたり」

　くすっと笑った相沢に、俺は肩をすくめて声を出そうとする。

　実際、今までの氷室は面白くないじゃすまないレベルで荒ぶってたわけだけど。

「そうだったら俺としてはすっごい嬉しかったんだけど、ま、現実は氷室にこのことを伝えてもノーリアクションって結果で終わってるよ」

「へぇー知ってるんだ氷室さん。田島君が砂城さんと図書室デートしてること」

　何でそんな楽しそうな表情なんだろう？　てっきりアテが外れてがっかりすると思ってたのに。

「まぁな。氷室とはこの後、帰り道一緒にアイス食べる約束してるしな。──ってやばっ、こんな話し込んでる場合じゃなかった。もう時間も時間だし、とっとと砂城用の小テスト作っちまわないと。ってことで話途中で悪いけど、俺もう戻るわ。またな相沢」

　そう言って俺はバッと手早く本棚からお目当てだった数学の問題集を取り出した。

「うんまた。本、取ってくれてありがと。田島君」

「おう。相沢も勉強頑張れよ」

「うん。あ、そうだ！　この借りは生徒会で返すことにするね。テスト明けた後も色々と忙しかったりするよね、生徒会」

「ん？　まぁ……そうだな。夏休み用の特別予算を各部にどう分配するかっていう、厄介な仕事が待ち受けてたりはするかな」

「じゃ、それを手伝いにいくね。大会終わったばっかでちょっとは暇になるはずだから」

「それじゃ期待させてもらおうとするかな」

　相からの社交辞令に軽く手を上げて返すと、俺は砂の下へと戻った。相沢はホント律儀だな。




「あ、あのさオタ島……」

　それは俺が席についてから一～二分ほど経ってのことだった。何か言いたそうにちらちらと俺の顔を窺っていた砂城が妙にしおらしく切り出し始めてきた。

「さっきのはその……言葉の綾っていうかさ、一時の気の高ぶりっていうかさ……」

「はぁ……？」

「アタシ、オタ島がすっごい頑張ってきたの知ってるのに──ついいつもみたいに『だからカノジョできない』とか冗談言っちゃったじゃん。その……気にしてたら悪いなと思って」

　そわそわと落ち着きなさそうに、砂城は視線を外したままそう言った。ギャルな見た目とのギャップが激しいっていうか、砂城ってこう恋愛に関してはとことん誠実だよな。

「お、おお。何かわからんが、心配してくれてありがとう。でも、特に気にしてないぞ。いつものからかいだと思って流してたし」

「そ。ま、気にしてないなら別にいいんだけど……あの後ずっと難しそうな顔して無言だったし、それに一冊取りに行ったにしては妙に戻ってくるの遅かったし」

　照れを隠すようにそっぽを向いた砂城がそうぼやく。

「あー、それは知った顔とばったり出くわしてついつい話し込んでしまったからだ。悪いな、すぐ戻るって言ってたのに」

「なーんだ、そういうオチか。あーあ、心配してソンした」

　砂城は呆れたようにため息をつくと、視線を机に戻して勉強を再開する。

　ちらりと図書室に掛けられた時計に目をやれば、約束の五時まで後三十分程度。ぱっぱと終わらせてしまおうと問題作りを再開した俺は、黙々と作業を進めていく。

　そうして次に顔を上げたときは、四時五十分にさしかかる手前あたりだった。

「──ふぅ、何とかキリのいいところで終われたって感じだな」

　達成感を覚えながら安の息を零す。

　すると、何か砂城は頬をつきながら、嬉しそうに笑みを浮かべていて──

「うんうん、やっぱいいなぁ、こういうの」

「ん、何がいいんだ？」












「!?　え、もしかしてアタシ今の口にしてた？　ウソウソ！　な、なし、なしだからっ！　詮するのは絶対に禁止！　はい、この話題はこれで終了。異論は認めないから！」

　砂はばたばたと慌てたように手を振りながら、黙秘するとばかりにフン！　とそっぽを向いた。

「あ、ああ……わかった」

　よくわからないが、ここは素直に砂城の言葉に従っておいたほうがよさそうだ。

「えっと……それで砂城、勉強の方はどんな感じだ？　もうそろそろ時間だし、キリのいいところで片付けに入っちゃおうぜ」

「んじゃ終わる」

　即答か。もう少し根気を見せてくれたほうが助かるんだけどなぁ。

　と、肩をすくめていると、ズボンの中のスマホが振動した。氷からのラインだ。ちょうどよかったのかも。

『そろそろ貴方の教室に向かうわ』

　あ、そういや今日はいつもと違って図書室だってこと、氷室には伝えてなかったっけ。

『今日は図書室で砂城に勉強教えてた。こっちもそろそろ終わるとこだ』

　氷室にメッセを返すと、ぱっぱと問題集を元の棚に戻し、それから鞄に荷物をしまう。そうして帰宅準備を終えると、俺は氷室から返事がきてないかとラインを確認した。既読のまま止まっている。まぁ、この場合は、スルーされてるってより、もう向かって来てるって感じだろ。

「それ、もしかして氷さん？」

　一足先に席から立ち上がった砂が、俺がスマホを見ていることに気付き尋ねてきた。

「ああ。これからアイスを食べに行こうって誘われてて。最近オープンしたってお店に」

「あーそれって、銀駅の近くの公園にあるっていう、あれでしょ。アキ達から聞いてるわ。結構レベル高いっていう──もしかして、全部オタ島の奢りだったりするわけ？」

「いやそれはないだろ。前にカフェに寄った時も、ちゃんと割り勘だったし」

「ふーん、ならいいけど。アタシ、オタ島が氷室さんにいいように遊ばれてるんじゃないかって、いちおー心配してあげてんだよ。あの性格最悪女の手のひらで踊らされてないかって」

　不満げな顔をした砂城に俺は「はは……」と笑みを引きつらせる。合う合わないがあるとはいえ、人の好きな人を遠慮なく性格最悪女とぶった切ってしまうのは実に砂城らしい。

　まぁ氷室は砂城にそこまでの悪態をつかれるだけの場面を見せてしまっているのだから仕方なかった。会話のボタンを掛け違えた状態の氷室に、俺と砂城がバッタリと遭遇してしまったあの一件。それは外見だけで言えば、映画デートを断った氷室がその映画を一人で見に来ているばかりか、断った相手である俺を罵るといった身勝手なものであった。──チケットが無駄になるのが可哀想だと付き合ってくれていた砂城は、そんな氷室の俺を見下した態度に当然ブチ切れてしまい──以来、砂城は氷室に対していいイメージを持っていない。

「だいたいさ、氷室さんがオタ島と友達になる条件ってのがまず気にくわない。つか、よくオタ島もそれで受け入れたよね」

「あはは……それはまぁ、恋は盲目ってことで……」

　俺達は、素直になりきれない、あまのじゃくな氷室が建前で出した「人付き合いが苦手な自分が、好きな人と上くやるための予行演習に付き合って欲しい」という条件を俺が受け入れる形で友達になった。ちなみに、何も知らない周りでは、しつこい俺を諦めさせようとして出した提案だったのに、予想外に受け入れられて引くに引けなくなった氷室は困り果てている──という解釈になっているのだとか。ま、別にいいんだけど。

　当の氷室は……まぁあんな感じだしな……うん。

「ともかく、アタシは今も氷室さんだけはナシだと思ってるから。オタ島にはもっとこう、べ、別に似合うかわいい子がきっといると思うし！」

　そんな胸張って豪語されると、砂城の考える〝俺に似合うかわいい子〟ってのがめっちゃ気になるじゃん。

「へぇー例えばどんな子？」

「…………ノーコメントで」

　おいおい、持ち上げておいて放置かよ。ま、大方そんなんだと思っていたけど。

「そ、そんなことよりさ、オタ島の方は気になんないの？　氷さんの好きな人が誰か」

「んー」

　どう答えたらいいんだろう。「だって俺だし」なんてことをそのまま言ったら、氷室にフラれすぎて頭がおかしくなったのかと、温かい目で病院に連れて行かれそうだしな。

「そうだな……ま、あの氷室がご執心なんだ。勉強にスポーツ、その他なんでもそつなくこなしてみせるような、さぞかし格よくて完なやつなんじゃないか？　案外、砂の理想としているタイプとドンピシャだったりして」

　──って、よくよく考えたらこれ、俺が自分のこと持ち上げてることにならないか？　しかも、砂城の理想だとかまで言っちゃって……うっわぁ、恥ずかしすぎだろ俺！

「んーそれは絶対にありえないと思うなー」

　内心悶える俺を余に、ニヤニヤとした表情で否定する砂城。完璧超人は好みじゃなかったのかな……っていうか、氷室の好きな人がありえないってことは、これって一応、間接的に俺は砂城にフラれたことになったり──

　そんな馬鹿なことを考えていると、背後から冷たい声が降りかかった。

「あら、面白い話をしているみたいね。私の好きな人がどうとか、それはさぞかし格好いいやつなんじゃないかとか、そう聞こえてきたのだけれど」

「えっ!?」

　バッと振りかえると、いつの間にやら氷室が冷たい笑みを浮かべて立っていた。

　背中まで長く伸びた艶やかな黒髪に、意志の強さを感じる特徴的な切れ長の瞳。そして凜とした佇まいの氷室は、次の瞬間、愉快とばかりに口角をつり上げ、お得意の毒をまき散らした。

「そうね。私の好きなさぞかし格好いいやつは、短時間でデートを二回するような女たらしではないことは確かね。誰かさんとは大違いで」（た、田君、これはれっきとした違反行為よ！　だってこれってデート、どう見たって立派な図書室デートじゃない。あれでしょ、自分のために一生懸命教えてくれてる田島君を見て、いかに自分が愛されてるかを堪できるって、そんな砂城さんの魂胆でしょ。羨ましい。ふん、いいもん、それなら私だって赤点とってやるんだから）

　おいまて、また目的がおかしな方向いってるぞ。落ち着け氷室。

　が、そんなことを俺が言うまでもなく、氷室は至って落ち着いた態度だった。ああ、外面の氷室涼に関して言えば──

　そう、あの（　）の中の声こそが、俺にしか聞こえない、氷室涼葉の本心──つまり心の声だったりするのだ。

　これこそナンナに与えられたとんでも能力。室内に設置されたクーラーから流れる冷気のように涼しい顔をした氷だが、その本心はもう窓の外の六月末の気温と同じように、嫉や羨によって熱く燃えたぎっている。

　……あれっ、よく見れば氷室のサラッとした黒髪の下で、額がうっすらと汗ばんでいる。まさか氷室、ラインを見てすぐに教室からここまで慌てて走ってきたってことか？

　理由はたぶんあれだよな……教室にいると思ったら図書室で勉強していたのが気に入らなくって、いてもたってもいられなくなった的な──で、何なんだその図書室デートってのは、そういや相もさっきそんなこと言ってたけど……もしかして女子の間で流ってたりでもするのか？

「デートって……その誰かさんとやらが俺のことなら、今から俺は氷室とデートするってことになるけど……それは違うんだろ？」

　ああこれ、自分で言っててなんだけど、やっぱちょっとへこむな……。

「ええ、そうね。だって貴方と私は、友達の関係なのだし」

「友達か」

「ええ、友達よ。ふふっ」

　友達の部分を強調して氷室が静かに笑う。

　心の声が聞こえないということは、本音の言葉。

　氷室が本心を口にした場合、ちゃんと素直な気持ちが届いているため、ナンナの能力の仕様上、心の声は聞こえてこない。

　氷室と心が通じ合えて嬉しいと感じる瞬間だ。きっとこの〝友達〟の強調は、氷室にとって誇りたい意味でのアピールだったのだろう。

　が、俺達以外の第三者──砂にはあてつけにしか聞こえてこなかったようで……

「氷室さんさー、そうやってオタ島のことからかっているよりもさ、氷室さんにはもっとやらなきゃいけないことがあると思うけど」

　砂城が不機嫌そうな表情で氷室を睨みつける。

「やらなきゃいけないこと？　何かしらそれ？」

「誰だか知んないけどさ、氷室さんの好きな人ってのが、この君の誰かなのは確かなんでしょ？」

「ええ、そうね」

「だったら気になったりしないわけ？　試験準備期間って言っても、誰もが馬鹿正直に勉強してるわけじゃないんだしさ。今頃、その好きな人が氷室さんじゃない誰か他の女の子とデートしている可能性だってあるかもしんないんだし」

　お高く止まっていられるのも今のうちといわんばかりに、砂城が挑発的な笑みを氷室に放つ。

　しかし、氷はケロッと無表情のまま口を開いて、

「そうね。でももう終わるみたいだから、まぁ、よしとするわ」

「は……？」

　頭上に疑問符を浮かべ大きく目を見開いた砂。その隣で氷室は「はて、私何かおかしなことでも言ったかしら」と小首を傾げている。

「それよりも砂城さん、勉強の方は順調なのかしら？」

「ふふん、オタ島先生のお陰でばっちしって感じだし。オタ島がいれば氷室さん超えるのも時間の問題って感じかも」

「あら、そうなの。ちなみに私のＴＯＥＩＣの最高スコアは９９０点よ」

　おいおい、突然何を言い出してるんだ。張り合うにしてもあからさまな嘘つくなよ。

「え、といっ──？　ア、アタシが本気出せば１０００点も目じゃないしっ！」

　砂城、ＴＯＥＩＣの満点は９９０だぞ。この調子だと、たぶんＴＯＥＩＣが英語の検定であることすらわかってないな。

「そう、それは恐ろしいわね。私には出来ないことよ。素直に尊敬するわ」

　演技っぽく驚いて感心のフリをする氷室。お前、こうなるってわかっててわざとふっかけたな。

「そ、そうでしょー。ま、まぁ流石のアタシもそこまでいくとなるとどうしてもオタ島頼りにはなっちゃうけどね。あはは」

　引っ込みがつかなくなったのか、そのまま虚勢を押し通す砂城。残念だがオタ島先生には逆立ちしても満点以上を稼ぐのは無理ですよ。

　このまま放っておくとまたややこしい方向に拗れそうな気がする。そう思えて仕方なかった俺は、とっとと図書室から出てしまうことにした。

「氷室、とりあえず早いとこ学校から出ようぜ。話題になっているってことなら、自分の食べたい味が売り切れる可能性だってあるかもしれないしさ」

「そうね。それじゃ行くとしましょうかしら」

　そう言い終えると氷室は一足先に図書室から退出していく。それに続こうと立ち上がった俺は、氷室の後に続く前に、砂城へ一言声をかけた。

「そんじゃな砂城。また明日。テストすっからちゃんと勉強しとけよ」

「う、うん……また……」

　完全に置いてけぼりになっていた砂城は、ぽかんとした表情のまま手を振っていた。

　図書室から出ると部屋の入口で待っていた氷室と合流し、二人並んで昇降口を目指す。

「そう言えば田君って、私の好きなさぞかし格いい奴に興味があるのよね。いいわ、聞かせてあげましょう。彼がいかに魅力的な人間なのかを」（じゃーん、それはなんと田島君なのです！　ふふ、田島君たら自分のことを格好いいなんて言い切っちゃうなんて。まぁ実際そのとおりで否定する要素がないから凄いのよね。うんうん）

　これは……新手の拷問か何かだろうか。心の声だけでも気まずかったのに、二重になってもてはやされたらむず痒くてたまらないというか、普通に恥ずか死ぬんだけど。

「いや、遠慮させてくれ。氷の口から好きな人の話されるってのは、それが肉体か精神かの違いってだけで、お前のことが好きな俺にとってはナイフで刺されるのと同じようなもんだからな」

「あら、彼を知り己を知れば百戦殆からずって言うじゃない。私を惚れさせるのが目標であるのなら、聞いといて損はないと思わないかしら？　貴方は現状、ダメ島君なのだし」（そうよ、田君は一度ちゃんと知っておくべきだと思うの。自分がいかに魅力的で異性を惑わせる存在であるのかを。私がいつもどれだけヒヤヒヤしてるのかを）

　拗ねた表情を思わせるようなムスッとした心の声。悪いけど──うん、かわいい。

　でも、異性を惑わせる──って、ねぇだろそれ。俺が今年のバレンタイン、義理チョコすらもらえなかったの知ってるよね。誰一人魅了できてないじゃん。それ見てあんた、そりゃもう楽しそうに罵ってたよね……！　あの時は心の声なんて聞こえなかったから、俺すっごい悲しかったんだぞ！

「いやいや、好きな人からの惚だなんて、精神的な損傷が計り知れないんだけど」

　実際は損傷ってよりも消耗か。まぁどちらにしろ心の疲弊は避けられない。

「そう？　でも、真の勝者になろうと思ったらそれ相応の痛みは覚悟するべきじゃないのかしら」

「それはお前が、少しは勝者に選んでくれる気があると受け取っていいんだな？」

「ふふっ、さぁて、それはどうでしょうね」

　意味深に氷室が微笑む。

　そして一方、心の声はといえば、

（いやね田島君たら。そもそも選ぶというのは二つ以上の対象の中から目的に適う物を取り出す行為よ。ね、私には必要ない行動でしょ？　最初から田島君と結ばれて終わるという一本道のルートしかない私には。そう私の人生は既に優勝してるのよ。ドヤァ！）

　このように、とても目の前のクールな氷室のものとは想像つかないほど、浮ついていて。

　ま、かわいいし、嬉しいから全然構わないんだけど……やっぱたまにはそれを表面に出して欲しいよね。

　胸中でそう苦笑した瞬間、氷室はふと立ち止まって、

「ま、その勝者とやらが誰であれ、恋人を作った時の私は、きっと幸せな気持ちで一杯なんでしょうね。それがたとえ、田島君だったとしても」

　うふふと、まるでその光景を噛みしめているような、優しい笑みを浮かべたのだった。

「ま、あくまで可能性の話だけれどね」（確率１００％の必然なんだけどね。それに、私は今のこの時間だけでもすっごい幸せよ。なーんて、えへへ）

　が、直後には普段の毒舌クールモードの氷に戻り、すたすたと俺を通り過ぎるように歩みを再開してしまう。そう、まるで照れた顔を見られまいと隠すかのように。

　その様子を見て、心に充実感を覚えながら、俺は氷室の背中に続いた。ああ、これぞリア充ってやつだ。

　そうして昇降口へと辿り着いた俺達は、自分の下へと移動し靴を履き替える。氷室の下駄箱も同じ列にあるが、そっちは俺よりも若干校舎側だ。

　と、俺が丁度靴を履き替え終わった時だった。

「ちょっと待って二人とも──！」

　血相を変えて走ってきた砂が、大声を放ち、俺達を呼び止めた。

「あらどうしたの砂城さん？　校舎内を走るのは校則違反だから、生徒会長として見過ごせないわ」

　肩を上下させて呼吸を整える砂城に、氷室が冷たい反応を見せる。いやいやそう言う氷室も、さっき絶対教室から図書室めがけて走ってきてたよな！

「うっ……そ、そんなことどうでもいいじゃん。それよりオタ島──アタシもあんたらと一緒にアイス食べに行くことにしたから」

「へ？」

「いやさ、アタシもアキ達に話聞いてて気になってたんだよね。その店。……それに、よくよく考えたら、アタシがさっき氷室さんに言ったことって、地味にアタシへのブーメランになっちゃってるじゃんって思ったら、それはイヤだなぁって──」

　砂城の声は次第に小さくなっていて段々と聞き取りづらくなる。

　なるほど。わからん。

「ね、別にいいっしょ？　アタシだってオタ島とは友達じゃんか」

　両手を合わせて笑う砂城。その言葉に氷室が微かに目を見開いた。

「…………」

　そして、氷室は砂城の顔をまじまじと見つめた後、静かに息を吐く。

「ま、私は構わないわよ」

　氷室は特に残念がる様子もなく、平にそう告げると、すぐに俺の方へと視線を移す。

「私達は別に恋人ではないのだから、二人きりにこだわる必要もないのだし。そうでしょ？　田君」（二人きりがよかったなぁ。しょぼん……でも──いいわ、いい機会だから見せつけてあげることにしましょう。両いの友達が単なる友達とは別格の存在であるということを。ふふん）

「あ、ああ。ま、そうだけど……」

　建前と本音、そのどちらにも返すように顔を引きつらせて頷く。

　おい、なんか氷のおかしなスイッチ入っちゃってるぞ。大丈夫かこれ？





　　◆






　公園の中で見つけたそれは、ピンクを基調としたファンシーな屋台だった。その中には、似合わないと表現したら失礼なんだろうが、この屋台の主と思われるちょっと強でガタイのいい中年男性がいて、一人で切り盛りしている。

　この公園に入ってからいくつかの学生たちや、子供連れの家族といったグループとすれ違いになったが、ほとんどの人がアイスを握っていたところを見るに、人気の程は上々のよう。どうやら噂通りの味が期待できそうだ。

「……フン」

「…………」

　そんな俺達は現在、屋台を目前にして気まずい雰囲気の中にいた。俺の左隣では、氷室が一見澄ました顔でいるのだが、

「はぁ……公園に来るまでずっと砂さんを車道側で歩かせるなんて、流石はダメ島君ね。もし誰かとデートする機会があるというなら、そこら辺意識することをオススメするわ。女性ってそういうとこしっかりと見てるから」（ぐぬぬぬぬ。なに、なんなのよこの人。私が田君と話そうとするたびにいちいち口を挟んできて──もう、ここまで全然イチャつけなかったじゃない！　帰ってよ）

　このように胸中は大変ご乱心だった。

　一方で右隣の砂城は、不快だと言わんばかりに背けていた顔をぐるりと向け、

「は？　歩かせた──なんて、勝手な決めつけ止めてくんない。アタシが自分から好きで車道側選んで歩いてただけだし」

　俺への罵が不服だと、目をつり上げて氷室を睨んだ。

「そう。でもそのフォローの仕方は些か無理があるんじゃないかしら。それとも砂城さんには、自ら車道側を選んで歩く理由があったとでも？」

「あるよ。この辺ってさ、結構木とかのお陰で日陰になってる場所多いじゃん。オタ島には勉強見てもらったりアタシのせいで徹夜させたりしてるわけじゃんか。だからこういうちょっとした部分では涼しい思いして楽して欲しいなーって思ってるわけ。どう、文句ある？」

「……いいえ。立派な配慮だと思うわ」

「そりゃどーも」

　氷室が悔しそうにスカートの裾を握った。それに気付くことなく砂城は素っ気ない言葉を放つ。

　道中はずっとこんな感じだった。氷が会話という名の毒舌を吐くたびに、砂が俺のフォローをするようにかばってくれる。だいたいがそれの繰り返し。

　ただ好きな人と会話したい──だけど素直になれない氷室。友達思いで恋愛に関して人一倍真だからこそ、不な片思い（をしていると思われている）俺を放ってはおけない砂城。二人の真意を知っているからこそ、俺はただ苦笑してやり過ごすことしか出来なかった。まるでいつぞやの映画館での一件の再来。ほんと不ない……。

　おっとっと、こんな暗い気持ちになってる場合じゃないだろ今は。せっかく氷室から誘ってくれたんだしさ。楽しまないと。

「──よし、それじゃさっさとアイス、買っちまおうぜ」

　そう言って、三人横並びのまま屋台へと近づく。「へい。らっしゃい」とアイス屋というよりかは、ラーメン屋っぽく感じる威勢のいい店員の声を受け、俺達三人はメニューを眺めた。

　カウンターに置かれたメニュー表にあるアイスの種類は十数種類と予想以上に豊富で、コーンかカップかは選べるようだ。こういう時、迷って中々決められないんだよなぁ──お、今度クレープも始めるのか、それはそれでまた、気になるな。

「うーん。どれも美そうで迷うな……」

「はぁ……田君、さっさと選んじゃいなさい。貴方のように店の前に来てから悩まれるのは、店員にとって一番イライラさせられるタイプなのよ」

　氷室の指摘は図星だったようで、うっとなった店員が「はは」と引きつった笑みを浮かべた。何だか申し訳ない気分。『なら先に、決まってそうな氷室から注文したらどうだ』と、心の声が聞こえなかったら俺はきっとそう口にしてたんだろうけど、

（私はもちろん田島君と一緒よ一緒。同じ物を美しく食べている姿を見せて、砂城さんに二人の気持ちが通じ合っている様をとことん見せつけてやるわ。ささ、田島君、お好きなのを選んじゃって）

　……これってあれだよな。俺が決めた後、偶然を装って毒舌を交えながら俺と同じなのを選ぶパターンだよな。うん、嬉しいんだけど、ちょっと待って欲しい。

「迷ってるんだったらさ、これなんてどう？　オタ島」

　明るい声でそう言った砂城がメニューの一つに指をさす。

「お、どれどれ──んーブルーベリー味か」

「そ。ブルーベリーってさ、アントなんちゃらって成分が目の疲れに効くんでしょ。ね、勉強後のアタシ達にはピッタリだと思わない？」

「アントシアニンな。そうだなぁ……ま、騙されたと思ってそれにしてみるか」

「む、騙されたって何さ、わかんないじゃん。プライバシー効果ってのが働くかもしんないし」

「それを言うならプラシーボだ、プラシーボ。私生活働かせて何するつもりなんだよ」

「あぁ、そっちか。まぁどっちもあんま変わんないじゃん。誤差の範ってやつ」

「あんま変わんないって……ふっ──砂ってさ、間違えて覚えた商品名をドヤ顔で言って店員を真顔にさせちゃうタイプだろ。それでも強引に押し通そうとして周りの客からも失笑を買ったりとか──どうだ。心当たりあるだろ？」

　俺が吹き出してそう言うと、砂城は顔をバッと紅潮させ声を荒げる。

「う、うっさい！　余計なお世話だし！　だいたい無理に凝った名前付ける店側にも悪意あると思わない？　トールとかグランデとか言われてもいまいち想像付かないじゃん。何でＭサイズって頼んだら『は？』って顔されなきゃいけないの。イミわかんない！」

　お前……その見た目で、中高年のおっさんみたいな悩みかかえてんのな。

「そかそか、図星か、悪かったよ」

「う、何よその顔、絶対悪いとか思ってないじゃん。オタ島今に見てろよ！」

　不愉快だとばかりに砂城はフンと鼻を鳴らす。

「それじゃ、せっかくだし、ブルーベリー味にしてみるかな。タイプはコーンで」

　これ以上氷を待たせるのも悪いしな。このままの流れで、さっさと選んでしまおう。

「そ……んじゃ、アタシもオタ島と同じので」

「ん、砂城も、ブルーベリーにするのか？」

「ま、アタシだって勉強で疲れてるの一緒だし。何、その顔？　そのわりには労力に見合った成果がでない──とでも言いたいわけ？」

　照れくさそうな表情で自虐した砂城が、被害妄想でしかない言葉を放って、俺をじっと睨む。

「い、いや、別に俺、そんな顔にはなってないはずだけど」

「そ、ならいいけど。えーっと、財布どこだっけ──」

　つんと不機嫌な態度のまま、砂城は鞄の中から財布を取り出しにかかった。

「で、後は氷室だけだけど、どうすんだ？」

　まぁ、あの感じだと俺と同じブルーベリーにするだろうし、一緒に食べられるかな。心の中でそう苦笑しながら、俺は氷室に顔を向ける。

　すると──

「……………」

　信じられないことが起こったと言わんばかりに、目を見開いた氷室がいた。

　氷室は俺の視線に気付くと、さっと冷静を装い店員に向け口を開いた。

「そうね……では、一番苦いのをいただけるかしら」

「「「は？」」」

　驚いたのは俺に砂城、それと店員も含むこの場にいる全員だった。

　……俺、アイスをそんな頼み方する人、初めて見たよ。

　なんで同じ物を頼まなかったのかがわからない。今のもやり取りが店員とだったから心の声が聞こえてないんだよな。たった数十秒の間に何でそうなったのかが非常に気になる。氷の視線が微かに下を向いていてどうにも落ち込んでる様子だし……。

　結局、氷室が選んだアイスはコーヒー味となった。

　アイスを受け取った俺達は、座って食べようと付近のベンチへと移動する。俺が最初にベンチの端に腰を下ろすと、氷室がシュバッと俺の隣に座った。氷室から漂う清で甘い香りが、砂に悪いがアイスなんかよりも格別な癒やしを与えてくれる。マイナスイオンというか、これこそ、俺の疲れにピッタリだ。

　そして砂城はというと、俺達の前に立ったまま、アイスをチロチロと舐め始めた。

「ん、座らなくていいのか砂城？」

　ベンチは四～五人掛けで、まだ座れるスペースは充分あるんだけど。

「あーアタシはいいや。気分的に立って食べたいって感じだし」

「はぁ……田君ったら呆れるわね。そう細かいことをいちいち聞いてくる男は異性にモテないわよ。覚えておきなさい」（いやね田島君。好きな人の隣を私が取っちゃってるのよ。私の隣に座るよりも立ったままで田島君に近いほうがいいってなるじゃない。そんな野なことを聞いちゃ可哀想よ）

　そう嘆息すると、氷室はペロッとアイスを食べ始める。いやそれは絶対に違うだろ。

「あ、アンタ、また……」

　沸き上がる何かをグッと堪えるようにアイスのコーンを握るイラつき気味の砂城。

　どうも氷室は以前から砂城を恋敵と勘違いして勝手に闘争心を抱いている節があるな。

　ま、たぶん『アンタの隣に座るなら立ってたほうがまだマシ』とかだろう。

「……ところでオタ島さー、最近ちょっとムリしてたりしない？」

「ん、何が？」

「いや、最近のオタ島、授業中よく眠そうにウトウトしたりするじゃん。その原因がアタシにあるならなんか悪いなあって。今日やった小テストも、オタ島が徹夜して作ってくれたんでしょ」

　ばつの悪そうな表情の砂城に、俺はアイスをひとかじりしてから言葉を放った。うん、美いなこのアイス！

「ああ何だ見られてたのか。ま、これは試験勉強とゲームを平行させている俺の自己責任だ。別に砂城の勉強どうこうが負担になってるってわけじゃないから心配しないでくれ」

　そう、これはハイロボの発売日を試験準備の真っ只にぶつけてきた学園側が全部悪い。

「そか。ならいいけど」

　小さく息を吐いて、再びアイスを口に運ぶ砂城。

　すると、口からアイスを離した氷が、きょとんとした顔を向けてきて、

「あら、最近なんだかゾンビの顔をするのが田君のマイブームなのかと思ってたら、そういう理由だったのね」（ごめんなさいごめんなさいごめんなさいぃいいいい！　うぅ……田島君が寝不足なの、絶対に私のせいだわ）

「ゾンビって……おいおい、自分で言うのもアレだけど、そこまで酷くはねーだろ」

「さて、どうかしらね。鏡見てからもその自信、揺るがなければいいけれど。……そうね、私に夜遅くまでラインをしてくるあの時間、あれを省けば少しは寝不足が解消できるんじゃないかしら」（友達という大義名分を手に入れてから、田島君と何気なくライン出来るようになったのが嬉しくて、遅いときはついつい二時とかまでやり取りしちゃってるのが原因よね。こ、これからは気をつけるわ）

　うん、それは……ごめん、たぶん寝不足の理由の一つだわ。だって俺も楽しくて嬉しくてついつい……。

「へぇー。……ね、オタ島、何の話してんの？」

「ん、えっと……ブレスとかハイロボとか共通の趣味の話だったり、後は他もない雑談がメインかな」

「ふーん。そか、アニメか……」

　聞いてきたわりには無関心そうで、すぐ視線をアイスに戻す砂。

「ま、そうだな。夜遅くまで付き合わせてしまってる氷室にも悪いし、これからは控えるようにするよ」

　で、いいんだよな？

「ええ、是非そうしてちょうだい」（いや、いやよ！　これって理不尽よね、砂城さんは生の田島君といつも一緒にいられて、両いの友達でいる私は文字で我慢しているのにそれすら制限されるのは……けど、それで田島君に負荷を掛けるのは私も望んでいないことだし──）

　どうにも、氷室心は複雑みたいだった。

「まーった上から目線で」

　不快だと言わんばかりに砂城は、乱暴にアイスへかじりつく。

「ふぅ、これで試験が終わるまでは、のんびりと自分の時間が過ごせそうね。それと、期末試験後の生徒会にはちょっとした山場が待ち受けているのだから、体調管理はしっかりと心がけてちょうだい。アレを私一人でやれというのはゴメンよ」（あーもう、さっさと試験、終わらないかしら。早く二人きりの生徒会室に戻りたい。二人の空間で邪魔されることのない、今までとはひと味違う友達としてワンランク上で誰もが羨む甘々な一時を──よし、誰が見ても砂城さんよりも私の方が友達らしいって見えるよう頑張るわよ。ふんす！）

「ははは……気を付けるよ」

　本音の意気込みをどう捉えたらいいのか困って言葉に詰まった俺は、頬を引きつらせて乾いた笑みを浮かべたのだった。
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　はぁ……これはまた、妙な懐かれ方をしてしまいましたね。

　日曜日の昼下がり。普段のように占いの館で話を聞いていたナンナさんは、突如コンタクトをとってきた依頼人を前にして胸中で肩をすくめます。

　本来、休日はこのお店にとっても定休日。まったりと先週発売したハイロボの周回プレイに突入する予定だったのに、突然連絡してきた依頼人というのが──涼であるだけに私は断ることが出来ませんでした。だって、断ったのが上にバレたら絶対、お叱りと反省文が待ってますし……。

　休日手当なんてものはもちろん皆無。ほんと神様ってブラック企業ですよ。ぶー。

　ああ、こんなことならあの日、涼葉が置いていった劇場版ブレスのパンフレットを取りに戻ってきた時、「何かあったらナンナさんに相談してください」とか言って笑顔で連絡先を交換するんじゃありませんでした。もう、なんという大失態！

「で、ちゃんと話は理解してもらえたのかしら？」

　依頼人の席に座る涼葉が、怪そうな視線を飛ばしてくる。こんな顔をしているのは私がＰＳ Ｖｉｔａを片手に涼葉の話を聞いていたからでしょう。そこはオフなのですから大目にみて欲しい部分ですよね。ええ、手当ゼロなんですから。

「つまりあれですよね、せっかく愛と友達になれたはずなのに、何か雅のほうが愛斗をよく見てるというか──まぁ友達っぽく映るし仲が良さそうで、涼葉的には敗北感があって面白くないと」

「べ、別に負けてなんかない……と、思うのだけれど」

　むくれた涼葉が自信なげに呟く。

　一度彼女の心境を丸裸にしてしまったせいか、いきなり「相談に乗って欲しい」と電話をしてきた涼葉は、愛斗への態度が嘘のように素直に悩み事を私に打ち明けていた。

　すると涼葉は、ふと何かに気付いたようにひょこんと顔を上げ、

「あの……ナンナはもしかして砂さんとも面識があったりするのかしら？　私、彼女の下の名前を呼んではいないはずだけれど」

　あ、しくった。

「あーそれは雅もたまに来てくれるからですよ。同じ君の生徒なのは制服でわかりますし、それに砂城という苗も珍しいですから雅のことだろうと」

「そう……はっ！　貴女まさか、砂さんも応援したりとか、してないでしょうね？」

「し、してませんよ、そんなこと。雅が来るのはお連れの付き添いってパターンが多いですから。はい、雅から愛の話を持ち出されたことはありませんよ」

　にっこりとした笑顔で押し通す。よし。これで嘘はついてないはずです。

「ならいいけれど……それで田君とより友達らしく──もっと仲良くなるにはどうするべきかしら？」

「そうですね。ナンナさんの占いによると、焦りは禁物と出ています。少なくともテストが終わるまでは、大胆な行動は控えるべきかと。ラインも制限するが吉でしょうね」

　やっとゲームをする余裕が出来てきたところなんですからね。強制出勤させられたらたまったもんじゃありません。少し大人しくしてナンナさんに自由な時間をくださいよ。

「でもそれじゃ、田島君と砂城さんはずっと二人きりになるのよ。そんなの堪えられるわけないじゃない」

「なぜです？」

「だって砂城さんは田島君を狙っているのだから、その、気掛かりでしょうがないというか──」

「つまり、両いである愛斗のことを信用していないと」

「そ、そういうわけじゃなくて……」












　しゅんとなった涼が肩を落とす。やれやれとＰＳ ｖｉｔａを机に置いた私は、人差し指をピンと立てて涼葉に言い聞かせるように語りかけた。

「いいですか涼葉、友達とはお互いを信頼しあう関係です。ですから、人付き合いがど下手な涼葉はまず、愛を信頼するところからですね」

「ふ、その必要はないわ。だって田君は私にとってこの世界で一番信頼している相手なのだから」

　な、何ですかそのドヤ顔。イラッとくるんですけど。

　はぁ、どうもこの調子だと、まだまだ理解するまで時間がかかりそうですね。

「とにかく、もっと友達らしくしたいなら、愛斗の目線で考えてみてあげることです。そこが気配り上手な雅と涼葉の差ですかね」

「わ、わかったわ。頑張ってみる」

「そうですか」

　祈ってますからね。口だけで終わらないこと。

　やれやれと肩をすくめる私。すると、涼葉は何やら机に置いた私のＰＳ ｖｉｔａをまじまじと見つめていて、

「ねぇ、ナンナはいわゆるゲーマーってやつなのよね？」

「まぁ、そうですけど……」

「だったらその……何か田島君とやって盛り上がれるようなゲームがあるなら是非貸してもらえるかしら。ほら、田島君ってゲームが好きじゃない、話題にもなるし……出来れば二人で一緒にやれて距離感の縮まりそうなのがあれば、その、嬉しいわ……」

　恥ずかしそうに赤らめた顔を俯け、指先をモジモジとくっつけながら躊躇いがちに口を動かす涼葉。そういうのをもっと愛斗の前で見せてあげてくださいよ。まったく。

「愛斗と二人で一緒にするゲームですか。うーんそうですね──」

　腕を組みながら唸り声を上げていると、ふと心当たりが一つ脳裏に浮かぶ。そういえば、昔ちょっとした趣味が高じて自作したアレ……アレなら条件を満たしそうですね。

　店の棚を漁ってソフトを探し出すと、私はそれを涼葉に手渡す。

「はい、どうぞ。二人でならきっと盛り上がるはずです。まぁ二人でならですけど」

「二人でなら？　あぁ、これ見たところパーティーゲームっぽいものね。なるほど、確かに一人でプレイしたら物足りなさがありそうね」

　パッケージを裏表とひっくり返しながら納得したように頷く涼葉。

　……まぁ、そういうことにしておきますか。

　どうせ愛斗以外はジャガイモかカボチャだとしか思ってないこの人が、他に誰かを誘うことはないでしょうしね。
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　激動の四日間が過ぎ去ろうとしていた。

　週をまたいで始まった期末試験の最終日の放課後。ちらりと教室を見回してみれば、解放感から生き生きした顔でカラオケに行こうと話し合ってる人たち、互いに答えを確認しあって一喜一憂してる人たち、はたまた夏休みの補習を覚悟してうな垂れた背中から哀愁を漂わしている人たちなど、様々だった。

　そして俺の隣では、砂が頭からプスプスと煙でも出てきそうな疲労感満載の顔で、ぐったりと上半身を机に預けている。どうでもいいが、あの巨大な胸がむにゅんと圧迫されて凄まじいことになっちゃってるのは……逆に苦しかったりしないもんなのかな。

「お、終わった……これでやっと、解放される……」

「お疲れ、砂城」

「ん、オタ島、今までほんとさんきゅ。とりあえず赤点は何とか避けられた気がする」

「どういたしまして。でも、赤点は何とか──ってレベルじゃ困るんだよな。大学進学を約束したオタ島先生としては。何か一つくらいは、めっちゃ手えあった教科があったりしてくれると嬉しいんだけど」

　ちょっと意地悪目にそう言うと、砂城は「うっ」と声を上げて目を背けた。

「そ、そういうの今はナシ。もう、終わった直後くらいは勉強の話しなくたっていいじゃんか。オタ島マジキモい」

　ああ、あの調子だと先生職の解任までは、まだまだ先が遠そうだな。とりあえず未来の俺、もっともっと頑張ろう。

「でも……そっかあ……これで終わったんだよね……」

「残念だけど砂城、これで次のテストまでは俺との勉強会が無くなる──とは思うなよ？　流石に昼休み毎日とまでは言わないが、定期的に開催するし、課題もこなしてもらう。そこんとこは、今から頭の中に入れといてくれよ」

「へ？　なんで？　テスト、終わったじゃん」

　意味がわからないと砂城は首を傾げる。

「次があるだろ次が。それに今回ので、砂城はちゃんと復習させないと前回の内容をまるっと忘れちゃうってのが、よーくわかったからな」

「そ、それって、これからもずっとアタシに勉強教えてくれるってこと……？」

　面食らったように固まる砂城。まあ、やっと解放されたと思った途端にこんなこと言われたら嫌だよな。悪い気はするけど、でもここでちゃんと言っておかないと、砂城のためにならないからな。

「ああそうだ。テストのたびにこれの繰り返しじゃ、大学なんてのは夢のまた夢だからな。今後も予定を組んでみっちりやってくから。ま、覚悟しといてくれ」

　と、砂の顔は何か上機嫌なものへと変わっていき、

「そっか、まだ、終わりじゃないんだ。へへ」

「え、何で笑ってんだ……？　んー勉強漬けから解放された直後にこの話をしたのは、さすがに不かったのかなぁ……」

「はー。アンタが何考えてるか知らないけどさ、それ絶対違うから。ま、何でアタシが気分よさそうにしてるかっていうと……うん、オタ島がマジキモいからってことで」

「いやマジ意味わからないんだけど」

　俺が苦い顔をしていると、砂城がより一層明るい笑みを見せた。するとそこへ、

「──あら、何だか楽しそうにしてるわね？　これは来ない方がよかったかしら」（はいはい、砂城さんとの時間はこれで終わりよ。終了！　ここからは生徒会の時間、つまり夫婦水入らずの時間なんだから。さぁ早く行きましょう、待ちに待った久しぶりの我が家へ）

　同時に聞こえてくる、冷たい声と急かすような本音。

　振り向くと氷が鞄を持って立っていた。我が家って、もしかして生徒会室のことか……？

「どうしたんだ氷室？　いつもなら先に生徒会室へ行って仕事を始めてるだろ。珍しいっていうか──あ、それとも別の用事か何かか？」

「いえ、そういうわけではないの。ただ友達というのは、部活や委員会などには一緒に向かうものだと聞いたから──ということで、その、これからは一緒に行こうと思って」

　氷室は表情こそ冷静だったものの、話の途中で恥ずかしそうに俺から視線を外した。

　でも、

（ええそうよ。私の方が砂城さんよりもずーっと友達っぽく振るまえるんだから）

　何だか氷室のやつ、やたら「友達」って言葉に固執してるみたいなんだよな……恐らく砂城と一緒にアイスを食べに行ったときあたりから。

「ふーん。ま、この学校ってそういうのすぐ噂になるから、いちおーアンタの好きな人におかしな誤解をされないように気を付けといた方がいいんじゃない？　どうでもいい話だけど」

　頬をつきながら、さっきまでとは打って変わって感じ悪げにそう言う砂城。が、その売り言葉を受け取ったはずの氷室は、「何言ってんだコイツ」とばかりに首を傾げていた。

　おかしな誤解とか受ける筈ないもんな。相手は本人だし。それにむしろ俺との噂を流されたがってる氷室からすれば本望だろうよ。

　氷室が現れてから不機嫌そうにしていた砂城に別れを告げると、俺達は我が家──じゃなく、生徒会室に向かった。

　これからまた、俺と氷室の二人きりで、忙しい生徒会業務の再開──だったんだけど。

「ん？」

　生徒会室の入り口に立った俺は、ふと違和感を覚えて扉に伸ばした手を止めた。

　妙だぞ……隣に氷がいるのにもう生徒会室に明かりがついてるし──中に人がいる気配がする。でも今日は誰も来る予定はなかったはずだし、仮にそれをまったく忘れていたとしても、こんな放課後すぐにってことは先ずありえない。

　怪な顔で考え込んでいると、どうやらそれに気付いてはいない様子の氷室は不思議そうに声を上げた。

「どうしたの田君？　生徒会の表札なんかをそんな険しい顔で見つめちゃって」

「え？」

　氷室にそう指摘され初めて気がつく。どうにも考え込んでたせいか自然と視線が扉の上に──つまり生徒会室と書かれた表札へと移動していたようだ。

「あら、もしかして、いずれこの表札を田島家に変えるのが俺の野望──だなんてこと考えてたんじゃないでしょうね。はぁ、夢を見るのは夢の中だけにしときなさい、この無謀島君」（うんうん。わかる、わかるわよその気持ち。私も最近、それについて考えてたところだもの。両いなんだし、いずれ付き合うのも確定なんだから、いっそのこと表札を田島にしていいんじゃないかって。悩んでたけど、田島君も同じ気持ちなら生徒会長が許可するわ。やっちゃいましょう）

　いやいや全然違うから。何だよ、「やっちゃいましょう」ってすげー覚悟決めた声になってたけど、ダメだからな。ってかそんなこと考えてたのかよ。以前俺、氷室から公私混同はするなと注意されてるよね!?

　もう……なんか考えるのがアホらしくなってきた。いいや、別に中に誰がいようがそれが脱獄中の凶悪犯だとか、ゾンビだとかそんな非現実的な展開はありえないわけだ。どうせ普通に生徒会絡みの何かが発生して終わりだ。気楽に開けるとしよう。……まぁ、神様が──ナンナがいるってパターンはあるかもしれないけど。

　そう決意した俺は、生徒会の扉を開けた。

　すると、扉が開くとほぼ同時に、明るい声が俺達二人へと降りかかる。

「あ、氷室さんに田島君！　待ってたよ」

「相……だよな？」

　ぱあっと晴れたその表情を目にした瞬間、俺はほぼ反射的に見知った顔だったその少女の名を口にしていた。

　生徒会中央の応接机によりかかり、俺達が現れるのを待っていたらしいアイドル顔負けの容姿を持つ少女──相沢波の名を。

「ん？　あ、もしかしてわたしと同じ顔の人がこの学校にいたりするのかな？　うん、間違いなく相沢波瑠の方だよ」

「そ、そうじゃなくてだな。今の問いは相かどうかを確かめるんじゃなく、何相沢がここにいるのかを聞いた問いであって」

「あはは、もちろん冗談だよ。ナイスリアクションだねっ、田君」

　相沢はくりんとした目をぱちくりと瞬かせ、親指をグッと立てる。

　それにどう反応すればいいのか困っていると、氷が一歩前に出て言葉を放った。

「それで、相沢さんはどうして生徒会室に？」

「どうして──って、わたしも生徒会のメンバーだからに決まってるでしょ。それに、この前、約束しちゃったしね」

「約束？」

　相沢はきょとんとした氷室に「そう、約束」と小さく返すと視線を俺へと移し替えて、

「図書室で約束したもんね田島君。テストが終わったら生徒会を手伝いに行くって」

　え!?　あれって、単なる社交辞令じゃなかったの？

　ちらりと横に目をやれば、氷室は目を少しだけ見開き、俺と同じように唖としている。

　そんな二人を余に、やる気満々な相沢はぐっと両を握りしめたのだった。

「ってことで──生徒会書記の相沢波。今日から生徒会活動、頑張っちゃいます。よろしくね、二人とも！」






二章　氷室さんと、揃ってしまった生徒会メンバー









　元々俺達が生徒会を二人で回していたのは、氷室なりに適材適所──つまり自分自身に不足してる部分を補うことを視野に入れた上で起きた仕方のない事象。そうなのだと、つい最近までの俺は思い込んでいたというか、現に氷室自身からもそう聞かされていた。

「理解してくれていると思うけど、私はあまり人付き合いというものが好きじゃないの。でも生徒の長を務める以上、体育祭や文化祭などの大型イベントを成功させるには、生徒の声を聞くことが必要不可欠。そこでコミュニケーション能力や求心力に長けた二人の助けが必要になってくるというわけね。要するに適材適所というやつかしら」

　この二人というのが、常時不在の残りの役員だった書記の相沢波瑠、そして会計の柴だ。氷室いわくイベント専用要員らしい。

「部活で忙しい二人に、無理を言って〝お願いした〟んだもの。その条件として出した、『平常時は生徒会ではなく部活動を優先してもらってかまわない』の約束はしっかり守っていかないと。いいかしら田島君、私の計算では、私達だけで充分生徒会を回していけるはずなのだから、そこのところ、私の期待を裏切らないでほしいわ」

　これが、心の声が聞こえる以前に、氷室から聞かされていた説明だった。

　だが……氷の本音が聞こえてくるようになった俺は、どうやらあの二人の採用理由は全く違うのではと考えるようになっていた。

　氷室は単に、俺と二人きりで生徒会活動をするための建前を作りたかっただけなのではと。残りの人選を相と柴に拘るのではなく、むしろ前提は俺ありきだったわけであり、とりあえず忙しくて普段生徒会に来られない人なら誰でもよかったのではないかと。

　そして、たまたま同じクラスの中心人物で、理由付けしやすかった二人に白羽の矢を立てることにしたんじゃないかって──

　ただそこに女子であり、男子達の人気者だった相沢を抜したのは、俺の自惚れでなければ氷室にとってはきっと苦渋の決断だったはず。清掃ボランティアの時に美化委員長の佐と打ち合わせしていたら、氷室の心の声がそりゃもうあれな感じだったのだ。独占欲の強い氷室の本心としては、なるべく俺に他の女子が近づく機会を与えようとはしないはず。

　なのに何男子だけで生徒会を固めようとはせず、しかもよりによって相沢でなくてはならなかったのか。恐らくそれは、生徒会を成功させるための、泣く泣くつけた折り合いだったんだと思う。

　最近忘れそうになってるけど、恋愛（俺）が絡まなければ氷室涼は本当に優秀だ。氷室生徒会を成立させようと客観的に考えた場合、どうしても自分には足りないコミュ力を持つ人材、それもマドンナ的な存在で、男子は間違いなく言うことを聞いてくれそうな相沢波の力が必要という結論に辿り着いたのだろう。うん、女子からのお願いってどうしても断りにくい感じが拭いきれないからな。それが相沢ならなおさら──




「田君……約束というのは何かしら？　貴方まさか、バドミントン部で忙しい相沢さんに無理を言って生徒会を手伝うよう強いたんじゃ……？」

　氷室が双をきつくして淡々とそう言った。怒っている。

（どういうことなの田島君。それじゃ二人きりじゃなくなっちゃうじゃない！　私は田島家にホームステイを許可した覚えはないのだけれど）

　……内心では、言ってることとは異なる理由で怒っている。むちゃくちゃな本音を漏らしている。

　やはり、俺の認識は自意識過剰ではなかったようだ。……たぶん喜んでいい部分。

「あ、誤解しないで氷室さん。田島君に小言を言われたとかそんな感じじゃ全然なくて──わたしから先に言い出したことっていうか、これはわたしの意思だから」

「そう、なの？」

「うん。わたし、氷室さんから書記を引き受けといて、今まで書記の仕事は何一つやってこなかったでしょ？　前から悪いなって思ってて」

　相が申し訳なさそうに目を伏せると、氷は優しい顔でかぶりを振った。

「いいえ、相沢さんが気にする必要はまったくないわ。私は生徒会に貴女を誘う時に言ったでしょ、大きなイベントのある時にだけ力を貸してもらえれば充分だと。現に、この前の清掃ボランティアの時は大いに力を貸してくれたじゃない。改めてお礼を言わせてちょうだい。ありがとう相沢さん」

「うふふ、なんか照れちゃうね。氷室さんにそんな面と向かってお礼を言われちゃうと」

　くすぐったそうに笑って相沢はそう言った。

　一見、思いやりのこもった感動的なシーンなんだけど、氷室のやつ「だからとっとと我が家から出て行け」とか平然と思ってそうだし怖いんだよな……。

　でも相沢、ほんと何で急に来られるようになったんだろ？

「なぁ相沢、部活の方には行かなくていいのか？　バドミントン部だって今日から再開してるんだろ？」

「丁度試験準備期間が始まる前日に、三年生の引退がかかった大きな大会が終わったばかりだから。結果は……まぁ、よくなかったからわたしがここにいられるんだけど……」

「話が見えないわ。何三年生が負けて引退すると相沢さんが生徒会に来られるようになるのかしら？」

　おいおい。優しい相沢がこれまで頑張ってきた先輩達のことを気遣ってわざと言葉を濁したんだろうから、そんなストレートに負けたとか言ってやんなよ。

「恥ずかしながらウチの部って、そんな強い──ってわけでもないでしょ？　だからこの三年生が引退してからのしばらくは、新入部員の育成にコートの使用を多く割り当てるのが通例だったりするんだ。この学園に入ってから始めたって子も結構いるから」

　なるほど。おおよその話が見えてきたぞ。

「つまり、教える側はどうしても人数的に手持ち無になりがちだから、せっかくならと、相沢は生徒会を手伝ってくれる気になってくれたと」

「うん、田君大正解。わたしって人に教える才能あんまりないっぽいから、あっちじゃあんまし役に立たないかなって。あ、もちろん、顧問の先生は了承済みだよっ」

　もじもじと恥ずかしげに指を合わせていた相沢は、最後にぱあっと天使のような笑みを見せた。ほんと、いい奴だな相沢。

「……バドミントン部の現在状況と、相沢さんの立ち位置については理解したわ。でもだからって『なら生徒会を手伝いに行こう』ってなるのがいまいち腑に落ちないのだけれど……」

　本気で首を傾げる氷室。

　これは……もしかするとあれか、人付き合いや他人との距離の取り方が下手な氷室は、相沢の厚意や善意に対する理解が追いついてないとかそういうことなのか？

「…………なるほど。つまりこの二択のどちらかってことね」

　すると氷は、隣にいる俺にかろうじて聞こえるような小さな声でそう呟きながら、顎に手を当て思案顔でそうかそうかと小さくうなずいていた。え、何のことだ？

「ま、理由はなんにしろ、手伝ってくれるというのなら嬉しいわ相さん。正直、人手不足感があったのは事実だし、頼りにさせてもらうとするわ。ありがとう」

「うん。どんどん頼りにして構わないからね二人とも。何でもお手伝いするから」

「ふふっ、本当に頼もしいわね相沢さん。この分じゃ普段頼りにならないどっかの誰かさんはすぐにお役御免になる可能性があるわね。ねぇ、田君？」

「うっ……精進するよ」

　俺は顔では苦い表情をしながら、胸中ではやれやれと肩をすくめる。

　何なら今の氷室の心の声が、

（き、気を付けて田島君。相沢さんの狙いはバドミントン部の夏期予算案を全て承認させること。もしくは貴方を手に入れること……ええ、どちらかと言えば後者の可能性が高いわ。まずは泳がせて目的を探るから、田島君も用心してちょうだいね！）

　と、これまた大変反応に困る被害妄想を語っていた。

　夏期予算案ってのは、強化合宿や対外試合の遠征等、各部から提出された夏休みの部内計画に盛り込まれた必要経費を検討し、生徒会として承認するかどうかを決める議案のことだ。これは生徒会における一学期最後の大仕事でもあった。学園から下りる夏休み用の特別予算をどう各部に振り分けるか、それが全て生徒会に一任されているのである。俺達生徒会は各部の成績や成果をちゃんと踏まえ、私情のない公平な目線での判断をしなければいけない。

　俺が目的、という件に関しては……えっと、お決まりの氷室病とでもいっておこう。

「……そうね、相沢さんには本来の役柄である書記業務をお願いしようかしら。田島君もそれでいいわよね？」（前々から田島君のことが密かに好きだった相沢さんは、最近の私と田島君の学園でのラブラブぶりに焦りを感じて、生徒会にやって来た──ええ、これなら辻があうわ。相沢さんを選ぶときに恐れていた要素が、まさかの現実になってしまったというわけね）

　……あれおっかしいなー。俺の方には、氷室と学園でラブラブした記憶が一つもないよ。

「ああ。俺には特に異論はない」

「では、田島君には相沢さんの教育係をお願いするわ。明日の打ち合わせに使う資料の作成をやってもらってちょうだい」（うう、やっぱり嫌だけど、手っ取り早く事を片付けるには、お目当ての田島君に触れさせるのが一番。肉を切らせて骨を断つ作戦の開始よ）

　こうなった氷室を言葉で説得するってのはきっと無理な話だ。とりあえず流れに任せてしまって、相沢は無害で、本当に単なる善意なのだとわかってもらうしかないだろう。

　正直、人手不足感はハンパなかったのだ。ここは素直に相の厚意にあずかりたいところ。後は相沢が不な思いをしないよう、俺がきちんとフォローしなければ。

　──って、あるじゃん！　一瞬で疑念はらす方法が。

「な、相沢ってさ？」

「ん、なにかな？」

「カレシ、いたりしないのか？」

「え……いないけど。でも、なんで？」

「い、いや、ちょっと気になっただけで──」

　きょとんと不思議そうな顔の相沢を前に、俺は頭を掻きながら、「あはは」と取り繕うように笑みを浮かべてはぐらかす。

　そっかー。いなかったかー。相沢モテるからカレシいるだろって思ったのに。うーん残念。カレシ持ちだってわかったら氷も安心して一件落着って寸法だったけど、まぁ人生そんなに上いこと進まないよね。

「……田君」

「ん？」

「もしかして貴方、生徒会を女の子との出会いの場か何かと勘違いしてないでしょうね。もしそうなら、今すぐにでも辞任してもらえるかしら？」（た、田島君。な、ななんでそんなこと相沢さんに聞く必要があるのよ!?　ないわよね、ぜーったいに必要ないわよね。ふん！）

　冷気を帯びた軽の視線と剣な焦り声が突き刺さる。いや、出会いの場ってのはもちろん考えてないけど、聞く意味はあるだろ。もしこの時点で相沢にカレシがいるってわかれば、それで氷室の懸念は晴れるじゃないか。だったら……あ、いや、この手の質問って普通、その気のあるやつが、相手に恋人がいないことを期待して尋ねるやつ、だな……あぁ、うっかりしてた……。

「そ、そんなこと思ってもないからな。な、なんていうか、単なる興味本位ってやつだ。だいたい俺はだな──」

　そう声を上げようとした瞬間、氷室が俺の言葉を遮るように、人差し指を突き出して、

「はいはい。どうせまた『お前一筋だ！』とか言うのでしょう。わかってるから何度もそんな恥ずかしい台詞を聞かせないでもらえる？」

　ふんわりと、氷室が悪戯っぽく笑った。そして心の声も、

（なーんちゃって！　ふふ、ちゃーんとわかってるわよ。私の大好きな人がどれだけ私のことを想ってくれてるかなんて。でも、だからこそ他の女の子に視線がいけばモヤッとしてしまうってことも理解して欲しいのよね。ええ、それがたとえ恋愛感情抜きだとしても）

「お、おう……」

　何だか色んな感情の波が押し寄せすぎて体が硬直してしまう。

「…………」

　そんな俺達の姿を、相はじーっと見つめていた。

「さ、それでは、生徒会を始めましょう」

　そう言うと、氷はスタスタと生徒会長席に移動し、ノートパソコンを立ち上げた。

「それじゃ相沢、とりあえずそこに座ってくれ」

「よし！　頑張っちゃうから、何でもこいだよっ。田君」

　俺は相沢を応接スペースに座らせると、棚にしまわれていた書記用のノートパソコン、それから自分の机の上に置いてあった紙束をとってきて、相沢の隣に腰を下ろした。

「とりあえず、書記の仕事についての説明からだな」

「うん。よろしくお願いしますだね」

　パソコン操作中の氷室がちらっと俺達の様子を窺った。

「相沢にはこの各部から来ている予算の申請書を参考に、部の名前と人数、それから申請されている経費の金額と用途だけを書いた一覧表の作成を頼みたいんだ。エクセルの操作とかは大丈夫だよな？」

「うん、基本的な操作なら情報の授業で習っているからばっちしだよ。任せて！　部の名前と人数、それに金額と用途だね」

　パソコンを渡すと、相沢はすらすらと俺の指示をこなしていった。

　しばらくの間、俺は不備がないか傍で見守る。

「ほえーうちの部って、こんなに練習試合の予定組んでたんだ。わ、合宿代たっか！　去年と全然違う場所だけど、うちみたいな弱小部がこんないい値段するとこ選んじゃっていいのかなぁ」

　どうやら自分の部活動の申請書に差し掛かったらしく、ちょっと興奮した様子で相沢が独り言を漏らした。その気持ち、なんとなくだけどわかるかも。

　ま、この様子だと氷室の疑念その一は完全にシロって感じじゃないかな？

　見た感じ大丈夫そうだし、俺も自分の作業を始めるとするかな……さっきから氷室のやつ、時々ちらっと見る感じじゃなく、じーっと俺達のこと見ちゃってるし……。

　ちらりと生徒会長席を見やると、氷室は涼しい顔で視線をパソコンにすっと落とす。

　やれやれと俺が腰を上げようとした瞬間、相沢がパソコンを操作しながら話しかけてきたのだった。

「そういえば──私が作ってるこれって、どんなことに使うの？」

「ん、これか？　これはだな──実際に予算をどう配分するか、明日生徒会で話し合って決めるんだけど、その作業を円滑に進めるための資料ってとこかな。まずは去年の生徒会で決定した予算案と見比べて、申請内容が去年とどう変化したかを比較するところからスタートって感じか」

「へー。それって、わたしも意見を出してもいいんだよね？」

「もちろん。相だって生徒会の役員だしな」

「へへ。じゃあ友達のいる吹奏楽部と美術部は全部通して上げよーっと」

「先に言っとくけど、私情をはさんだ意見は全部却下させてもらうからな」

「あちゃー厳しいね田君。もちろん、冗談だよ」

　ちろりと舌を出した相沢が楽しげに首を傾げる。

「…………」

　一方、一人蚊の外の氷は、そりゃもう心底つまらなそうだった。

　よし。今度こそ、相沢から離れて自分の業務に戻ろう。そう決意し、立ち上がろうとした──のだが、

「あ、そういえばさ──さっき田島君にカレシがどうとか聞かれて思い出したんだけど」

　またも相沢に喋りかけられてしまった。今度は雑談っぽいけど。

「一年の時にさ、男子の中でカノジョにしたいランキングみたいなのやってたでしょ？」

　げげ、何だかとんでもなさそうな話題がきたぞ!?

「え、嘘だろ……相沢……あれの存在、知ってたのか？」

「あれ、あのクラスの女子は基本知ってるよ。わたし、一位だったね。一応、これはありがとう、でいいのかな？　みんなの期待には応えられないけど……」

　相沢は、反応に困っちゃうねと、はにかんで苦笑する。

「でね、田島君は誰に入れたのか、わたしちょっと気になるなーって。あれって、ちゃんと男子全員分の票が入ってたよね確か。知りたいな？　なんて」

「そ、それは……」

　言葉に詰まって顔が引きつる。

　ちらーっと目を横に向ければ……氷室の耳が興味津々にピクピクと動いている。

　これはもう観念するしかなかった。

「ひ、氷室だよ……」

「わ、やっぱりそうなんだ」

　これさ、もう完全にやってること告白だよね、近くに氷室いるし。てっきりもう耐性がついたと思ってたんだけど……自分から言うのと言わされるのとでは全然違うのな。すっげぇ恥ずかしい。

　顔に熱を覚えて俯く。すると、先ほどまでとは打って変わって、すっかりご機嫌な氷室は、まるで水を得た魚のようにいきいきと言葉を放ってきた。

「ふふ、残念だけど、私は貴方のお友達。それ以上ではないわ」（安心して、私もちゃんと田島君に票を入れたから。いえい。ビバ、両い！）

　は？　俺に投票した？　え、どういうこと？　は、もしかして、あれって逆パターン──カレシにしたいランキングなんかも存在したのか!?　初耳なんだけど。

　ってか氷ってそういうのちゃんと参加するんだな。

「んーでもそれだとわたし、ちょっと困っちゃうんだよね……」

「あら、何かしら？」

「だって普通は友達の恋って応援するものでしょ。でもこの場合、二人ともと友達でいられたらいいなと思ってるわたしとしては、どっちを応援すればいいのかな？」

「残念だけれど、私は現在は友達の募集はしていないの。だから、そこの男の応援だけすればいいと思うわ」

　涼しい顔で氷室はさらっとそう言い切った。相の友達申請断るなんてのは、この学園じゃきっと氷室だけだろうな。

　しかし断られた相沢はというと、さほど気にした様子もなく、のほほんとしたままで、

「あやー残念。でも田君は、私と友達になってくれるよね？」

「ああ、もちろん。だから、相沢は女子達の方でやってた投票、誰に入れたのか教えて欲しいなーなんて」

　クラスのアイドルが誰に入れたのか単純な好奇心が半分。もう半分はさっきのお返しだ。

「ん、わたし？　……へぇ田島君知ってたんだ。女子も男子と似たようなことやってたの」

「ま、まぁな、噂程度だけど」

　実際はさっき氷室の心の声で聞いたばかりなんだけどね。

「…………わかったよ。でも、誰かに教えたりするのはナシだからね」

　何か考え込むように一拍あけてから相沢はそう言った。

「当たり前だろ。そんなの、言われなくてもわかってるって」

「よし、交渉成立だねっ。それじゃあ──」

　と、相沢はゆっくりと薄桜色の唇を動かしたのだった。




「た、じ、ま、くん──だよっ」




「「……へ？」」

　氷室と俺が間の抜けた声を上げたのは、ほぼ同時だった。

「おいおい、今のはどうせ、冗談なんだろ？　やっぱ恥ずかしくて言えなくなった的な」

「んー何だか誤解してそうだから補足するけど、あれはクラスでカレシにするなら──って聞かれたから、一番頭良くてしっかりしてそうな田島君選んだだけで、別に好きな人ってことじゃないからね？　あ、友達としてはもちろん好きだけど。へへっ」

「な、なるほど」

　ああ、なんだそんなオチか。ホッとした、だいぶホッとしたよ。でも、

「ふふ、要するに他に誰もいないから適当に選んだってことよね。お情けの一票、よかったじゃない田君」（ほら、やっぱりこっちが正解だったじゃなぁいいいい!!　しかも好きだなんて……まずは、恋を応援する友人ポジションから手に入れて同じステージに上がろうって魂胆よね。ふ、いいでしょう。こうなったら受け入れてあげる。真の友達たる私に宣戦布告したこと、思いっきり後悔させてあげるわ）

　涼しい顔でからかっているように見えるも、口に当てた指を微かに震わせる氷。

　…………はぁ──

　何だかまた、ものすごくややこしいことになりそうな予感しかしないんだけど!?

　小さく息を吐いて肩をすくめる。

　そんな氷室と俺の様子を、相はにこにこ顔でじっと見ていたのだった。





　　◆






　期末テストを終えた後の一学期なんてのはもう、ただの消化試合みたいなものだ。

　週をまたいで月曜の放課後。今日が一学期最後の通常授業だった。明日は、勉強にスキルポイント全振りな俺にとっては忌まわしき日である球技大会、それが終わると残りの一週間ちょいは四限までの短縮授業へと移行する。だからもう、ほとんどの生徒が夏休み気分。浮ついた空気がクラス中に漂っていた。

　夏休み絡みといえば、件の夏休み特別予算について、休み時間に（たぶんあれが初会話だと思われる）女バスのクラスメイトから「予算の件お願いね」とか上目遣いの甘い声で頼まれたりしたが、まぁ聞かなかったことにした。前にいけ好かないと言っていた砂が、隣の席から嫌丸出しで睨んでいたのが印象的だったな。

　そして現在、教室で氷室を待つ俺は今後の生徒会について頭を悩ませていた。

　部活に暇が出来た書記の相沢が来るようになってからの二日間、氷室が業務に全然集中出来なくなっていたのである。そのせいで金曜にやる予定だった部活予算の打ち合わせは今日へと延期してしまっていた。

　理由は……うん、間違いなくあの相沢による爆弾発言が発端だろう。あれ以降、氷室は相沢の一挙一動が気がかりらしく、業務手つかずな状態に陥っている。警戒氷室の再来だった。相沢が俺にわからないことを聞きに来るたびに、氷室の手が止まってじっとこっちを見ているのだ。

　うーん、俺としては、相沢の「別に好きな人──ってわけではないから、誤解しないで」って言葉を素直に受け取って終わりでいいと思うんだけどな。現に相沢は俺の恋を応援してくれるとも言ってるんだから。

　それに──俺を意識してモヤモヤしてくれるのは嬉しいけど、相の前で氷への思いを明白にしてるんだから、そこのところはやっぱ、ちゃんと信頼して欲しいなぁ。

　そう苦笑していると、何やら隣から賑やかで楽しそうな声が聞こえてきて、

「ねーミヤはこの夏、どうするつもりなの？」

「んーとりあえずはバイトかな」

　砂とその友達が夏休みについて話していた。

　バイトか～。そういや俺も、バイトしたいと考えてたんだよな……ゲーム買うのにお金欲しいし、できれば、短期間で集中して稼げるようなのがあれば本望なんだけどな。……氷室と遊ぶ時間も欲しいから、なんて。

「いやいやそういうのじゃなくってさ。夏ってのはやっぱ恋の季節じゃん。海とか花火大会とか、出会いのイベント盛りだくさんじゃん」

「あはは……やっぱアキが言いたいのはそっちか」

「いい人見つけて、恋祭りで最高の一時を迎える。これが理想の夏の過ごし方。今度こそ絶対にいいオトコ捕まえてやるんだから！」

　外の暑さに負けないほどハイテンションなアキさん。以前、彼女のカレシ（別れたと聞いているから元カレかな？）が平気で嘘をついて浮気していたところを、砂城とともに発見してしまったという事件があったんだけど……願わくばもう変な男に引っかからないことをお祈りするばかりだ。

　それにしても……恋来祭りか。去年は無縁だったから忘れてたけど、夏の終わりにあるお祭りだったよな。

　ってそういえばあれって確か……。

　とあることに気付いた俺は、眉に思わず皺を寄せてしまう。

　恋来祭りとは、この近辺でいくつか行われる夏祭りの一つであり、その開催場所が──なんと、あの縁神社なのだ。

　そう、地元では恋愛成就で有名で、破天荒でゲーマーなあのナンナ様が祀られている──つまりはナンナのためのお祭りってことだ。何かそう考えると変な感じがするな。

　この恋来祭りには昔から、片いの人と祭りを過ごすと必ず結ばれるというジンクスなんかがあったりして、ここらではクリスマスやバレンタインと並んで人気の恋愛イベントだったりする。だから砂城達と同じく、この時期の学園はこの話題で持ちきりになるのだ。

「ま、今度こそアキがいいオトコと付き合えるよう、アタシも一肌脱いであげるとしますか。なんなら今から合コンのセッティングしてあげちゃう？」

「さっすがミヤ！　よし、今年の夏の目標は去年と違ってミヤとは恋来祭りに行かないこと！　って……ん？　これだとなんか、ミヤのことハブってるみたい？」

「あははは。アキいまのボケサイコーだわ。ま、アタシのことはいいから思いっきり夏を楽しみなよ。……それに今年はアタシだって……」

「あ、そーいえば──」

　と、ご機嫌だったアキさんが急に何かを思い出したような顔をしたかと思うと、何か俺の方へと向き直って、

「オタ君さ、今日氷さんから何も聞いてないの？」

「「へ？」」

　そう驚きの声を上げたのは、唐突に話しかけられた俺だけではなく、砂も同じだった。

「いやーたぶん今、オタ君は氷室さんを待ってるんだろうけど、たぶん来ないんじゃないかなって」

「ア、アキ、それってどういう──」

　何故だか当事者である俺よりも砂城が慌てている。

「さっき見ちゃったんだ。氷室さんと柴っちが仲良く教室から出て行くところ」

「……は？」







　──氷室が生徒会室に他の男を連れ込んだ。

　ただ事実を述べているだけなのに、こう表現したらいかがわしくなるのは何故だろうか。

「あら、やっと来たのね」（ごめんなさい田君。諸事情により今日は一緒に行けなくて……その、すぐ来てくれると思ったから特に連絡を入れなかったのは謝るわ。ごめんなさい。今後は気を付けるわね）

　生徒会室の扉を開けると同時に、会長席の氷室から声がかかる。

　応接スペースには相が、そして対面には──柴がいた。

　目つきが鋭いのは元からのはずだが、どことなく敵対心を放っているようにも感じる。黒めの茶色をした髪は短く切り揃えられていて、スポーツマンらしい清潔な格良さを漂わせている。テニス部で、一年で県大会のベスト８にいけるくらい上いんだよな。バレンタインの時、俺のクラスではダントツでチョコレート貰ってたのはよく覚えている。

「今日から柴君も時間がある時は顔を出してくれるようになったわ」（ふふん、これで私が相沢さん、田島君が柴君の面倒を見るようにすれば、これ以上いらない気遣いをせずに済むわ。ナイス作戦ね私）

　なるほど、そうきたのか。

　もう二人きりが無理そうなら、あえて人数を増やして相沢との接触回数を減らそうという……教育係に任命したのは氷室からなんだが……きっとそこは自分の発言だから曲げられなかったんだろうな。そういう氷室の意地っ張りな部分ってかわいいから卑だ。

　ただ、そこにテニス部のエースとして忙しい柴を巻き込むのは、いいのか。

「人が増えるのは嬉しいんだけど……柴、テニス部の方は大丈夫なのか？」

「は、まさか、田に心配されるとはな」

　鼻で笑って柴が、敵意のある目で見つめてきた。

「相が手伝いに来てるっていうのに、俺だけが何もしないっていうわけにもいかないからな。とりあえずは夏休みに入るまで限定ってことで手伝ってやろうと」

「……ちなみに、これは氷からお願いしたのか？　それとも、まさか柴の方から？」

「俺からって言ったら、田島になんか不都合でもあんのかよ」

　ほんの一瞬、柴が動揺した素振りを見せる。が、そのムッとした態度を見る限りこれは柴から言い出したことのようだ。

　氷室と俺のせいで迷惑がかかっていないのならそれでいい。俺が胸中でそうホッと息をついていると、柴が冷やかすように言った。

「そういや氷室から聞いたぜ、田島の副会長としての評価。散々つーか、そんなんでお前、よく氷室にコクる気になれたよな」

　そう言って柴が嘲する。

　すると、氷室は今までにないくらいの冷たい表情で、

「柴君。確かに私はありのままの事実を述べたけれど、その情報を使って田島君を貶めていいとは言ってないはずよね。そういうの私、嫌いだわ」

「わ、悪い……確かに今のは、ちょっと言いすぎた……」

　マンモスすらも凍りつきそうな氷室の冷凍視線に、柴は為す術もなく萎する。

「んーわたしはまだ、ここに顔を出すようになって三日目だけど、でも田島君の仕事ぶりは普通に凄いと思うけどな。私が一つの書類作成する間に、田島君は氷室さんに指示された事を次から次へとぱぱーって片付けていってたし。うんわたし、将来こんな先輩の下で仕事をしたいなってそう感じたよ」

　しんとなった空気を和らげるように、のほほんとした声で相沢がフォローしてくれる。柴は何だか「けっ」とでも言いたげな顔で俺を見てるんだけど……。

　っていうか、ストレートに褒められるのに慣れていないせいか、背中にむず痒さを覚えてしまう。

「ま、普通に凄いだけでは困るのだけれどね。私の右腕としては」（ふふ、田島君が褒められると自分のことのように嬉しくなるわね。いつも私の無な要求に応えてくれてありがとう。大好きよ田島君！）

　……と、最近よくもらう賞賛は、こんな感じに変化球ばっかりなもんだから。

　相沢にありがとうと返しながら、いつまでも入り口の前に立っているのもあれなので、俺は荷物を自分の机に置き、今日の生徒会活動に必要な書類を持って柴の隣に座った。

　柴からどことなく漂う不快のオーラ。元々そんなに仲良くなかったとはいえ、ここまであからさまにつっかかられるのはちょっと異様だよな。俺、知らない内に柴の癇に障るようなことでもしたのか？

　三人が応接スペースに集まると、最後に氷が向かいに座る相の隣に腰を下ろした。その手には数枚のプリント用紙が握られている。

「…………隣じゃない」

「ん、何か言った？　氷室さん」

「いえ、何でもないわ。それでは今日の生徒会を始めるわね。まず最初にこれをみんなに渡すわ」

　そう言って氷室は手に持っていたプリントを二枚ずつみんなに手渡した。

「これは……夏休みの予定表か」

「ええ、そうよ」

　氷室から渡されたのは、日付の中に予定が書き込まれた生徒会の夏休みの予定表だった。カレンダー形式のそれは七月、八月分と二枚ある。

「柴君と相沢さんは、夏休みは部活で忙しいと思うから話半分で聞いて貰って構わないわ」

　前置きを入れると、氷室は夏休みの生徒会について説明を始める。

「基本は午前中のみの活動よ。活動の内容は体育祭の前準備だとか、修学旅行の行き先決めとかが主になるわね」

　君学園は、毎年二年生が秋に行く修学旅行の行き先を、なんと生徒会で決めるのが通例となっていた。初めて聞いた時は、俺もびっくりしたものだ。

「修学旅行か。これはまた責任重大そうだな」

「ええ、私と田君のセンス次第では同級生全員から総ブーイングよ。心して取りかからないといけないわね」（某有名テーマパークにお寺巡り、沖縄なんかも海が綺でよさそうだけど、都内をプラプラ回るのもいいわよね。美術館とか水族館にいったり。ふふ、田島君はどんなデートをご希望なのかしら？）

　おいおい、それだと俺達のデート先に同級生全員が同伴する形になっちゃってるぞ。氷室は一体、何を修学しに行くつもりなんだ。

「それと、八月頭にある二重丸の日は、去年私達が行ったように、来年の一年生が夏に行く林間学校の下見ね。これは生徒会をやっているご褒美旅行みたいなものだから、相沢さんに柴君も予定が空きそうなら是非参加して頂」

「楽しみだねっ！」

「あ、ああ、そうだな！」

「なぁ氷室、こっちの星マークの方は何を示してるんだ？」

　俺はカレンダー内に幾つかちりばめられた星マークの一つを指さし尋ねる。

「一番最初の星は花火大会の巡視よ。いくら夏休みとはいえ、浮つきすぎは厳禁だもの。定期的に生徒会の目を光らせておくことで、生徒の気を引き締めさせないといけないわ」（デートよ、デート。花火デート！　この日は少し早めに行って一等地を確保するから、遅刻は厳禁だからね）

　なぁ、名目は巡視なのに、絶景スポットに陣取って動かないってのはどうなの？

「こっちは？」

「それは商店街で行われる夏祭りの巡視よ」（田君、私迷ってるのよね。花火大会の時もそうなのだけれど、浴衣にすべきなのか学生服にするべきなのか！　やっぱり夏といったら浴衣なんでしょうけど、学生服のままデートできるのってあと二年、つまり高校生の内しかない特権なの。そう考えると学生服もアリでしょう。ね、田島君はどっちがいい？）

　そんなの巡視なら考えるまでもなく学生服だよね。デートなら……ううん、選べない！

「……これは？」

「ナイトＺＯＯと言って夜の動物園を楽しむイベントらしいわ。うちの生徒も多いだろうと思って巡視対象に入れてみたの。夏休みで浮ついた学生が、撮影禁止の動物をＳＮＳに投稿して問題になるってのはよくある話なのだし。学園の代表として目を光らせておかないと」（昨日駅前でチラシ貰って面白そうだから入れてみたの。ふふ、私、夜の動物園なんて初めてだから楽しみ！）

　動物園ってことは花火やお祭りと違って当然入園料が掛かるよな……え、まさか生徒会の経費で落とすつもりなのか!?

　どうやら一番浮ついているのは氷のようだ。再度予定表に目を落とすと、巡視という名のデートは、なんと週一のペースで予定されている。つか、花火大会ってこんなにあったんだな。

　今のところ氷室から聞かされている予定をわかりやすく言えば、午前中は二人で楽しくお喋り（氷室談）しつつ秋口に行く旅行先を決め、イベントのある夜は積極的に参加して楽しむ（氷室談）と。どう見てもただのリア充の夏だ。なのに生徒会の仕事という名目がつくだけで、途端にビシッとしたイメージが付くのだから不思議だ。加えて氷室が、これは学園の風紀を守るためであって、そこに他意など微もないとばかりに至って真面目な顔で説明しているのがまた……。

　と、そこで相が突然、口を開いて、

「ねぇ、氷室さん。これって基本夕方からの行動だよね？」

「ええ、そうよ」

「やっぱそうだよね。よかったぁ。それならわたしも参加出来そうだし」

「えっ……」

　氷室がピクリと微かに眉を動かす。

「別に無理しなくてもいいのよ。せっかくのイベントなのだし、友達と行く予定があるならもちろんそっちを優先してもらって──」

　そう告げる氷の表情は、動揺を隠すかのように固かった。

「ううん。大丈夫だから。それに、正直言うとこのみんなで行くのも楽しそうだから是非行ってみたいってのが本音かなっ」

　それは満天の星のように眩く純粋な笑顔だった。

「そう……わかったわ」

　それに対し、下心しかない氷室は何も言えなくなってしまう。

「当然、俺も参加だ。残念だったな田、氷室とのデートにはならなくて」

「はは、そうだな……」

　柴がそう言って楽しそうに俺の肩をポンと叩く。

「…………」

　それを聞いていた氷室は、まるで親の敵でも見るかのように、柴を睨みつけていた。あ、地雷踏んだな。

　澄ました氷室から怒りの視線が飛んできているということに、全く気付いていないケロッとした様子の柴は、そのままプリントを手に取って口を開いた。

「八月のここは星マークになってないけどいいのか？　この日は、恋祭りのはずだろ？」

「私事で申し訳ないけれど、その日は私に用事があるから無しにさせてもらったわ」

　ばつの悪そうに目を伏せる氷室。えっと、今までも全部私的な理由だった気がするんだけど……。

「恋来祭りの日に用事って──あ、もしかして氷室さん！」

　相が何かに気付いて口元を押さえた。

「ご想像にお任せするわ」

　珍しく恥ずかしそうな様子を表情に出して目を背ける氷室。

　そ、それって──

　期待しちゃってもいいってことだよな。生徒会を利用してデートの予定を立てていた氷室が、ここだけは、恋来祭りだけは余計な建前は抜きで俺と楽しみたいっていう。

　恋来祭りには、片思いの人と一緒に過ごせば結ばれるというジンクスがある。もちろんそれが両いとなれば言わずもがな。そんな恋愛イベントに、氷室は俺と生徒会抜きで一緒に行きたいと──

　やばい、ちょっとでも油断したら表情筋が瓦しそうだ。めちゃくちゃ嬉しい。

　でもこれって俺から誘うのは不いよな。たぶんまた前みたいにすれ違いの展開に……ああ、俺は氷室が自分の本心と向き合っていく姿を応援すると、傍で支えてやると決めたんだ。ここは氷室から誘ってくれるのを待とうじゃないか。

「ふ、残念だったな田島。ここも巡視が入ってたら、祭りのジンクス通りになったかもしれないのにな」

　……ん？　そっか。これって傍には、片いの人がその好きな人と恋祭りに行くぞっていうことを匂わしているって状況になるんだよな。柴からすれば、落ち込んでいるだろうと思ってこその挑発で、まさか俺がノーダメどころか舞い上がってるとは思ってもみないだろう。

「ガンバだよ田君。まだチャンスはきっとあるから」

「あ、ありがと。相」

「そうだ！　田島君、柴君、わたしはその日暇だからさ、よかったら三人で行かないかな？　恋来祭り」

　相沢の提案に氷も含めた三人の視線がいっせいに集中した。

「お祭りの中で過ごせばいいってだけなら、田島君にもお祭りの中のどこかにいる氷室さんとワンチャンあるかも。ね、行こうよお祭り」

「…………」

　笑顔の相沢を意味深に見つめる氷室。

「お、俺のほうは、そ、そのだな……べ、別に……」

　今までの強気が嘘のように、急に萎して言葉を詰まらせている柴。

　それを余に俺はキッパリと告げた。氷室を変に心配させるわけにはいかない……！

「いやせっかくだけど止めとくよ。実は俺、その日予定があるからさ」

「そうなんだ。残念」

　気にしないでと小さく笑う相沢。柴と二人で行くって選択肢はないんだな。

　まさかとは思うが俺と行きたかった──ってことはないよな……？　うん、自意識過剰すぎるよな。どうも俺の中で、カレシにしたいランキングでのくだりが余計な尾を引いているようだ。早いとこ断ち切ってしまわないと。

　邪念を振り払うように小さく顔を横に振る俺。

　すると、氷室は優雅に黒髪をかき分けて、

「あら、田島君にも一丁前に予定があるのね。意外だわ。ま、余計な邪魔が入らないのなら、嬉しいに越したことはないわ」（よよよ予定ってなによぉおおお!?　お祭りの日、もしかして最初から都合悪かったの？　イヤ、私田島君とお祭りいきたい。恋来でイチャイチャしたい！　いくのーおーまーつーりー！）

　くすりと冷笑する氷室から、スーパーのお菓子コーナーで仰けになってダダをこねる五歳児のような姿が目に浮かぶ。

　……あの、氷室から誘われる予定って意味で言ったつもりだったんだけど。

　どうやらまた、拗れてしまったようだ。……はぁ、やらかした。












　氷が以前のように建前で突っ張ったのは、きっと柴と相がいたからだろう。図書室からの帰りみたく、二人きりの時はそこまで酷くなかったから。なら、この誤解をとくには二人きりが前提条件。そう判断した俺はその場での弁解を諦めた。

　さて次は、延期していた夏の部活特別費用の振り分け検討作業だ。

　実際に学園から支給される費用を各部にどう振り分けるか、生徒会で話し合って決める……この作業をフルメンバーですることになるとは、予想だにしなかった光景だ。

「さて、例年通り各部からの申請費用の合計が、学園からの支給費用を大幅に上回っている状態なのだけれど……このままじゃ大赤字ね」

　氷室が悩ましげに顔を顰める。

「手元の資料を参考に、まずはみんなで意見を出し合うとしましょう」

　机の上には複数人で見ることができるように、俺と相沢で作った資料が二部置いてある。

　それを捲りながら、俺達は話し合いを進めていったのだった。

「はい」

「田君どうぞ」

「このサッカー部の申請予算だが、去年の半分でいいと思う」

「へぇ、その理由は？」

「あいつら、部員の八割がカノジョ持ちって噂なんだぞ。たまには痛い目みてもらわないと、不公平だろ」

「却下。去年から部員の人数も横ばいで、活動成績も順調なのだし、例年通りでいいでしょうね」

　ち、ダメだったか。うーん残念。

　俺は不本意ながらも要求通りのサインとして、金額欄に赤で丸を付ける。

「は、単なる僻みが理由なんて。同じ男としてため息しかでてこねぇな」

「ええ、女としても同意だわ。そんなんだからモテないのよ」

　仲よさげに頷き合う柴と氷。あはは……。

「それよりも私は女バスの減額は仕方ないと思っているわ」

「なんでだ？」

「あら、副会長の癖に部活動の素行を把握してないの？　職務怠慢島君ね。いい？　今の女バスはね、ろくに練習もせずに部室でずっとスマホを弄ったりしてることがざらっていうお遊び集団と成り果ててるの。それなのに何食わぬ顔で温水プール付きの合宿所を申請してくるとか、一度きついお灸を据えないといけないわ」（私知ってるのよ。バスケ部の子が『ね、お願い』だとか甘い声で上目遣いに田君を誑かそうとしていたこと。死刑よ死刑。ふふん、田島君は別に貴女達に恨まれても全然気にしないんだもんねー。べーっ）

　あれ、見られてたのか。ただ具体的な理由があるだけにこれは妥当な処置か。氷室のことだ、きっと実態調査も完なんだろうな。ブーイングした飛び込んできた女バス部員を返り討ちにするくらいは造作もない準備はしてありそう。

　ご愁傷様だと胸中で苦笑いしながら、俺は希望額の横に、半額の金額を赤字で記す。

「そういやテニス部はどうなってんだ？　俺こういう面倒そうなのは基本他のヤツに任せちまうんだよな」

「柴君、質問するのは資料にちゃんと目を通してからにしてもらえるかしら。そんなこと、見て貰えばすぐに把握出来るわよね」

「お、おう。悪い……」

　強気がウリの柴も、流石に氷室の前ではたじたじだ。

「テニス部はね。今年はなんとうちの部と合同で合宿をやるつもりみたい」

「えっ!?」

　相の言葉に、柴が今日一番の驚きと食いつきをみせる。

　みたい──って、何でそんな他みたいに言ったんだろ？

「何でテニスとバドミントンが合同でやるんだ。あれか、似たようなスポーツ同士互いに学ぶ部分がある的な？」

「いや、たぶんそれはウチとバドミントン部んとこの部長が付き合ってるからだろうな。そういや前にそんなこと、言ってた気がする」

「はぁ……ようするに職権乱用というわけね」

「…………」

「あら、何かしら田君？」

「いや、何でもない」

　よくため息つけるよな氷。

「でもこれ、いくら合同とはいえ結構な金額だぞ。場所が海の近くっていうのがまたー、こいつら、一夏の思い出作りに行く気満々だろ」

「だよね。わたしもこれはやりすぎだと思う。海はないよね海は」

　意外だな、身内の相が反対するなんて。遠慮してるってことか？

「なぁ田島、いいだろこれくらい。テニス部は俺の活躍で今年は団体で県大会準優勝まで行ってるんだぜ。ちょっとくらい大目に見てくれても」

　半ば圧をかけるように強引に迫ってくる柴。

「そうね。まだ全てを話し終えたわけではないから確定まではいかないけれど、テニス部が優秀な成績を出してくれたのは事実だし、バドミントンも多くの新入部員の獲得に成功している。だから前向きに検討する方向でいいかもしれないわね」

　これまた意外にも氷室が肯定を──いやこの人は元から職権乱用者筆頭だったか。

「お、話がわかるな氷室。選挙の時あんたに投票した甲があったぜ」

「ふふ、どういたしまして」

　拳を握り「おし」と喜ぶ柴。その後、正面に座る相沢へと「やったな」と言うようにグッと親指を立てた。

　当然ノリのいい相沢は同じ仕草を返すのだと思ったのだが──

　相沢は、ふいっと気まずそうに顔をそらしてしまった。口を半開きにした柴が理解不能の様相で固まっている。

　…………これはまた、嫌なものを見てしまった。

　手元の資料に目を通している氷室は気付いていない様子。

　要するに、これが俺に柴がちょいちょい突っかかってきていた理由だったらしい。たぶん生徒会に柴が来たのも同じ理由だ。脳内で歯車がガチッとはまり、答えが出る。




　そう、柴健は、恐らく──相沢波のことが好きなのだ！




　だからこそ相沢と仲よさげな俺を敵視したり、合宿を押し通して相沢と学園外で近づけるチャンスを手に入れつつ、頼れる格いいところを見せようとしたのだろう。

　ま、アテが外れて抜け殻のような顔になっちゃってるけど。

　俺と氷涼は（本当は）両いの友達……まぁ傍からすれば完全な一方通行だけど。

　その一方で柴は相波が好き（去年クラスで見た感じ仲は悪くない？）、と。

　でだ、相沢波瑠は、相沢波瑠は……どうなるんだ？

　相沢の真意がわからない。「カレシにするなら田君」なんて言い出したかと思うと、俺の恋を応援するとも宣言している。しかも氷室のいる前で。

　単なる厚意ではなく、好意？　いやいやそんなわけ──

　仮に相沢がそうだとしても、今更俺自身の氷室に対する想いが揺らぐことはない。

　考えすぎて、頭が痛くなってきた。

　それに柴も本気そうだから、ややこしくなっていくのは目に見えていた。

　何なんだろうな、こう少女漫画みたいな関係図が書けそうな生徒会は。まぁ俺もこんなことぼやける立場じゃないんだろうけど。




　その後も話し合いは続いたが……まぁ、大変だった。相沢の意見に俺が助言すると、柴が張り合って具体案のない意見で突っかかり、俺が相沢を助けるところが面白くないと氷室も参戦して俺に毒舌嫉を見舞ってくる……相沢・俺vs氷室・柴という構図。今後、多数決は絶対に偶数でやらないと心に刻み込んだ日となった。……まぁ流石に柴も、氷室の俺に対する容赦ない罵を聞いて、最後らへんは憐の眼しを向けてくれていたけれど。

　最終的には氷室と俺で上いこと帳尻を合わせる形で対応し、どうにか予算決めは今日一日で無事に終わった。

　流石にそこは腐っても生徒会長。データに基づいた冷静な判断により、生徒の大半は納得する内容になったことだろう。自業自得だが、女バスからの批判は強そうだな……。

　ちなみにテニス部とバドミントン部の合同合宿は認めるって方向で、学園側に提出することが決定した。

　後はもう帰るだけだ。氷室はパソコンの電源を落とし、俺も使った資料を片付けて身支度する。柴はスマホを弄っていた。

「ううーん。なんとか終わったね」

　すると、相沢が解放感に身を任せて背伸びする。上がった声には妙な色っぽさがあり、柴がその様子に釘けになっているのが面白い。

「あ、そうだ！」

　と、次の瞬間、閃いたとばかりに叫んだ相沢は、満面の笑みでこう言ったのだった。




「せっかくだしさ、一度生徒会で親睦会やろうよ。一学期の打ち上げ的なのを！」






三章　氷さんと波な終生









「なぁ砂？」

「んー」

　体操服姿の俺は、まるで浜辺に打ち上げられた鯨みたく、気げに上半身を机に預けたまま砂城に呼びかける。

　翌日の球技大会、昼休み。バドミントンのダブルスで出場していた俺は、そりゃもう圧倒的に俺ＹＯＥＥＥＥで、精神肉体ともにすっかりと満。

　一方の砂城は卓球の補欠に立候補して、最初から着替える素振りも見せず、制服姿のまま俺と似たような姿勢で気怠げにスマホを弄っていた。

「突然女子から自分の恋を応援するって言われた場合、どう解釈するのが正しいんだ？」

　が、俺のその一言で、突如砂城は体を起こし、何とも言えない表情で、

「へ？　そ、それって応援しないって言った、アタシに対するあてつけ的なヤツ？」

　あ、言葉足らずだった。訂正しないと。

「悪い。これは別に砂城のことを言ってるんじゃなくてだな、えっと──正しくは突然あんまり接点がなかったはずの女子から応援された場合、だな」

　たしかに砂城は俺の氷室への恋を応援してくれていた時期がある。何もう違うのかと言うと、建前しか話さない氷室の悪態……自分に好意を向けてくれた相手（つまり俺だ）に対する不誠実さに腹を立てたからだ。今は「絶対に氷室さんとの恋は応援しない」とキッパリ宣言されている。

「な、なーんだアタシじゃないんだ。……でもなんでまた急にそんなこと……さ、されたの？　応援」

「実はだなぁ──」

　最近の生徒会室での出来事について、俺は砂城に話すことにした。

　どう足いても俺に相の真意をくみ取るのは困難、だからこそ同性でしかもこういった問題に長けてそうな砂城に是非助力を願いたかった。……もちろん柴のプライバシーはちゃんと守っていて、そこまでは伝えてない。

「へ、へぇ……そっかぁーあんた相沢とそんな感じになってたんだ──」

「ちなみにさ、砂城からは相沢ってどんな感じに見えるんだ？」

「んー二年連続で別のクラスで、おまけに文武両道の優等生タイプってなるとあんまし絡みなくなるからさー。ま、強いて言うと不気味かな」

「不気味、か？」

「そ。あの子っていつもニコニコしていて周りに気配り出来るいい子って感じがするけど、イマイチ本人が見えてこないんだよね。なんだろ、こりゃアタシの勘で、上くは言い表せないけど、単なるお人しな八方美人ってわけじゃないってことは確か」

「な、なるほど……」

「ま、裏で何考えているかわかんない感はあるよね。その点はまだ氷さんの方がマシかも。思ってることズバッと口にしてくるから。ま、その点ってだけだけど」

　それ、〝思ってないことズバッと口にしてくる〟の誤りだよ。

「オタ島、これだけは覚えておいて。『女の子は本音と建前を巧みに使いわける生き物』だってことをね」

　突如神妙な顔つきになった砂に気されるがまま俺は頷いた。

「あ、ああ。頭に入れておくよ」

　本音と建前を巧みに使いわける──か。つまり相のあの意味深な発言の数々の中には、その裏に隠された本音、もしくは嘘が混じってるってことだよな。思い返せば相沢が俺に投票したっていう確証もないんだし。

　にしても……どうやら何事にも例外ってのは存在するようだ。だって俺の好きな女の子は「本音と建前を全く使い分けられない生き物」なのだから。

　やっぱもう少し様子を見るしかないのかな。だけど明日は、相沢発案の親睦会をかねての一学期お疲れ様会。絶対に何かしらの一波乱があるよな……。

　顎に手をあて考え込んでいると……

「あ、あのさオタ島……」

　砂城がご自慢の金髪を撫でながら、遠慮がちに声をかけてきた。

「ア、アタシからも質問いいかな？」

「ん、勉強関係か？」

「やっぱオタ島って、清っていうか、髪色はおとなしめの女の子がタイプだったりするの？」

「…………は？」

「だって氷室さんがそうだし、相沢だってそんな感じじゃん。そこんとこどうなのかなって……？」

　問い詰めるように、砂城はじっと俺に目線を合わせた。

　いや誰も相沢がタイプだとか言ってないはずなんだけど……。

「よくはわからないが、髪の色に対してってなら特にこだわりはないかな。強いて言うなら、ありがちだけど好きになった人に一番似合う髪の色、かな。氷室はもちろん黒だけど」

「な、ならアタシは？」

「は？　砂城は金でいいじゃん。黒髪の砂城とか……まぁ好奇心で見てみたい気はするけど」

「……そうだよね。これが一番アタシっぽいよね」

　砂は何か満足げに、にひひと笑った。

　よくわからんが、納得してくれたみたいだな。

　そうこうしてるうちに、もう昼休みが終わる。そろそろ体育館に戻るとするか。

　と、立ち上がった俺は、砂城に手を振り、一人教室を後にした。

　喉が渇いたし、自販機に寄ってくかな。





　　◆◆◆






　おかしいおかしいおかしいわ！　こんなの絶対に間違ってる！

　体育館に向かおうと校舎一階の廊下を歩く私は、それはもうひどくご立腹だった。

　隣には私と同じ体操服姿の柴君。ほんとは田君と一緒に行きたかったのに、隣の教室を覗いた時にはもう姿がなかった。実に残念。

　それから肩を落としてとぼとぼと歩いていると柴君から「なぁ氷、明日の親睦会のことだけど」と、気軽に声をかけられ、そのままの流れで会話しながら一緒に体育館を目指すことになったわけなのだけれど……。

　そこで私は、今朝方小耳に挟んだとある話を思いだし、苛ちを覚えることになる。

　昨日私が柴君と一緒に教室から生徒会室に向かったことが発端となって、学園には「氷室涼の好きな人、柴健なんじゃないか説」が蔓延しているという事実に……。

　更に今日、聞き耳を立てて得た情報を統合すると、さっき私が田島君のバドミントンを応援しに行った際、たまたま柴君が隣のスペースでバスケをしていたものだから、黄色い声援がやかましかったクラスの女子よろしく「他人に関心を持たないあの氷室さんが、柴君の試合を見に来ていた」と、説に拍車をかけることになったらしい。ほんと、ふざけないでほしい。

　今だって、廊下ですれ違う生徒達が並んで歩く私達を見て様々な反応を零していく。

「──やっぱ、美男美女なだけあってお似合いだよね──」

　なんで、なんでお似合いとか好き同士とか思われてるの!?　それもたった一回行動を共にしただけでよ？　それは田島君と一緒にいる時こそあるべき反応じゃない！　というか、そちらを頂よ。

「昨日の生徒会も息ピッタリだったって噂。意見した田島がたじたじになっていたとか」

　えっ、何その息ピッタリとか全く身に覚えのない話。というより何で生徒会での出来事を知ってるのよ。佐さん？　また佐伯さんなの!?　生徒会室の掃除用具ロッカーに隠れて見てたとかそういうオチ？

「はぁーやっぱ氷室さんも柴君狙いかぁ」

　周りからの嫉と恨みが籠もった小言。やっぱって何？　完全な冤なのに？

　私は気にしないからいいとして、問題は田君の方。この不愉快な噂が彼の耳に入るのもきっと時間の問題。誤解されないかどうかが非常に気がかりで仕方がなかった。

「お菓子と飲み物の調達は、俺と相に任せてくれ」

　得意げな顔でそんなことを言ってくる脳天気な柴君は、どうもこの噂と空気に気付いていない様子。その鈍感ぶりが私のイライラを加速させる。

「なぁ氷、もし田島に強引に迫られて困ってたりするようなら、気兼ねなく言ってくれよな。俺が代わりにビシッと言ってやるから」

　シュシュッと目の前でシャドーボクシングをやってみせる柴君。

　この男……私に喧でも売っているのかしら。

「そうね。もし私が本当に心の底から困り果てることがあるようなら、その時は是非お願いしてみようかしら」

　よし、我ながら完な否定ね。ふふっ、あるわけないもの。

「おう、任せろ！　ま、田島も田島だよな。そういうのはやることをちゃんとやってからやれっていうか、氷室が好きなら、まず生徒会の仕事をちゃんとこなして氷室に文句を言わせないようにするところからだろ」

「…………」

「なんならさ、俺が副会長、あいつと交代してやろうか？　田島に出来て俺に出来ないってことは、まずありえないだろうしな」

　なーんてな、と田島君を小馬鹿にするように、得意げに鼻を鳴らす柴君。

　その自信満々な顔を目にした瞬間、私の頭の中でカチンと何かが外れる音が鳴った。

「……本当にそう思っているのかしら？」

「へ……？　ま、まぁ」

「そう……ならハッキリと言わせてもらうわね。貴方には無理だわ」

「え……い、いや氷室、それはやってみないとわからな──」

　狼狽える柴君の言葉を遮り、私は双をつり上げて厳しい現実を訴える。

「いえ、昨日の生徒会での柴君を見ただけで充分に理解できたわ。柴君の意見はどれも具体性に欠けてるものばかりだったもの。あれじゃ正直、話し合いをするだけ時間の無駄よ」

　ええ、田島君みたく、疑問を投げかけるだけではなく、きちんとした自分なりの回答も提示してもらわないと。文句を言うだけなら誰にだって出来るわよ。

「それに、偏見だけで発言してる部分もみられたわね。ああいうのは困りものよ」

「へ、偏見……？　ど、どの話だよ？」

「アイドル研究部についての話し合いをもう忘れたというのかしら？　今年から新たに設立された部として、前例のない部をどうするかって話になった時、柴君は単なるオタクの集まりだからと即座に切り捨てたわよね」

「い、いやだって、あいつらの合宿って単なるアイドルフェスとやらの宿泊代だっただろ。そんなところに予算を回すくらいなら、暑い中汗を流して頑張っている運動部の連中に使ってやった方がマシだと俺は──」

　納得出来ていないといった不服そうな表情。どうもこの男、運動部は文化部より上の存在だと優劣をつけている部分があるようなのよね。頂けないわ。

「あら、汗を流して頑張っているのは文化部だって同じよ。それに田君も言ってたわよね。『どんなことでも何か一つの物事に熱意を注げるってのは凄いことだと思う。だからそういった生徒を応援してやることこそが、生徒会のあるべき姿勢なんじゃないか』と」

　あの時の田島君の誠実で真っ直ぐな表情を思い浮かべた私の胸に、きゅんと甘酸っぱい衝動が走る。か、顔、崩れちゃってないわよね？

「活動記録がしっかりしている以上、ちゃんと報いるのが生徒会の役割。柴君も生徒会の一員である以上、もっと広い視野を持って欲しいわね。それが田島君に出来ていて、柴君には出来ていない部分よ」

「……意外と田島のこと、信頼しているんだな」

　意外？　馬鹿なこと言うわね。夫を信頼しない妻がいるとでも思っているのかしら？

「残念なことに、アレよりマシな人材が私の知る限りでは見当たらないのが事実よ。はぁ……嘆かわしいわよね」

　ばーか。彼より素敵な人なんているわけないじゃない。うふふっ。

「そ、そうか……」

　しゅんとした顔でぼそりと呟いた柴君。ふ、どうやらようやく自分と田島君の差を痛感してくれたようね。というか、スポーツマンのくせして案外打たれ弱いわね。こういうところで、身も心もイケメンたる田島君と差が出るのよね。

　肩を落とし、足取りが重くなった柴君に構うことなく、私はスタスタと体育館を目指していく。ええ、最初から一緒に行く理由なんてなかったんですもの。それに、これ以上腹の立つ噂が蔓延するのも困りものだし。

　まったく、何でこんな男と私がお似合いだとか、理想だとか騒がれなければいけないのよ。ほんと、不本意。世の中間違ってるわ。

　はぁ……田島君と二人きりの生徒会が恋しい……。

　それもこれも全て相さんが生徒会室に現れてから始まったことよね。ええ、悪いけど私は単なる優しさとか負い目が理由で来たなんて微も思っていない。何か裏が、目的があって生徒会に顔を出すようになったはず。

　ま、その目的とやらは、やはり田島君でほぼ間違いないでしょうね。あの生徒会室での接し方といい、この現れたタイミングから考慮しても、私と田島君の仲が進展したことが気になって──という線が一番しっくりくるもの。

　同じ人が好きだからこそその気持ちは痛いほど理解出来る。だって私も、席が隣になってから急に仲良くなり始めた砂さんが、もう気掛かりで気掛かりでたまらなかったから。

　残念だけど、私に譲る気なんてない。相さんには早々に、田君を諦めてもらわなければならない。

　そう、恋とは戦いなの。ごめんなさいね相沢さん。貴女の提案した親睦会を利用する形で、貴女自身から断念してしまうよう私から仕向けさせてもらうわ。




　ええ、真っ向から田島君と私のいちゃいちゃぶりを、両いだからこそのあるべき光景を胸焼けするくらいお見せすることによって……デュへへへ。




　おっとっと、校舎を歩くときは、走るのと同じくらい妄想も厳禁よね。自重しないと。

　しかし、私のプランは完ね。あの秘密兵器、ナンナから借りたあのゲームがあれば、私と田島君はごくごく自然な流れでいちゃいちゃできるのだから。よしっ！

　約束された勝利を脳裏に過ぎらせた私は、ついつい握り拳をつくってしまう。

　と、そんな晴れ渡った心境が一瞬のうちに曇り空へと変わり果てたのは、校舎と体育館を繋ぐ通路にさしかかった直後のことだった。

「え……？」

　とある光景が目に留まった私は、思わず口を半開きにした状態で足が止まる。

　通路の窓から見える中庭に設置されたベンチの一つ。

　すぐそばに自販機があるそこには、仲よさそうにジュースを飲んで談笑している──




　た、田島君と……あ、相沢さんがぁあああああ!?





　　◆






　自販機に着いた俺は、イチゴオレの紙パックを購入し終えると、その場のベンチに座り飲み始めた。凝縮された甘ったるさが、疲れた身体へと染み渡るこの感覚。ああ、まさに生を実感する瞬間だ。やはりこの暑さだと、みんな外にあるここよりもクーラーがかかった食堂の自販機を利用したがるようで、蝉の鳴き声しか聞こえない静かな空間は俺の心にしんみりとした安らぎの一時を与えてくれる。あー、早く帰ってゲームしたい。

　球技大会後は疲れているだろうということで今日の生徒会はお休みだ。体力のない氷に無理させるわけにはいかない。そう思ったからの提案だったりするのだが、ぶっちゃけ二割は俺の希望だ。インドア派に一日体育はキツすぎる。もう明日筋肉痛絶対不可避。

　はぁと深いため息をついて、七月の澄み渡る空を見上げる。俺自身の出番は、午前中ボロ負けしてるのでもう無い。後は勝ち上がったやつらの応援だけだ。

　はぁ……あと少し。応援だけだし、頑張りますかね。

　と、気持ちを切り替えた瞬間、

「わ、奇遇だね。田君」

　俺の耳に驚いたような明るい声が飛び込む。

　振り向くと、そこには体操服姿の相がいた。

「いたんだな。俺以外にもこっち利用する物好きなやつ」

「それは私の台詞、だよっ。ほんとびっくりー」

　そう言って晴れやかな笑顔を見せた相沢は、自販機にお金を入れ牛乳を購入すると、自然な形で俺の隣に座った。

　牛乳？　もしや相沢、胸が小さいのを気にしていて……いや妙な詮は止めよう。今一瞬相沢から怒りの波動を感じた気がするから。

「田島君、頑張ってたね。バドミントン」

「あんなので本職から頑張ったって言ってもらえるなら、もう本望だよ」

　はははと苦笑い。なんせ見に来ていた氷からは「コートの中に一人だけ阿りをやっている人がいると思ったら田島君だった」とため息をつかれる程の代物だ。それがおふざけに映らなかっただけよしとしよう。

「んーちょっと意識するだけで、もっとよくなると思うんだけどなぁ」

　下手だと直球には言わない。それは相沢の持つ生来の優しさか。

「なぁショートサーブとか、あれどうやったら入るようになるんだ？」

　試合中にも何回か挑戦してみたものの、羽根がネットに刺さるわ空振りして氷室から失笑されるわで、もう全く手えがなかった。

　スポーツが向いていないのは理解している。ただやっぱり好きな子の前で醜態をさらすのは、男として嫌だ。つまらない意地だろうけどちょっとは次の機会に向けて形にしておきたい。

「サーブかぁ。よし、ちょっとわたしがやってみてあげるよ」

　相沢が「よっと」と可愛らしい声を上げて立ち上がる。

　少し距離を取ると、そのままジェスチャーでエアサーブを披露してみせた。

「えいっ」

　やり終えた相沢は満足そうな顔で向き直る。

「どう？　だいたいこんな感じなんだけど」

　……うん、何を参考にすればいいのか全然わかんない。

「どうって……悪いけど、どんな感じか全くわからなかった」

「むー。どう説明すればいいのかな。こうシュッって感じなんだけど」

　そう難しい顔をしながらもう一回エアサーブをする相。

　は？　シュッ？

「ちょっと田君がどんな感じなのか、一回見せて欲しいな」

「え、俺もやるの？」

　戸惑い気味に腰を上げた俺はとりあえず見でやってみる。願わくばタコ踊りだと唖とされないように──

「ん、今の田島君……ラケットちゃんと握ってた？」

　え!?　そ、そっから!?

　改めてエアサーブをすると、相沢は思案顔で腕を組んでいて、

「うーん。田島君のはね、こうバッって感じなんだ。もっとこうシュッてやらないと」

　言いながら、もうワンサーブ。

　俺にはバッとシュッの違いが全くもってわからなかった。

　ああ、なるほど。どうりで相沢が一年生の教育係から外されるわけだ。

　納得した俺はくすりと苦笑する。

　すると、どうも相沢には今の笑いが癇に障ったらしい。












「む、今田君、『女の子が飛び跳ねてるのに胸全然揺れなくて色気ないなー』とか考えてたでしょ」

　そう言って両腕で胸元を隠すジト目の相。とんだ誤解だ。

「ごめんね。わたしが砂さんじゃなくって」

「違うよ！　っていうかなんでそこで砂城が出てくるんだよ！」

　そりゃまぁ……砂城なら凄いことに……はっ！　これは巧妙な罠だ。相沢から振ったくせに「男子サイテー」という辛な視線を感じる。とばっちりだ。

「とりあえず、もう一回やってみよう。構え作ってくれる？」

「こ、こんな感じか？」

「うーんもうちょっと背筋を伸ばしたほうがよさげなんだよねー。足も気持ち開いた方がいいかなー」

「こ、これ逆に動きにくい感じが……」

　ぺたぺたと相沢の白く柔らかい手が俺の体に触れてくる。へ、変に意識するんじゃない田島愛。俺にはそう、心に決めた人がいるんだから！

　胸中に氷の顔を浮かべて心から邪念を振り払う。今更だけど、これ氷室に見られたら不いよな。相沢に妙な疑惑を持ってるだけに、暴走不可避なわけで──

「よし。それじゃ、わたしの動きの真してみて」

　考え事をしているうちに、気づいたら相沢は俺の背後に回っており、俺のフォームを調整し終えて、改めて手本を見せようとしてくれていた。

「え？　どんな動き──」

　考え中の不意をつかれた俺は、慌てて体ごと声のした方向に振り向く。ただそれが……乏しい反射神経に任せた動きだったのと、加えて普段はしない慣れない体勢だったことで、無理な動きになってしまい、足をもつれさせ「うおっ」という情けない声と共に転倒してしまった。

　相沢を巻き込んで──

「わっ」と小さく声を上げた彼女の目と鼻の先には、押し倒すような姿勢になった俺がいて──もっと氷室が見たら不味い状況になってしまった。

「わ、悪い、い、今すぐにどくから」

「あははーごめんね。今は、急に始めたわたしも悪かったよっ」

　慌てる俺とは相反して相沢は呑に笑っていた。

　あ、あれ？　叫ばれたり、顔を真っ赤にされると思ったのに……相沢は嫌がるどころか、むしろ平気そうで……これってその……や、やっぱり──

　だ、だから、ありえないだろ！　立ち上がった俺は首をブンブンと横にふる。

　いずれにしても、相沢のパーソナルスペースが俺を受け入れているのは確からしく──

　が、不意に砂がさっき言っていた「女の子は本音と建前を巧みに使い分ける生き物」という言葉が脳裏を過ぎる。一度冷静になるべきだと判断した俺は、ベンチにゆっくりと重たくなった腰を下ろした。

「ありゃ、もうサーブの練習、止めちゃう感じ？　んー残念」

　ポンポンと背中についた土を払う相。やっぱ体操服を汚したのは完全に俺に非がある気が……。

「体操服、汚しちゃって悪かったな」

「いーよこのくらい。おあいこみたいなものだから」

「それじゃ俺の気が晴れないというか……そうだ。ジュース一本奢らせてくれ」

「ええ、いーよそんなの──ってほんとは言いたいけど、何だか平行線な予感がするから有り難くもらっちゃおうかなっ」

「おう、是非そうしてくれ」

　えへへとはにかむ相沢と一緒に自販機へ向かいジュースを選ぶ。

　そして、またも牛乳を選んだ相沢と俺はベンチに座った。やっぱ相沢、胸が小さいのを気にして……うん、よそう。




「──田君って、やっぱあの噂、気にしてるよね？」

　牛乳を一口飲んだ後、相沢が突然そんなことを言ってきた。

「あー……あれね……」

　リアクションしづらい話題に、俺は言葉を濁す。これって、柴と氷について流れてるあの噂だよなぁ。

「んーそんなに気にしてない──ってのはやっぱ嘘になるのかな。でも、俺にはどうも氷室が柴を好きってのはしっくりこない気がするんだよな」

「おお、それは単なるやきもちじゃなくて？」

「まぁな。相沢も昨日の生徒会での柴と氷室のやり取りを見ただろ。あんな冷たい態度、好きな人にはとらないだろふつー」

　あ、これ、言っててすっごいブーメラン。

「いやぁわからないよー？　わたしの見立てだと氷室さんって恋愛は奥手な感じがするし」

　す、鋭いな相沢。

「ま、何はともあれ、わたしは田島君を応援してるから。元気出していこ！」

「お、おぅ、ありがと……」

　眩しい。笑顔が非常に眩しかった。そしてその愛らしい表情にプラスして胸元でぐっと握り拳を作る。

　ただ……これは本音──で、いいんだよな？　もしこれが建前だというのなら、相沢にとって何かしらのメリットが見込まれているわけで──例えば、俺を氷とくっつければ恋敵がいなくなり、実は柴に気があった相が安心してアタックを──いやいや、もしそうなら俺が断って流れてしまった、柴と二人きりになる恋祭りに喜んで行くはずだし、きっと見当外れだ。でも、これなら一番平和に収まりそうで楽だったんだけどな……。

　そう心の中で肩を落とした。と、そんな時、

「──あら、二人とも、偶然ね」

　声のした方を見ると、氷室が廊下からこちらへと向かって歩いてくるところだった。

（むむむむー！　もう田君、喉が渇いたのなら私を誘ってよ。友達の私を！）

　不機嫌な副音声をこれでもかと発しながら。

「そうだな。相沢と氷室、後は柴とも偶然出会えれば、これで生徒会メンバー全員集合だったんだけどな」

　氷室に安心して欲しくて、「偶然」を強調して冗談っぽく笑ってみせる。

「……そう、偶然、ね」（な、何かしら、今の不自然な強調？　これってまさかあれ？　浮気？　浮気の誤しなの？　ふ、ふん。だったら私にも考えがあるわ）

　しかし氷室はそれをややこしい方向へと受け取って、

「ふふ、でも柴君ならすぐに来ると思うわ。だって、ついさっきまで彼と一緒にいたのだから」

　今度は氷室が誇らしげな顔で「一緒に」の部分を強調した。

（気になる？　気になっちゃうわよね田島君。だったら私から目を離さないようにしないと。ほんとに噂通りになっちゃって、後悔することになっちゃうかも。ふふ、あるはずないけれど、しっかりと反省して今度からは私を誘いましょうね）

　……これ俺、もし心の声が聞こえなかったらどう反応してたんだろうなぁ……。

「わ、その様子だと、やっぱ氷室さん的にはあの噂、満更じゃないって感じなの？」

　うん、きっと隣の相沢みたいに捉えて、驚いた後にショックを受けたと思う。

　だって氷室のは、いいことがあったとの自慢にしか聞こえないのだから。

「え……？」

　予想外の展開に目を見開く氷室。

「それはないわ。不愉快、ええ実に不愉快だわ。絶対に勘違いしてほしくないわ」

　ちらっと俺の方にも視線が飛ぶ。

「ええー、そんなムキになって否定するところみると、余計怪しいよー」

　ニマッと笑う相沢には、氷室がただのツンデレヒロインにでも映っているのだろう。残念だがその人はツンデレではなくあまのじゃくだ。

「ともかく、私は柴君のことなんか何とも思ってないから。ただのクラスメイトよクラスメイト。それか生徒会の役員つながり」

「じゃあ田君は？」

「この男に関しては、友達認定したのは寛大すぎな処置だったのではと首を傾げる所存よ」

「そ、そういうトークは、本人いないとこでやってほしいよね……」

　恐らく氷は、柴はクラスメイトで俺は友達という優劣の違いを相に強調したかったんだと思う。でもその発言にため息が混じってたもんだから、相沢は俺に同情の視線を向けていて……相沢よ、これがあまのじゃくだ。

「あ、柴君も来たみたい」

　凍り付いた空気を変えるように、廊下側の窓に映った人影を見て相沢が声を上げた。

　柴はまず立っていた氷室に気付いて「おっ」となり、それからベンチに座った相沢が一緒なのを見て「ふっ」と顔を和らげ、だが次にそこに氷室の体に隠れて俺もいたと把握して「むっ」と目を吊り上げて──と、近づきながら様々な表情を提供してくれた。面白いやつだ。心が和んだ俺は、柴についお礼を口にしそうになったのだった。





　　◆






　俺と氷室が結婚したのは、大学を卒業してすぐのことだった。

　意外にもプロポーズは氷室のほうから。女性初の内閣総理大臣に就任した氷室は、こんなしがない悪の大王でしかなかった俺を、それでも一緒になって欲しいと熱烈にそう言ってくれて──ウェディングドレスに包まれた氷室を見るのは、嬉しいと言うよりも何だかこう、あたたかくも不思議な感覚だった。

　そんな幸せ絶頂中の俺達がいるのは、披露宴会場でもなければ、新婚旅行先でもなく、憧れのマイホーム──というわけでもなく、見慣れたいつもの生徒会室。

　そう、今の話は全て、テレビの中での出来事、単なるパーティーゲームだったりするわけで──

「はぁ……悪の大王島君と結婚とか最悪だわ……ねぇこれ、私の人生詰んだんじゃないかしら」（よしよしよし、よっしゃあああああ!!　遂に、遂に来たわよ。私達の未来、あるべきゴールがぁあああああああああああああああああああああ!!）

　画面で起きている披露宴のイベントを見ながら、氷室が辟した様子を見せた。

「はは、まぁゲームだしさ、そんな思いつめんなよ」

　苦笑いする俺の左隣では相沢が「わー」と歓声を上げながら小さく拍手していて、右隣の砂は「けっ」とつまらなそうな顔をしていた。柴はというと、氷室の横で、三者三様のリアクションを前にどの空気を読むのが正解なのかと困っている。




　生徒会室の中央スペースを使って始まった、一学期の打ち上げを兼ねての親睦会。机の上にはお菓子とジュースが大量に置かれていて、俺達は現在、余興として氷が持ってきた『終生ゲーム』なる、人生をシミュレートするすごろくゲームを五人でプレイしている最中だった。誕生から受験に就職、そして結婚に子育て、老後生活と生涯を追体験して所持金の多さで勝敗を決める内容である。心の声からするに、どうも氷室はこれをナンナから借りてきたらしい。ゲーム好きである俺がパッケージに見覚えないところからして、恐らくナンナのオリジナルだろう。

　せっかくだということで、全員が実名を入れてプレイしている。提案したのは氷室だ。たぶん……これが狙いだったんだろうな。

　そして、何生徒会のメンバーに砂が混ざっているかというと、「い、いやぁ。昨日オタ島が言ってたことがちょっと気になって……」とよそよそしく現れたかと思うと、打ち上げでゲームをすると知った途端、「面白そうだし、アタシも参加する。ね、こういうのって大勢いたほうが盛り上がるじゃんか」と強引に参加したからである。

　ちなみに、男女半々の方がバランスがいいといった理由でＣＰＵを一人参加させているのだが、まぁ要するに、友情崩壊を防ぐためにバッドイベントを押しつけるための要員だ。

「日本の総理と悪の大王が結婚って……これが現実なら交際の時点で文砲の餌にされる案件よ。私の政治生命を脅かさないで欲しいのだけれど、このヒモ島君」（ふふ、最高ね。素晴らしい人生だわ。さぁ田君、いずれは現実でも訪れる私達の結婚生活の参考として、きっちりシミュレートしましょう）

「ま、被選挙権持ってない新卒の就職先が与党のトップって時点で、もうリアリティもくそもない気がするけどな。俺なんて悪の大王だし」

　この『終生ゲーム』において悪の大王というのは、最低職であるフリーターの次にマシな職業だった。その給料は不定で、結婚して氷室と資産を共有化してビリから一気に同率トップへと躍り出た俺は、文字通りのヒモ島君。あと、最高職はもちろん総理大臣である。

「じゃ、次は俺の番だな」

　コントローラーを操作してルーレットを回し、止まったマスの種類に応じたイベントが始まる。それが『終生ゲーム』の主だった流れだ。さっき氷室が止まったのが恋愛や家族イベントがメインのハートマス。そして今俺が止まったのは、職業別の展開が待っている働きマスだ。





　●日本征服に失敗して警察に逮捕される。保釈金でマイナス五千万。






「はぁ……貴方という人は、生徒会以外でも私に迷惑をかけるのね。勘弁してほしいわ。いっそのこと、そのままずっと捕まっていればよかったのに」（な、なに勝手に人の旦を捕まえてるのよ。返して、さっさと返してよ。いい、私は総理大臣、この国のルールそのものなの。私の幸せな家庭を奪わないで！）

　逮捕される悪の大王（俺）の様子に、氷が困り果てた顔をしながら、内心では憤る。

　俺の次は砂、それから相、柴、ＣＰＵの順でターンが流れていく。

　砂城は中卒だけど美容師、相沢は保育士さんと、それぞれ仕事姿が様になりそうな職業。それに対して柴はメジャーリーガーと、テニス部なのに野球選手だとか、職場が海外なのになんで俺達と同じマップなの？　だとか、ツッコミどころが満載な状態だった。

　一巡して、氷室の番が戻ってくる。氷室が止まったのは、再びハートマスだった。

　てかこのゲーム、マップを見渡す限りやたらハートマスが多いんだけど。やっぱ自分が恋愛成就の神様ってのをナンナが意識して作ったから──ってことなのかな。





　●祝・出産！　みんなからお祝い金を一千万ずつ貰う。赤ちゃんの名前を決めて下さい。






「「「「しゅ、出産!?」」」」

　流れ星のような演出で始まった出産イベントを前に、氷室以外の全員が驚きの声を上げる。そして氷室は産声を上げた我が子の姿をしみじみと眺めて、

「そう……ついに和が生まれたのね」

　ボソリと、そう感慨深く呟いたのだった。

　は……？　和馬……？

「ふーん。氷室さんって、もう自分の子供の名前とか考えちゃってるタイプなんだ。意外に乙女っぽいじゃん」

　不機嫌な様子でポテチをかじる砂城がそう言った。

「あら、そうだけど、悪いかしら？」

「別に、悪いとまでは言ってないけど……」

「ま、実際はちゃんと旦の意思も尊重するわよ。今回の相手が論外すぎただけで」（田君、田島和馬だとね、なんと総格数が三十三で特殊格になるのよ！　姓名判断なんて迷信だって思うかも知れないけれど、私達の子供だもの、幸せを願って決めるに越したことはないと思わない？）

　姓名判断って……氷室、そんなこともやってたのか。もうこれ、俺達の未来予想図教えてくれっていったら軽くＢ５ノート一冊分は出て来るんじゃないだろうか。

　その後も氷室はずっと絶好調だった。そのため、たいしたマスに止まっていないのに俺もずっと同率一位で、ヒモ島君なまま。ぶっちぎりでビリのＣＰＵはさておき、砂城と相沢は生活を安定させ、追い越し合いを繰り返している。一方、二位の柴はアイドルとの結婚を無下にしたばかりだった。さてはあいつ、順位とかお構いなしに、純粋に相沢との結婚を狙ってやがるな。

「さて、お次は私の番ね」

　そう言って氷が止まったのは、子供が産まれてからしばらくぶりのハートマスで。

「はぁ……次はどんな不幸が待ち受けているのかしらね」

　心はウキウキでたまらないんだろうに、表は冷ややかな態度のあまのじゃくな氷室さん。

　そして始まったイベントは──





　●真実の愛に目覚め、全てを投げ打ってでも愛に生きると決意。田愛とは離婚し、新たに柴と添い遂げる。尚、和の親権は放棄したため田島愛斗が得る。






「…………」

　マジモンの不幸だった。氷室がピシリと頬を凍り付かせて絶句している。

　数秒して我を取り戻した氷室は、似たように唖となった俺の顔を見てクスリと口元を歪める。

「ま、子孫繁栄のためより優秀なＤＮＡを欲するというのは、生き物として当然の思考よね。残念だけど田島君は、そこまでの男だったってことよ」（ちちちち、違うの田島君。これは……そう、ちょっとした火遊び。一夜限りの過ちってやつなの。寂しさに魅入られてしまった悪い夢なのぉおおおおおおおおお!?）

　混乱する氷室の心の声が、まるで反省してない浮気女みたいなことを訴えかけてくる。……それ、リアルで口にされたら、その場で崩れて泣く自信あるぞ俺。

「幸せな家庭を築きましょうね。柴君」

「お、おう……任せとけ！」

　ちらりと相を見た後、柴は空元気で氷室に応える。なんていうか……ドンマイ。

「…………」

「お、おい、何で急に無言なんだよ氷室!?」

「わーこれで柴君と氷室さんが断トツだね。勝てるかなわたし？」

「い、いや、まだわからないんじゃないか。俺だってその真実の愛に目覚めるかも──」

「ん？　何か言った柴君？」

「い、いや何でも……忘れてくれ」

　バツイチで一気にブービーへと転落した俺は、更に悲しいことが発生する涙マスでビットコインが暴落して七千万の借金を負ってビリをかっ攫う。

「ははは……奥さんに逃げられてやけになった投資で破産って、オワってんな俺の人生」

「ど、ドンマイ、オタ島……。んじゃ次、アタシいくね」

　そう同情の視線を送ってくれた砂が止まったのは……なんとハートマスで──





　●祝・田愛と出来ちゃった結婚！　赤ちゃんが産まれみんなから一千万ずつもらう。赤ちゃんの名前を決めて下さい。






「え、ええっ！　……ア、アタシが結婚!?　しかも、オ、オタ島と……ウ、ウソ……マジヤバい……!?」

　急に出来ちゃった結婚とか言われたせいか、耳の先まで赤くした砂は口元を押さえてあわてふためく。

「…………」

　それを眺める氷の瞳からは輝きが消失していた。

「わ、悪いな砂城。ゲームとはいえバツイチ子持ちで借金地獄の俺と一緒になっちまって」

「い、いいから。つ、つかこれ単なるゲームじゃん。アタシそーいうの全然、気にしてないし。ほ、ほら、さっさと子供の名前、決めちゃおうよ」

　早口で捲し立てながら視線をそらす砂城。めちゃめちゃ気にしてるじゃん……。

　だが、砂城は持ち前のポジティブさで気持ちを一瞬で切り替えたたらしく、ウキウキしながら名前決めに挑んでいた。

「どうしよっかな名前……そうだ！　オタ島とアタシの名前から一文字ずつとって雅にしちゃおう。いい感じじゃん。ね、オタ島もこれでいいよね？」

「お、俺は別に何でも……単なるゲームだし」

「よし、じゃあこの子の名は雅斗で決定だから。だ、大丈夫、アタシはちゃんと和のこともたくさん可愛がって立派な大人に育てるからさ」

　嬉し恥ずかしそうにそう言う砂城。

「オタ島、アタシはさ、そこの身勝手な人とは違って、アンタを裏切って不幸にさせたりなんか絶対にしないから。だから安心してね」

「ま、まぁ……不幸にさせているのは俺のほうだしな」

「ううん、アタシは全然、そんなこと思ってないから」

　どうせだし目一杯楽しもうよと言う砂城の笑顔は眩しかった。

「ふふっ、私の和馬が貴方みたいな中卒美容師なんかに懐くかしらね」

「は？　子供捨てて駆け落ちした浮気女は黙ってろし」

「──！　私だって好きで浮気したわけじゃないの。そこまで非難される筋合いはないと思うのだけれど」

「へーよく言うじゃん。さっきまで柴と幸せがどうとかノリノリで話してたくせに」

「それは……その、周りの空気に従っただけよ」

　苛つ氷室はばつが悪そうにそっぽをむく。ここの会話だけ切り抜いてみれば、もう完全に昼ドラの一幕だ。

　相が石油を掘り当てて三億の金を手に入れ、柴の番に移ると、柴家には……なんと、長女が誕生したのだった。

「なぁ氷？　女の子の場合、名前はどうするつもりでいるんだ？」

「知らないわ。柴君が産ませた子なのだから、私に聞かないで欲しいわね」

「そ、そうか。じゃ、じゃあここは砂みたいに互いの名前から一文字ずつ──」

「勝手に私の名前を使おうとしないでもらえるかしら。もう適当に花でいいんじゃない？」

　おいおい、お腹を痛めてはないゲームの話とはいえ、一応我が子なんだぞ。そんな食べ放題のコースを選ぶような簡単なノリで言ってやんなよ。

「少しは旦を助けてやれよ。柴、困ってるだろ。早くゲーム進めようぜ」

「あら、縁を絶ち切ったはずの元旦那に、私の家庭をとやかく言われる筋はないわ」（だ、旦那!?　……うぅ、田君までこの男と私が夫婦みたいなこと言わないでよぉおおおお！　それに私がここで積極的な姿勢を見せたりしたら、また田島君に変な誤解されるかもしれないでしょ。ただでさえ変な噂が蔓延してるんだから……）

　だからこれ以上噂されないように冷たい態度をとっているってことか。俺はもう慣れてるし氷室の本音も知ってるからいいけど、不慣れな柴には不な状況だな。

　それから『終生ゲーム』は順調に進んでいき、俺は子育てに明け暮れながらも転職先（？）のＹｏｕＴｕｂｅｒで一山当てることに成功して、無事借金を返したところだった。

　が、次にパートナーの砂城が止まったのは、さっきから波乱しか起こさないハートマスで──





　●真実の愛に目覚め、全てを投げ打ってでも愛に生きると決意。田島愛とは離婚し、新たに只タカシと添い遂げる。尚、和と雅の親権は放棄したため田島愛斗が得る。






「へ……タカシ……？　う、嘘でしょ……こ、こんなのありえないんだけど……」

　砂城が頬をピクピクと痙させて固まった。

　タカシとはＮＰＣの名前で、職業は──ホストだ。

「ふふ、旦那の稼ぎをホストに貢いで共に蒸発だなんて、田島君はご近所に顔向けできなくなっちゃったわね。で、砂城さん、絶対に裏切らないんじゃなかったのかしら？」

　さっきのお返しと言わんばかりに、クスリと笑いながら煽る氷室。

「う、あぁ……そ、それは…………」

　自分の意思とは裏腹に、ＮＰＣと肩を寄せ合い幸せそうな画面の自分を見て大混乱中の砂城は、しどろもどろになって両手の人差し指をもじもじとさせている。まぁ、砂城はからかわれたりとか、こういう突発的な流れとか、自分の予期しないことに弱いからな……。

「ま、所田君はその程度の価値ってことよ」（よし、よしよしよし！　来たわよ大逆転のチャンスが。待っててちょうだい田島君。今から私が真実の愛に目覚めて貴方の下へと駆けつけるから。ふふ、心は最初からずっと変わらず貴方のものよ）

　と氷は奮起していたが、ゲーム画面が見せた光景は残酷なもので……氷室は柴の二人目となる子供を産んでしまった。元気な男の子だった。うーん、さすがの俺も、ゲーム内のこととはいえ、モヤモヤしてきたな……。

　無表情ながらも目に見えて絶望のオーラを漂わす氷室を横目に、俺はルーレットを回す。

　やばっ……ハートマスだ。くそ、あのエセ恋愛成就の神様め、一体どういう魂胆でこんな友情崩壊ゲームを作ったんだよ。





　●祝・相波と結婚！　みんなからお祝い金を一千万ずつもらう。






「わ！　私、田島君と結婚するんだ」

　相沢が口に手を当て驚いた。

　嫉、怨、驚、様々な視線が俺達新婚夫婦に向けられる。

「ふふっ、これってまた、愛想尽かした相沢さんが真実の愛に目覚めて田島君を見捨てるパターンよね。流石に飽きたのだけれど」（ちょ、ちょっとまって。これってさっきまでとは違って、田島君からプロポーズしたってことよね!?　くぅうう、羨ましいぃいい！）

　そこ、こだわるんだな。

「えへへー、それはないと思うなー」

　氷室からの野を相沢は笑顔のまま受け流す。

「全員に手をつけるとか……は、とんだゲス野郎だな田島」

「おいおい、最初に俺の嫁さん盗っておいて、それはないんじゃないか」

「よし。田島君のお陰で二位に浮上できたし、このまま勢いに乗っかって一位を目指すよ。快進撃のスタートだねっ」

「いやーこのゲーム結構えげつないからさー、変に期待しないほうがいいんじゃない。アタシがそうだったし」

「そうなのかな？　でも、もうわたしと田島君がハートマスに止まることはないわけだから、ずっと運命共同体なのは確かだよっ」

　相沢のその言葉に、俺達全員は「えっ」と声を上げて画面を確認した。なるほど、確かにこれがゴール前最後のハートマスだ。相沢、よくみてんな。

「そ、そういや相沢、氷室や砂とは違って、田島とくっついてから凄い嬉しそうだけど──あ、もしかして田島のこと──」

　おぃいいい柴！　早まるなお前、思ってもないこと口にするな。なんで自分を追い込んでるんだよ!!

　脂汗を額に垂らしながらいっぱいいっぱいになっている柴に、是非ともそう叫んでやりたいところだった。

　が、柴が全て言い終わらないうちに相は含みのある笑顔を見せて、

「んー内緒かなっ♪」

　まるで語尾に音符マークが見えそうなテンションで放たれる意味深な発言に固まる柴、以下二名。

　その後、俺と相沢の夫婦は結果こそ氷に負けたものの、それはもう円満な人生を終えたのだった。途中、家を買ったり株に投資するなど夫婦で相談しながら進まざるをえないイベントが多かったせいか、目の前の二人からの視線が凄まじかった。そこはもう、ゲームなので許して欲しい。

　ちなみに、隣の砂に関しては……可哀想なので語るのはよしておこうと思う。

　これぞ人生と言わんばかりに短い時間の中で色々とありすぎた親睦会を終えた俺は、もうすっかりお疲れモードだった。ゲームでこれだけ疲れたのはきっと初めてだ。今度ナンナにとことん文句言ってやる。

「うーん。ゲーム面白かったね」

　みんながぐったりとしながらスマホをいじったり、ジュースを飲んだりしてる中、背を伸ばしながら親睦会の余韻に浸る相沢。……たぶん、そう感じてるのはお前だけだぞ。

　と、心の中でツッコむ俺の視線に気付いた相沢は、次の瞬間ニコッと満面の笑みを見せた。

「田君との結婚生活、すっごく楽しかったよ。うん、やっぱ結婚するならしっかりした人だよね。田島君の選択通りに進んだらお金もばんばん増えていったし。うん、正に我が生涯に一片の悔いなしだったよ」

「そ、そか……楽しんでもらえたんなら、持ってきてくれた氷室も本望だろうな」

　目の前にクーラーでも置かれたかのような氷室の冷圧に、俺は頬を掻きながら目を泳がせてしまう。

　そして、その会話から数秒が経過した後、顔を上げた相沢は、天井に向けてぼそりと独り言を呟いたのだった。

「やっぱいいなぁ。こういうのー」

　瞬間、俺達はまるで示し合わせていたかのように、いっせいにバッと同じタイミングで相沢を見た。不思議と誰も声を上げなかったせいか、自分に向けられた視線に気付いていない相沢は、呑にスマホをいじり始めている。

　い、今の発言ってその……自意識過剰じゃなければ、俺と一緒にいるのが楽しい──的なあれだよな!?

　一体、どういう意味なんだ？　というか、独り言に建前って混ざるものなのか？

　そう戸惑っていると、つい見つめてしまった俺の視線に気付いた相が──ちょっと照れ気味に笑ったのだった。……他の三人が横目で見ていたとは気付かずに──

　け、結局……。

　どう受け取るのが正解なんだよこれ!?





　　◆






　一晩考えたけど、相沢の真意はまるで見えないままだった。

　あの後、柴が意識して敵意のある視線を向けてきて心が安まらなかったり、何か砂も変によそよそしかったりして──表面上、相沢以外で普段通りなのは氷だけだった。

　いや、氷室が普段通りじゃ個人的に困るんだけど……。

　ちなみに、普段通りといえば、今日の生徒会が正にそうだった。

　相沢と柴が、部活のミーティングに行っていてかなり遅れる予定らしい。それを氷室が喜びの心の声と共に伝えに来たのは二限目の休み時間のこと。

　とりあえず、邪魔──と言ったら悪いが、相沢と柴がいないうちに、俺にはどうしてもやっておかなければならないことがあった。

　そう、夏休みの予定について話し合う時に生じたあの誤解だ。

　氷室には一度ちゃんと、恋祭りの日はフリーだと伝えておかなければ。

　と、一仕事終えた俺は、お茶を飲んで休憩中の氷室を見てさっそくアタックを試みる。つか、久しぶりだなそのお揃いのマグカップ。まぁ、何らかの拍子にバレたら恥ずかしいし、二人きりじゃないと使えないか。

「なぁ氷室？」

「あら、何かしら？」

　ん、まてよ。そういや俺、いつもこのパターンで毎回失敗してる気がするんだよな。よし、今回はアプローチ方法を変えて、いきなりじゃなく、何気ない話題から自然な流れで本題に入るようにしてみよう。

　それでその話題だけど──あ、そういや氷室って、柴が相沢のこと好きだってのを知ってたりするのかな。

「いやさー氷室は、柴のこと、どう思ってたりするのかなって？」

「あら、それって、やきもちってことかしら？」

　氷室がクスリと冷ややかな表情を向ける。

（……こ、これはあれよね。ここのところの私と柴君の様子から不愉快な誤解をされているっていう……。でもでも、一回ちゃんときっぱり否定したわよね。田君、信じてちょうだい、私は貴方以外の男なんて何とも思っていないから！）

　げ、そういう話になるのか。そんな話のつもりはなかったけど……もうこのまま強引に進めていくとしよう。

「やきもちっていうかさ、例の恋に誘う相手、もしかして柴なのかなと、昨日一緒にゲームする姿見てそう思っちゃったり……」

「だとしても、田島君には関係ないことでしょう。どのみち貴方にはその日、他の用事があるのだから。そう、私が誰と青春の一ページを刻もうとも」（私は気になるわ。田島君がその日、何しているのか！　やっぱり家族旅行かな、だったら未来の家族として私も一緒に連れてって欲しいなー）

「それがさ、なくなったんだよな。その用事」

　ま、元からないんだけどね。

「で、暇になったんだよな。お祭りの日」

「そう……それで、出来ることなら私をお祭りに誘いたいとでも──」（ききききき、きたわよ私。これはきっと田島君からお祭りにお誘いされる展開。こ、断らないわよ。はいかイエス、イエスかはい。次に口にするのはこの言葉のどちらか、わかってるわよね氷涼。ノーじゃなくて、イエス、イエスイエスイエス！）

「いや、その日は、家でずっとゲームでもしてるんじゃないかな。正に灰色の青春って感じだ」

「イエス！」

「あっ？」

　俺からだとまた断られる気がする、だからここは是非氷室から誘ってほしい──そう判断して、氷室の心の声を聞き終えることなく即座に暇アピールをしたのが失敗だった。

　綺にガッツポーズした氷室は、その瞬間驚きの表情を浮かべ……直後に、もう止まれないとばかりにからかうような笑みで言った。

「ふふ、それってお祭りには来ないってことでしょ。いいニュースだわ。ええ、恋来のジンクスが本当で、前に相さんが言っていたような事例が起きたらたまったもんじゃないものね」（田島君！　な、なななんでそこは「一緒にお祭りに行こう」じゃないのよぉおおおおお！　今度こそ準備万端だったのにぃいいいいい！）

　……と、とりあえず、うん、暇な事は伝えられたから、後は氷室から誘われるのをまってみよう……せっかく勇気出したのにごめんな、氷室。

　アプローチを間違えたと落胆する俺。

　が、今日の氷室はこのままでは終わらない様子で、

「ところで田島君、その……今週の土曜は空いていたりするのかしら？」

「あ、ああ。暇、だけど……」

「なら、友達として、服選びに付き合ってもらえるかしら。夏服を買いに行こうと考えてるの」（そ、そうなのよ田君、私重要な事実に気付いたのよ！　この夏、貴方と快適なイチャイチャライフを送ろうと思ったら、デートに着ていく服がないってことに！）

「服──ってことは、また俺にコーデさせてくれる機会がもらえると？」

　氷のファッションセンスってのがもう強烈にダサいというか、遥か未来を行きすぎてるからな。ここはまた、俺の出番だな。

「ええ、約束だものね。遺憾であるとはいえ、そのつもりよ」（ほんとはね。自分で買いに行ってサプライズで『かわいい』って褒めてもらうのもアリだって考えたの。でも私はまだ貴方の好みがイマイチ理解出来ていないのよ……うぅ、カレシのセンスが独特すぎてマジつらい）

　おおい、その俺がダサいみたいなのは訂正してくれよ！

「是非私の財布のひもが緩むような素敵なコーディネートで頼むわ。ちなみに、この前のレベルで及第点といったところよ」（田島君が選んでくれたものなら何でもばっちこいよ。氷室涼を好きに貴方色に染めてちょうだい。やっぱり──シーズン的に水着とかかな。ちょっと恥ずかしいけど、カレシの期待に応えるのがカノジョの役目。頑張るわ！）

　おいまて、おかしいだろその燃えたぎったやる気。何で俺、好きな女の子にコスプレさせるのが趣味みたいな解釈されてんだ？　そんな性癖持ち合わせてないからな！

「んじゃ、店は俺に選ばせてもらうとして、何時に集合する？」

「前みたいに駅前に十三時ね。先に寄りたいところがあるから、そのつもりで」（まずはリベンジ。これは絶対にしなくちゃいけないわ！　ふんす）

　へ？　何のリベンジ？

「わかった。それじゃ楽しみにしてるよ」

「ええ、そうしてちょうだい」

　約束を取り付けて上機嫌な氷室は、春風のように柔らかな微笑を浮かべる。

「この夏の私の目標は意中の相手とデートすることなの。だからそのキューピッドとしてしっかり役立ってもらわないと。じゃなければ、田島君を友達にした意味がなくなるもの」

「お、おう。期待に応えられるよう頑張るよ」




（ふふ、田島君、今、ひやひやしているのかな？　もどかしいのかな？　私がこの夏ずーっと一緒にいるのは田島君だけよ。それは夏休みを終える頃には確たる事実になっているから、楽しみにしてちょうだい♡）




　はぁ、まーた嬉しくなるとすぐに調子に乗り出すんだから。

　そう胸中で悪態をつきながらも俺は、実に清しい顔をしていたと思う。

　久しぶりに氷と二人きりになれて、心を通わせられた気がすると。

　それから柴が生徒会室にやって来たのは、すぐのことだった。





　　◆






「田、ちょっといいか？　放課後、二人で話したいことがある」

　次の日の朝、そう言って柴が空き教室へと俺を呼び出した。

　放課後になって氷室へ遅れるとメッセを送った俺は、指定された空き教室へと足を運ぶ。

　さて、こうして呼び出された理由だけど──まぁ、確実に相絡みだろうな。色々と誤解を招く場面というか、俺自身も相沢の態度や発言をどう判断すればいいのか理解に苦しんでるわけで──ってもしやこれ、宣戦布告とかされるやつか!?

　戸を開けると、中では既に柴が待っていた。ムッとしたぶっきらぼうな視線が、しんとした空気とあいまって、俺に変な緊張感を抱かせる。

「わ、悪い柴、もしかして待たせちまったか？」

　若干の困惑を胸に、俺は柴に声をかける。すると、柴の目がギロリと俺を睨むように吊り上がって、




「すまなかった。田島」




　と、次の瞬間、ばっさりと綺に頭を下げられたのだった。

「え、ちょっ……これってどういう──!?」

「バレてないとは思ってないが、俺は生徒会に来てから、ずっとお前が気に食わなくて、いけすかないと感じるような態度をとっていたと思う。別に許してくれとは言わない。ただ、けじめとして、一度謝らせてほしい。すまなかった」

　体勢をそのままに、柴からやって来る熱い言葉。

「あ、ああ……」

　こういう時、どんな顔をすればいいのかマジでわからない。

　そして、ようやく姿勢を正した柴は、今までにない親しげな表情で口を開いたのだった。

「田島。俺はお前を、今では一人の男として純粋に尊敬している」

「は、はぁ……？」

「ダメだとわかっているのに決して諦めないその心強さに、氷室のことを必死で振り向かせようと頑張っているその姿勢と根性。なんつーかその、俺に足りていないのはこれだってのをひしひしと見せられている、そんな感じだった」

「お、おう。そりゃどーも」

　恥ずかしさを覚えて視線が泳ぐ。でも、ダメと決めつけられてるというのは違うんだけどな。

「実は俺、昨日のお前と氷のやり取りを聞いちまったんだ。もちろん偶然、生徒会室に入ろうとしたらお前らのやり取りが聞こえてきてそのまま──」

「ああ……あれ、聞かれてたのか。もしかして最初から全部……？」

「いや、俺が聞き始めたのは、氷室がお前にお祭りを邪魔されないって喜んでたあたりからだ……って、悪い、嫌なこと、思い出させちまったよな」

　またそんな面倒な部分から。

「でも、その後すぐにお前は、氷室と休日に会う約束を取り付けていた。しかも誘うのがあの氷室の方からってのが、正直、驚いた」

「まぁ、聞いてたなら知っているのだろうけど、内容はアレだぞ。氷室のデートへの下準備っていう」

「だけど田は、そっからの逆転を狙ってるんだろ」

「ま、そうなるかな」

　ややこしいから、このまま話に乗っておこう。それに、どうも本題は別にあるっぽいし。

　俺がそう思った瞬間、柴の表情はピシッと張り詰めた真剣なものに変わって、

「実はな田島、俺も、そうなんだ……」

「ん、そうなんだってのは……？」

「お前が氷室目当てで生徒会やってるのと同じって意味で……」

　柄じゃないとばかりに柴が恥ずかしそうに視線を泳がせる。

「俺、実は相のことが一年の頃からずっと好きなんだ！」

「そ、そうだったのか……」

　ごめん知ってたわ。バレバレだったし。

「ああ。だから相沢と仲よさげにしてる田島についムッとなっちまい、つい強くあたっちまったというか……ほんと、悪かったな」

　柴が、居心地の悪そうな顔でぼそりと呟いた。

「ぶっちゃけると、一年の時俺が生徒会を引き受けたのも、相沢がやるって聞いたからだ。……これ、お願いだから氷室には黙っといてくれよ。こんな疚しい気持ちが理由ってバレたら絶対クビにされそうだし」

「……おう」

　心配するな柴。その氷室自身が元々疚しい気持ちしか持ってない。

「俺、こういうのほんと苦手でさ、相沢が生徒会に来てるって知って俺も──ってなったのはいいが、いざあいつを前にすると顔が熱くなって何もできねぇんだよな」

「意外だな柴。クラスじゃ普通に女子と喋ってた印象しかないけど」

「意識してるやつとそうじゃないやつとでは全然違うつーか、なぁ、田はなんであんな平気そうに氷と喋れるんだよ。しかも当たっては砕けてばっかで……お前のメンタル、ダイヤモンドすぎるだろ」

「はは……前に砂にも言われたなそれ……」

「でも、素直にすげえって思った。俺も男として頑張らなきゃいけないって、そう心を熱く動かされたんだ」

　自した柴がぐっと強い視線を俺に向けた。




「だから田島、俺と同盟を組もうぜ。お互い好きな相手と結ばれるよう、お互いをサポートする的なやつをさ」




「ど、同盟……？」

「ああ。悪くないだろ。あれだ、Ｗｉｎ－Ｗｉｎな関係ってやつだ」

　断る要素などどこにも見当たらないはずと、自信に満ちた屈のない柴の表情。

　うーん、これまた予想外な展開だ。てっきり宣戦布告してギスギスした生徒会になるのとでも思いきや……デレた柴から謎に尊敬されてしまっている。そんなフラグ、何で立ったんだ？

　だいたい相の真意が読めない状態でこのままでＯＫしてもいいのか──

「柴、もし相沢が他に好きな人がいたりしたら、お前はどうするつもりだ？」

　ふと過ぎった疑問が口から漏れてしまう。い、いやそれが俺だとかそんな自惚れたことがいいたいんじゃなくて、

「そんなの、田島と同じに決まっているだろ」

　愚だと、威勢よく言い切る。

　変にやる気の柴に「いやぁ僕ら実はこう見えて最初から両いなんっすよ」なんて言っても、きっと優しい顔で病院を勧められるだけだろう。

　ならここは、

「わかった。正直俺にどこまでの協力が出来るかわからないが、お互い悔いのない青春を送ろう」

　握手しようと手を差し出す。だってまぁ……ここで断るのもまた変に話が拗れそうだし。

「おう。まずはお互い、意識してもらうところからのスタートだけど、頑張ろうぜ」

　柴がキリッとした表情で俺の手を握る。う、ちょっとだけ罪悪感が……。

　こうして、生徒会男子によるよくわからない恋愛同盟が設立されたのだった。

「にしても──」

　腕を組んだ柴が考えるように唸って口を開いた。

「氷ってほんと誰に対しても容赦ねぇよな。球技大会の日、氷室と二人で喋る機会があったんだけどさ──」

　球技大会？　ああ、あの生徒会が全員集合した昼休みのくだりか。

「その時、氷室に前の日の生徒会についてボロクソに指摘されちまって……正直、心が折れかけた。なぁ田は、いつもあんなのを毎日くらってるんだよな……ほんとすげえよ」

「あはは……どうも。ちなみに、どんな内容だったんだ？」

「いやその……『なんなら副会長、田島と代わってやろうか』って弾みで言ったら、そっからフルボッコにされちまって……」

　よほど堪えたようで、柴は肩を落としシュンとなっている。

「田島には悪いが、正直、俺には氷室の良さがわからん。昨日のゲームの時もそうだったけど、遊んでる時もあんな感じなのかとゾッとした。もしかして田島は、ドＭだったりするのか？」

「おい、妙な誤解はやめてくれ。それに氷室も、アレで案外乙女な部分とかあるんだぞ。たまに恋愛絡みの話題になると、好きな人を語る氷室が妙に可愛くなったりとか、優秀なくせしてそういうのは苦手らしく、変に悩んでたりとかさ」

　まだ数回しかお目にかかれていない氷室のレア表情を思い浮かべて苦笑する。希少性があるから破壊力が抜群というか、アレこそが氷室涼のかわいさだ！

「……田島、お前やっぱマゾだろ？」

「へ？　なんで？」

「好きな人の惚聞いて嬉しくなるって、どう考えても普通じゃないだろ。少なくとも俺には理解出来ん」

　柴が少し顔を歪ませている。なんか引かれたようなんだけど……。

　ああ、そうか。忘れてたよ。この場合、氷室が俺じゃない別の人が好きということになるのか……面倒だしこのまま進めよう。

「ま、何はともあれ、やるからには当面の行動目標ってのを決めようぜ」

　そう何気なしに提案した途端、俺の脳内に一筋の光が走った。あれ、これ利用できるんじゃ──

「まずは情報収集か。柴の場合、相のタイプとか好きな人がいるのかどうかだな。といっても相沢って誰にでも優しいから、特定の誰かに向けた特別な好意ってのを探るとなると、結構難易度高そうだよな」

　よしよし。これで相沢の真意を積極的に探る口実が出来そうだ。

「いや、案外、そうでないかもしれない」

「ん、そうなのか？」

「ああ。これは一年ずっと見てきて感じたことなんだが──」

　……今さらっと純情なこと口にされたけど、自覚ないのか？

「相って、良くも悪くもみんなに優しいっていうか、どうも均等に距離をとってる感じがするんだよな。突き放すこともなければ、詰めすぎることもない」

「へぇー例えば？」

「まずは過度な接触か。流石に潔癖症ってわけじゃないと思うが、相沢は妙に男子との接触を避けてるっぽいんだよ。仲間内でハイタッチのノリになった時とか、相沢は女子とはするけど男子とは上くかわして絶対にしようとしないし」

　──ん？

「後、奢られるのも絶対に『悪いから』って言って頑なに受け取らないんだよな。まぁ、そんな控えめで優しい部分がまたかわいいんだけどな」

　──んんん？

「だから相沢がそれらを許している相手がいたとすれば、考えたくないけど間違いなくクロな──ん、どうしたんだ田？　変な顔して」

「い、いや、これはたぶん元からだ」

「ん、そうか」

　流すのかよ。そこはフォローしてくれていいんだぞ。

　いやそれよりも……なんてこった。柴の知る相沢と、俺が見た相沢の情報が一致しない。それってつまり、つまり──

「田島、俺の方も任せとけ。同じクラスってのを利点に、氷の噂の好きな相手ってのを、探ってみてやるからよ」

　柴が大船に乗っていいぞと胸を叩いた。大船だろうが泥船だろうがすでに目的地が見えている俺には、その船に乗る理由が存在しないのだが……とりあえず、柴の命だけは心配しておこう。

「嬉しい話だけど、そこまで気を張ってもらわなくてもいいからな。どうも氷室のやつ、柴との噂が流れてからピリピリしてるっぽいみたいだし。柴はいいとしても、噂の二人が一緒にいたら周りがキャーキャー騒ぎ出すだろ」

「ん？　──あーそうか！　それは田島にとって非常に面白くない展開だもんな。だが安心してくれ、俺はあんな血まで氷で出来てそうな冷徹女なんか、全く興味ないからさ」

　昨日までのお前は一体何だったんだと思うほど、やたらフレンドリーな柴の笑顔。

　たぶん、噂通りには絶対ならないから安心してくれという、柴なりに精一杯のアピールだったと思うんだけど──

　うん、やっぱ一回、氷室に痛い目に遭わせられればいいと思う。





　　◆






　どうも柴は友と認めた相手に対して、とても義理堅い性格のようだ。いや単に自分のためなのかもしれないが、今日の生徒会では柴が早速同盟としての行動を開始していた。

　本日の生徒会の仕事内容は完全な雑務──体育倉庫、それに運動場の倉庫からいらなくなった備品を廃棄トラックに積むお手伝いだったんだけど、二手に分かれようと氷がそう提案した途端、柴が瞬時に氷室とのペアを強引に熱望したのである。その時の柴は「お互い上くやって情報収集しようぜ」的な目配せを送ってきたりしていた──あいつ……アホだろ。何で相と二人きりで仲良くなれる機会を棒に振ってんの？　本末転倒だよもう。

　ちなみに、柴はどうも氷室から怨込み込みでみっちりと絞られたらしく、合流した時には枯れかけのひまわりのような状態だった。南無。




　その夜、俺はＴＳＵＴＡＹＡにＤＶＤをレンタルしに来ていた。

　ちょっと遅くなったけど、砂と一緒に映画を見に行った時に約束していた俺のオススメアニメを借りるためだ。目的を終えた俺の手にはあるのはレンタルしたＤＶＤが入った袋に、それと店頭においてあったバイト情報誌。この前の発売日に工房シリーズを断念しハイロボしか買えなかったように、俺の懐はゲーム代がかさんで財政難なのだ。やっぱ稼げる余裕のある時に稼いでおきたい。何か夏休みの学生向けのいい短期バイト、見つかれば嬉しいなぁ。

　などと考えながら、せっかくだからとそのままゲームコーナーを物色し、お金が入ったら何を買おうかと夢を膨らませる俺。ま、こいうのって大概は夢のままで終わっちゃうパターンなんだろうけど。

　──あ、そういえば今回のハイロボに初参戦していたロボットアニメ、今度ＴＳＵＴＡＹＡに寄る機会があったら借りようって思ってたんだっけ。いやぁすっかり忘れてたな。よし、まだレンタルの限度には空きがあることだし、それも借りて帰るとしよう。

　と、俺は再びレンタルブースのアニメゾーンへと足を運んだ。

　すると──

「ん？」

　そこには見覚えのある人物が、中腰で棚から取り出したＤＶＤのパッケージ裏を見ていて──その姿は見知ったものではなく、自信がなかった俺は少し躊躇いがちに声をかけた。

「もしかしなくても……砂城だよな？」

「へ？」

　横から急に声をかけられた金髪の少女は、背筋に氷でも垂らされたかのようにビクッとすると、まるで隠すように手に持っていたケースを棚に戻した。

「……て？　あれ、オタ島？」

「おっ、やっぱり砂か。偶然だな」

　砂城が今、反射的に戻したのはこの前一緒に見に行った映画、ブレスのＴＶ版ＤＶＤ。どうやらあの場だけのリップサービスではなく、本気でブレスに興味を持ってくれたようでついつい嬉しくなってしまう。ああ、よかった。この様子だとさっき借りたこれも喜んで受け取ってもらえそうだ。

「う、うん、偶然……にしても、へぇー、よく一発でアタシってわかったね、こんな格好なのに」

　立ち上がった砂城が感心するように言葉を放った。

「ん、そうか？　ま、いつもとは違う格好とはいえ、雰囲気はまんまだったしな。普通に気付くだろ」

「そ、そか」

　確かに目の前の砂城は、普段とは異なる格好をしていた。

　一度帰った後だからか、ろくにメイクせず、髪も結ばずに下ろしたままの砂城の服装は、灰色のスエットズボンにピンクのシャツと薄手の黒パーカーと、寝る前にちょっとコンビニに行くくらいのラフな格好だ。












　そして──

「砂って普段はコンタクトだったんだな」

「まぁね。外した後にまたコンタクトするのも面くさかったし、知り合いに会うわけでもなかったから、もうこのまま出かけちゃっていいかなーって」

　今の砂城は黒縁の眼鏡を掛けていた。新鮮な感じだ。にしても──

「眼鏡ってほんと、知能補正のアイテムだよな。それだけでなんか、頭よさそうっていう印象を与えられるつーか」

「……な、なにさ、はいはいわかってるって。どうせオタ島と違って馬鹿キャラのアタシには不釣り合いなアクセですよー。似合ってなくて悪うござんしたね」

　拗ねるように砂城が俺を睨んだ。

「似合うか似合ってないって話なら、似合ってるだろフツーに」

「んんん!?」

　改めて見ると、眼鏡姿の砂城も悪くない。一種のオシャレとして普通に様になってるし──そうだ。もし氷が眼鏡を掛けたらどうだろう──!?

「よくさ、眼鏡を取ったら実は美少女で不意をつかれてドキリ──なんてありがちな展開があるけどさ、逆もありだと思うんだよな。基本美少女って時点で何してもアリなんだし」

「び、美少女……!?」

「新鮮だからこそかわいくてドキリとさせられるつーか、これがまた知性とはかけ離れたお馬鹿キャラだったりすると尚アリだよな。こうギャップがたまらないというか──」

　うん、インテリ眼鏡をかけたポンコツンドラ氷室涼。超アリだと思います。

　──て、げ!?　話の途中から完全に自分の世界に入って色々自分の趣味を語ってしまった。うわーこれ、完全に砂城のやつひいちゃってるよな？

　ちらり、恐怖を胸に砂城の様子をうかがう。

「へ、へぇ……そ、そりゃあ、ようござんしたね──お、これ面白そうじゃん」

　気まずそうにそう言った砂城は、わざとらしく棚からＤＶＤを取り出すと、それをじっくり眺めた。その様子はあからさまに会話のシャットダウンをしようとしていて──ああ、百パーひかれたよな……。

　俺は肩を落としながら後頭部を掻いたのだった。





　　♡






　ヤバイヤバイヤバイ、さっきのはマジでなんなの!?

　ドクンドクンと速まっていく鼓動を必死に押さえつけながら、とにかく気を紛らわす物をと思って、目の前の適当なＤＶＤを咄に掴んだアタシ。

　あ、あれってやっぱ、今のアタシに対する感想だよね。そうだよね。うん、氷さんがお馬鹿キャラなわけないし……。

　も、もぉ、オタ島ったら本命いるのに他の子口説くなんて、マジサイテー、マジアリエナイワー。

　とか思いつつも、ＤＶＤケースに映るのっぺりとしたアタシの顔は嬉しそうに歪んでいる。うぅ、こんな不意打ち卑だし。

　でも、わかってる。オタ島は──アタシの惚れた男は、どんな茶し方をしても気持ちを揺るがせずに平然と流せるような誠実な人だ。今の発言にも他意などはなく、単に友達として冗談交じりの褒め言葉だったんだって。うん、いつもみたいに。

　そう思うとだいぶ落ち着くことが出来たけど……やっぱちょっとだけ、胸に小石ぐらいのやるせなさを感じてしまう……。

　──って、ダメじゃんアタシ。せっかく校外でオタ島と会えたんだから──よし！　ここはオタ島の得意分野から入って話を弾ませよう。

　一度、ギュッとＤＶＤケースを強く握った後、アタシは笑顔を作って顔を上げ、そのＤＶＤをオタ島に差し向けた。

「オタ島はさー、これ、どう思う？」

「ん？　どれどれ──んーどう思うって言われてもなぁ……」

「へぇーオタ島にもわかんないアニメとかあるんだ」

「いや知ってるアニメではあるんだけどさー……いきなりシリーズ第三期の四巻とか見せられても、それだと途中だしどう反応返せばいいのかと……」

「へ？」

　適当に振ったことを悟られてるらしく失笑するオタ島。慌ててアタシはＤＶＤを確認する。あ、ほんとだ、オタ島の言った通り途中の巻じゃん。

「そういえば、砂さっき、ＴＶ版のブレスのＤＶＤ見てたよな？」

「あーあれね、オタ島が前に見た映画は一期の総集編って言ってたから、ちょっと見直してみよーかなぁって。面白かったし」

　本当は別の映画を返しにきたついでに何となく寄っただけだったりするけど──内緒。

　それからアタシとオタ島はブレスの話題を中心に、人目を気にせず他もない会話で盛り上がった。以前からそうだったけどオタ島って変に卑下してきょどらないし、逆に下らない見も張ってこないから、普通に会話してて楽しいんだよねー。

　とても充実した気分でいっぱいのアタシは、笑顔の裏でふとこんな思考を過ぎらせる。




　うん、やっぱアタシにとって、オタ島を諦めるって選択はナシなんだなぁーって。




　オタ島が氷涼に一なのは痛いほどわかってる。だからこそ、オタ島には結ばれて欲しくなかった。あんな性格最悪女、絶対に後悔しか残らないから。悪いけど、アタシはオタ島に幸せになって欲しいからこそ失恋するのを願っている。一番ベストなのはそうなる前にアタシに振り向いてもらえること、なのかな。

　……もしあのオタ島の一途さがアタシに全部注がれるとしたら──やばい、はんぱない。もう想像するだけで幸せ死ぬ。

　だいたい氷室さんには好きな人がいるらしいから、ぶっちゃけその人とさっさとくっついて欲しい。氷室さんがオタ島の良さに気付く前に。うん、あんなやつ、後になってそれに気付いて死ぬほど後悔するべきだ。自分がいかに愚かな選択してるかを。

　ま、あんな酷い振り方しといて、今更好きになったって言われてもそれはそれでムカつくんだけど。

　現状、どっからどう見ても氷室さんは、完全にオタ島のことを自分より劣ったつまらない存在程度にしか認識していない。だからこそアタシに、もしかしたらのチャンスが到来するんじゃないかって期待してしまう。

　でも逆に氷室さんがオタ島を好きになってしまう可能性も大いにありえるのだ。今更それは許せないし、オタ島には悪いけどアタシ的には絶対にイヤ。だからそうなる前に、早いとこアタシがオタ島をかっ攫ってやるんだ。氷室さんマジざまぁって感じに。

　ま、そんなわけで手始めに夏休みでも会える接点を作りたいというか、アタックをしかけるチャンスを手に入れておきたいというか──それもやっぱり夏ならではのやつがいいというか、こう異性としての意識バンバンなイベントを──

　ぶっちゃけると、オタ島を恋祭りに誘いたい！

　一緒に過ごせば片思いが叶うって例のアレ。神様頼みなんてのがアタシらしくないってのは自分でもわかってる。でも確率がゼロでないなら賭けてみたい、オタ島の氷室さんを思う気持ちの強さがハッキリしているからこそ──

　はぁ、でもやっぱオタ島、絶対に氷室さん誘うよね。お祭りに……。

　気になる、非常に気になる。──うし！　ここは思い切ってツッコむぞアタシ。

「ね、ねぇオタ島……もうすぐさー、夏休みじゃんか」

「うん？　そうだけど──あ、先に言っとくけど、夏休みはびっしり勉強会を開く予定だからな。残念だが、進学したいならここが正念場だと思って腹括っといてくれよ」

「いや、そういう話じゃなくって」

　うしうし！　とりあえず夏休みにオタ島と会えることは確定だ。幸いいじゃんアタシ。

「オタ島はさ、やっぱ恋来に氷室さん誘っちゃおうと企んでるのかなぁーって」

「あぁなんだお祭りの話か。お前ら好きだもんなーその手の話。そうだなー」

　視線を上に向け、考える素振りをみせるオタ島。

「まぁ、俺から誘うことはないだろうな」

　と、苦笑しちゃって──

「え？」

　衝撃のあまり、ポカンと開いた口からつい小さな声が漏れ出る。

　そそ、それってつまり、氷さんがきっと自分の好きな相手を誘うだろうからオタ島は遠慮するとか、好きな人の意思を尊重するとかそういう意味だよね。うん、だって今のオタ島、何か複雑そうな顔してるし。

　ってことは──アタシにもワンチャンあるんじゃ──

　そう思った途端、前のめりになったアタシの口は無意識に動いていて、

「オタ島、アタシと──」

　ゴクリと生を飲んだ瞬間、我へと返ってしまったアタシ。

　ええ？　どーすんのこの空気。オタ島「ん？」って顔でアタシが何を言うのか待ってるし──えええい、ここはもう覚悟を決めちゃうしか──




「ア、アタシと一緒にバイトしようよ！」




　…………。

　ああぁあああ、やっちゃったぁああああああ!?

　緊張と恥ずかしさのあまりつい俯いちゃった時ふとオタ島の持つバイト情報誌を捉えちゃったもんだからつい……。

　つーかムリムリムリ。だってあの祭りに誘うのって、例のジンクスがあるから告白してるのと同じなんだよ。それに結果が見えてるだけに……。

　アタシさ、今まで友達の恋愛相談のるたびに「早く告ればいいじゃん。アタシならそうするのに」とか「なんでたかがデートに誘うだけなのにこんなオドオドしてんだろ。意気地ないなー」とか心の中で愚痴ってたけど、ゴメンみんな、今ならわかるわその気持ち。

「バイト？」

　大胆な話題変更に眉をひそめるオタ島。ええい、もうここは突っ走るしか！

「そ。バイト。オタ島、そんな冊子持ってるってことは、夏休みにバイト始めようってクチなんでしょ？」

「ま、まぁそんな感じだけど」

「だったらアタシとさ、一緒に動物園の臨時スタッフのバイトでもやってみない？」

　アタシは胸を張ってそう宣言した。

「……臨時スタッフか。それはまた、短期バイトにはうってつけそうだな」

「でしょ。アタシの紹介だからすぐ受かると思うし」

「じゃ、お言葉に甘えさせてもらおうかな」

「りょーかい。連絡しとくから。暑いし、わりと体力いる仕事だから、へこたれないよう気を引き締めといてよね。紹介したアタシの顔潰すのはマジでなしだから」

「お、おう。そこは大丈夫……なはず」

「ほんとに～？　バイト先に期待しといていいって言っちゃうよおー？」

　自信なげに笑うオタ島に向かってじとっとした笑みを返す。

　──ってあれ？　ま、まってこれ、恥ずかしい自分隠すためにノリだけで口走った感じだったけど、ようするにオタ島と一緒にバイトすることになったんだよね……？　いいじゃん、最高じゃん。めっちゃ青春じゃない！

　えっとーあれだあれ……そうそう確か雨降って地固まるってやつ。オタ島に以前習ったことわざ。

　うんうん、夏休みは長いんだしオタ島が氷さんをお祭りに誘わないのもわかったんだから、どこかタイミングを見計らってまた切り出せばいいっしょ。

　おし頑張るぞと胸中で拳を握るアタシ。

　すると、オタ島が「そうだ」と手に持っていたＤＶＤのレンタル袋を差し出してきて、

「ほいこれ、今のうちに渡しとくわ」

「ん？　何でオタ島が借りたＤＶＤをアタシに渡すわけ？」

　そう首を傾げながらも、流れで受け取ったアタシ。

「遅くなったけど、約束してた俺のオススメアニメセレクトだ。とりあえず砂でも面白いって思ってくれそうなのを何作品か選んでみた」

「あ！　あの約束、覚えててくれたんだ！」

　テスト前にオタ島と映画行った際に交わした約束のこと。アタシの顔はぱぁーと晴れ上がる。

「もしかして、オタ島はそれを借りるのが目的でＴＳＵＴＡＹＡに？」

「ん、そうだけど」

「ふーん。あ、レンタルってことはお金払ったってことでしょ。いくら？　アタシちゃんと出すから」

　鼻歌を歌いそうなほどご機嫌な気分で鞄の中から財布を取り出そうとする。が、それをオタ島は止めるように手を上げる。

「ああ、お金は別にいいから。これ全部余ってたポイント使って払ったんだよな。だから気にしないでくれ、俺の奢りってことで。それに──」

　と、何かを言いかけた瞬間オタ島は照れたように目を泳がせ、

「それにさ、もしつまらないって感じたら、その……アレだろ。俺的にはそうならないって断言出来るけど、なにぶん女の子にアニメを勧めるのなんて初めてだしさ。ま、そん時は大目に見てくれっていう一応の保険って感じで、これは俺の奢りってことで」

　アタシの胸にズキューンと拳で撃たれたような刺激が走った。

　そこまでアタシのこと考えてくれるとか、もうオタ島、マジキモイんだけど!!

「オタ島」

「ん？」

「アタシこれ、一生大切にするから」

「いや、一生は困るぞ。レンタルなんだし。一週間で返してくれ」

「あ、そっか。じゃあ一週間大切にする」

　あぁ、すっごい最高の気分。

　思いがけず遭遇した上に、バイトの約束、更にはサプライズプレゼント。

　マジやっばい。時代の風は今、完全にアタシに吹いている感じじゃん！

「それでさ、一つ砂に教えて欲しいことがあるんだけどさ」

「なになに？　なんでも聞いてよ」

　うんうん。アタシ今ちょー機嫌いいからどんなことでも答えちゃうよ！

「氷に似合う夏服ってさ、どんなんだと思う？」

　瞬間、ピシッと空気に亀が入る。

　ア、アタシの時代が……瞬く間に終わりを告げたのだった。






四章　友達氷室さんと過ごす休日









　氷の女王が暑さに負けて溶けて蒸発しかけてる。

　それが、駅前で待ち合わせた氷室を見た瞬間の感想だった。

　夏休みがもう目と鼻の先まで迫り、ここ数日で一気に上昇した夏の気温。ジメジメして鬱しい熱さの毎日に、インドア派の俺はもうすっかり白旗状態だ。

　となると当然、その服装も季候を考慮したものに変わるのが自然なはずなのだが……

「な、何よ……？」

「い、いや、氷室はそんな格好で暑くないのかなぁって……」

　そう、氷室はなんと、前に俺が買ってあげた春物の服を着て現れたのである。流石にカーディガンは置いてきたみたいだけど。

「あら、その発言はいささか不条理なのではないかしら。私はただ貴方との約束を守っただけなのに。それに私からすれば、暑さ以前にこのコーデ自体がもう我慢の限界だわ」

　以前、この服をプレゼントする時に俺達が交わした約束を持ち出した氷室は、私が暑さを我慢してるのはお前のせいだとばかりに、手を腰に当て不服そうに睨んでる。

（あ、暑い……けど、頑張るから。だって私、貴方のプレゼントしてくれた服で出かけられて幸せな気分だもの！　それにもう、田君にガッカリされるのはいやだから……）

　あぁ、なるほど。

　好きな人によく見られたい、見を張りたい。その気持ちはよーく理解できるしかわいいし、それが他ならない俺に対してってのもすっごく嬉しい。

　ただ……見てるこっちが心配になる無理だけは、しないでほしいんだよなぁ……。

　今一度俺は氷の表情を見つめる。

　汗ばむ額に、普段より覇気のなさそうな瞳、ただでさえ体力の乏しい彼女にこんな状態で歩かせては危険だ。それに汗を掻きすぎるってことは、この時期クーラーがガンガンな店内に入った途端、体表が急激に冷やされて夏風邪を引く恐れだってあるのだから。

　ほんと、氷室の特殊すぎるファッションセンス受難はどうにかしたいよな……。

　……ところで、氷室の白く滑らかな鎖骨部を汗がすうっと伝っていく様子に妙なエロさを感じてしまった俺だけど──うん、男子高校生としては健全だよね？

「悪い、正直そこまで深くは考えてなかった。とりあえず、先に服を買いに行かないか？」

「ふふ、その潔さは素直に褒めないといけないわね。ま、いいでしょう。今回は特別にプランの変更を受け入れて上げるわ」（私のこと気遣ってくれてありがとう田島君！　私が田島君の提案を拒むことなんてありえないから、どしどし言ってちょうだいね）

　お、おう。

　そうして俺達はまず氷室の服を買いに行くことにしたのだった。

　場所は──ま、まぁ前回と同じ。

　ほんとはその道のプロフェッショナルな砂に流行とかオススメの店とか聞いておく予定だったんだけど……。砂城のやつ、その話題振ったら見るからに不機嫌になって、「アイツへのプレゼントのアドバイスなんて絶対にイヤ」「アタシ言ったよね。氷室さんのこと応援しないって」とか言って、頑なに話すの拒否られたんだよな……。




「ど、どうだ氷室？」

　そんなこんなで、今回の俺は、グーグル先生に頼ってコーデを選び終え、氷室が試着するのを待っていた。

「ふふ、せっかちな男は嫌われるわよ」

　楽しそうな声と共に試着室のカーテンが開かれる。

「おぉ、いい感じじゃん！」

　氷室が好きそうな、大胆で大きな花柄がプリントされたスカートは、華やかながらもシックな色合いによって派手さを抑えている。上はおとなしめに青色のシャツだ。うん、とっても綺だ。

　氷室の奇抜な嗜を上いことオシャレへと昇華したコーデ。ありがとうグーグル先生。

　本音を言えば、そこにある水色のシンプルなスカートに白いシャツの、クールな氷に似合う涼しげで大人なカジュアルコーデ──的なやつが一番俺の好みにどストライクだったりするんだけど、やっぱこれは氷室の買い物なんだから、いくら目的が俺のためとはいっても、氷室が納得する物を選んであげるのが一番に決まってる。あぁ、こうやってオシャレとダサいの境界線を徐々に見せ、地道に氷室のセンスを軌道修正していこう。

　前回とは違って自信満々のオーラを纏う氷室は、得意げに口を開いた。

「どうかしら？　田君から見ても、似合ってる？」（うん。この花柄すっごいアリだわ。前のやつよりずっといい。さぁ田島君、いっぱいいっぱいいっっっぱい私を褒めて！）

「……なんて言ったらいいんだろうな……こう、氷室ってやっぱ美人だなと改めて痛感させられたっていうか……うん、氷室だからこそ、ここまで綺に着飾れるんだなと……」

「それ、冴えない貴方が言うと、言葉に一層の深みが出るわね」（きったわぁああああああ!!　美人、そして綺麗のダブルパンチよ！　やったああああああ嬉しいぃいい。えへへ、田島君だって、なに着ても似合うイケメンのくせに、このこのー）

「そ、そりゃどーも」

「ふふっ」

　つい顔を赤くして俯いた俺を余に、満足そうな氷室は鏡へと向き直る。




　そして、何度か氷室はクルクル回ると、鏡に映る自分を見て穏やかな笑顔を作って──




　あぁ胸にじんわりと広がるこの充実感。よかったぁ、氷室が好むコーデを選んで。

「その様子じゃ、だいぶ気に入ってくれたみたいだな」

　そう声を掛けた瞬間、鏡に映る俺の顔に気付いてハッとなった氷室は、慌てたようにピシャッとカーテンを閉めた。まさか、気付いてなかったのかよ。

「そうね。いい線はいってると思うわ。これからも精進なさい。今度は、私が心から気にいりそうな代物を期待しているわ」

　試着室越しに氷室の平な声が飛んで来る。

（ちょ、ちょっとまってまってまって。今の私、田島君に見られてたの!?　あまりの嬉しさに舞い上がってた私の姿を！　は、恥ずかしいぃいいいいいいい）

　試着室の中にいる氷室ははたして真顔なのか、それとも顔を赤くしているのか、それがちょっぴり気になる俺であった。







「氷室のリベンジって、これかぁ──」

　既視感のあるピンクの移動式屋台を前に俺は小声で独り呟いた。

　上機嫌な氷に連れられる形で訪れたのは、公園の中にあるあのアイスクリーム屋。

「ここ、美しかったからもう一度来てみたかったのよ。もちろん友達として、ね。デートだとか勝手に妄想するのは止めてちょうだい」（さぁ今度こそ買い食いデートを楽しむわよ田君。邪魔者もいないし、今度こそ二人きりよ二人きり！　それに、もう予習はばっちしだから）

「あ、ああ……よし。じゃあ、見た感じ並んでないみたいだし、さっさと注文しちゃうか」

　氷室と一緒に屋台のカウンターへと足を運ぶ。すると、どうやら俺達の顔を覚えていたらしい屋台の店員は「え、そっちが本命だったの？」とでも言いたげに、意外そうな視線を俺へと向けてきた。……そんなに驚くレベルなのかよ。

「田島君、レモンにはね、疲労回復にいいクエン酸が多く含まれてるの。そのアンデッドのような顔つきも、疲れがとれれば多少マシになるんじゃないかしら」（いつも生徒会お疲さまです田島君。無事に一学期を終えられるのも貴方のお陰。さぁレモンシャーベットで日頃の疲れを癒やして頂）

「へぇー、そうなんだ」

「田島君、モモにはね、夏バテ防止のビタミンＥが豊富でウナギ並にスタミナ効果があるそうよ。ま、もやしっ子な貴方には夏じゃなくても必要そうね」（ふふ、今年の夏はいっぱい色んなところにお出かけするんだから、ダウンするのは禁止、禁止だからね）

「お、おう」

「田島君、オレンジはね、体臭予防となる抗酸化物質が豊富に含まれているの。これから夏も本格化することだし、生徒会室で異臭騒動が起きる前に、是非摂取してもらいたいわね」（オレンジってとっても美容効果にいいらしいのよ。でも……田島君が格良くなりすぎてまた一段とモテるようになるのもそれはそれで考えものよね）

「そ、そか。一応、気にしておくよ」

　最後のはもう、完全な悪口だよな。なぁ氷室、鼻を押さえるのはやりすぎだぞ。

　カウンター越しに刺さる店員の同情視線がこれまた痛い。

「というか、ほんと何も知らないのね田島君は。あれね、貴方って人は、勉強だけは出来るけど社会に出ても何も出来ない系ね。少しは私を見習いなさい」（もしそうでも大丈夫！　いつでも私が貴方を支えてあげるから。だから、田島君も私のことを支えてよね。私は田島君が側にいてくれないと、寂しくて何も出来ない系になっちゃうから。さぁさぁ、田島君はどれを選ぶ？　もちろん私はおそろいよ、おそろい！）

　やれやれと肩をすくめる氷室。さ、最後のは反則的にかわいすぎるだろ！　何だよ寂しくて何も出来ない系って！

　氷室の心の声に悶えながらどうしようかと悩む。すると、見かねた店員が、氷室の挙げたフルーツが全部入った特製クレープを二人分作ってくれると言ってくれた。ちなみにレモンはクリーム。そういやクレープが発売されたんだっけ。ありがとう店員さん、ここひいきにさせてもらうから！

　そう口でも心の中でもお礼を言いながら代金を払う俺。

　するとその瞬間、

「お、奇遇だなお前ら」

　背後から軽快な声がかかった。

　振り返るとそこには、首にタオルを巻いた鋭めな目つきが特徴のイケメン──柴が、トレーニング中と思しき汗に濡れた姿で立っていて──柴は隣の氷をちらりと一した後、俺にだけ見えるよう親指を立てる。ほんと、見違えるほどいいやつになったな柴。

「偶然だな柴。その汗だくな感じだと、ここでジョギングしてたとかか？」

「ま、そんな感じかな。ここの公園を利用して自主トレするのが俺の日課なんだよ。そんでもって帰りにここで糖分補給をするとこまでがな」

　そう言って柴はカウンターに向かうと「マスターいつもの。クレープで」と叫んだ。なにそれ格いい。

「ほんとよく来るみたいだな」

「まぁな。女っぽいって言われるのが嫌だから内緒にしてるけど、俺、甘い物には目がなかったりするんだよな」

　照れくさそうに話した柴は、次に氷室の格好をまじまじと見つめたかと思ったら、

「へぇー、流石は氷室さんっていうか、すっごい様になってんじゃん。その私服姿」

「そう……それは、ありがと」

　そう言いながら氷室は、むずがゆそうに俯いて──ちょちょっと待て、え、なんで柴にデレんの!?　嘘だろ!?

　よ、ようし、こうなったら──

「氷室、俺もよく似合ってて可愛いと思うぞ」

「はぁ？　それは当然じゃない」（あっれぇ～？　張り合っちゃって──もしかして田君、嫉してくれてるの？　ふふっ、安心して、今のは田島君が見ってくれた自分の格好を褒められたのが嬉しかっただけよ。ま、それは内緒だけど。──でも、ふふっ、咄とはいえ似合ってるっていうのはおかしいわよね。だって貴方が選んだのに）

　幸せそうに笑う氷室の本音。ああこれは是非、表情に出して欲しかったなぁ。だってさ、こんな小悪魔みたいな表情の氷室とか、絶対最高にかわいいじゃん！

　ふと気がついて周りを見る。そこにあったのは二つに増えた同情の眼し。もう、ヤダ。

　三人の注文が出そろうと俺達はすぐそばの大きなベンチへと移動し食べ始めた。氷室が右端に座った後、そこは俺の席だとすかさずその隣に座り、その横が柴という形になる。

　これが前回柴じゃなく砂だったわけだけど……まぁ色々と大変だった。

　その点、柴だと何も起きる必要性がないから気が楽だ。うん、男サイコー。

　そう胸中で笑いながら俺はクレープに一口かぶりつく。

　美い。オレンジのほどよい酸味にとろけるほどに甘いモモの味、それらをレモンクリームが良い感じに包み込んでいる。とても即席とは思えない。店員さん、これ今すぐメニューに入れるべきですよ。

　隣の氷も、美しいとでも言うように耳をぴくぴくさせながらハムハムと食べている。やばいかわいい。ああ、なんて最高の休日なんだろう。

　と、幸せを堪してほっこりしていると、

「田、その……」

　何やら柴が意味深な顔でこっちを見ていて、

「よければ一口、交換しないか。特別メニューと聞いてちょっと興味があるというか」

　そわそわと落ち着きのない柴。

「お、やっぱ甘い物に目がない柴としては気になっちゃうか」

「まぁな。そんな俺が自信を持ってオススメするのがこのチョコカスタードだ。どうだ田島、気にならないか？」

「気になるな。よし、交換しようぜ」

「流石、田島、話がわかるやつだぜ」

　こんな柴の喜ぶ顔ってのは初めて見たかもしれない。ほんと、甘い物大好きなんだな。

「んじゃ俺から貰うぞ」

　そう言って俺のクレープにかぶりついた柴は、堪能するようにゆっくりと咀していく。

「うーん──美味いけど、やっぱ俺的には、チョコカスタードが一歩上をいってるって感じだな。ほら、田島」

「おう、さんきゅ」

　大層な自信にワクワクしながら俺は柴の持つクレープにあーんと大きく口を開いてかぶりついた。

　──え、なにこれめっちゃ美味いじゃん。

　もう余計な具材の無いシンプルだからこそ為せる技というか──うん、語死んだわ、めっちゃ美味い。

「なあ柴、もう一口だけもらってもいいか？」

「ふ、これでまたこの味の虜が一人増えたようだな」

　目を見開いて興奮する俺の姿を見て柴が満足そうに頷く。

　すると、右横から気のせいか冷たいオーラが漂ってきて──

「田島君、私の隣でそのような品のない行為に及ぶのは止めてもらえるかしら。非常に不愉快なのだけど」

「わ、悪ぃ氷。言い出したのは俺だ。だからあまり田のことばっか責めないでやってくれ」

「いえ、同罪よ」

「そ、そうか……」

　氷室の凍てつく視線にすっかりと気後れする柴。

　ごめん、ごめんな柴。氷室は別に品がどうとか怒ってるんじゃないんだ。

　だって本当の氷室は、

（なななななんで柴君と田島君が食べさせあいっことかしてるのよ!?　田島君、私以前言ったわよね。友達同士は恋人と違ってあーんしたりなんかしないって。もぉおおお、私の隣で平然といちゃつくのは禁止だからぁああああああ!!）

　このようにただ自分が憧れてることを平然とやってのけた柴に嫉してるだけなのだから。というか、男相手にも嫉妬するのかよ。

「はぁ……。それで田島君、そのチョコカスタードとやらは絶品だったのよね」（ふん、いいもん。見ていなさい柴君！）

「あ、ああ」

「……そう」

　静かに呟いた氷室は立ち上がると、ゆっくり屋台へと歩き出し──そして数分後、チョコカスタードクレープを手にとって戻って来た氷が俺の隣に座る。












「あら、ほんとに美しいわね」

　一口、食べた氷室が感想を呟くと、じろりと俺を見て、

「なによ……あげないわよ」（ささ、どうぞ田君。もう一口は私から、氷室涼とかかかか間接キスなんかしちゃったり──うへへ）

「わかってるって。そんなはしたない真しないからさ。ささ、思う存分に堪してくれ」

　ホントは、したい、めっちゃしたい──けどさ……流石にこれに乗ったら、さっきの柴が怒られ損すぎるだろ！

「そう、学習能力が高くて助かるわ」（なんでよぉおおお。柴君とは食べさせあいっこしたのになんで私とは駄目なのよ!?　これは贔、友達に対する贔屓行為よ。平等に扱って、ちゃんと平等に扱って）

　平等──で、いいのか氷室は。

　うーん、どうも氷室って、人付き合いを全く経験してこなかったせいか恋愛と友情がごっちゃになってる部分があるんだよなぁ。

　柴との禁断の関係疑惑とか……うわ、考えただけで悪寒が走る。

　俺にそんな趣味はないと口を苦くしていると、柴が肘で小突いてきて、

「な、なぁ田島、今度は生徒会の帰りにでもみんなで来ようぜ」

　小声でぼそり。要するに、俺にお膳てして欲しいと。まぁ構わないけど。

「そうだな。相にもこの味、教えてやりたいよな」

　ただ……相沢には俺の思い違いじゃなければ、俺はプラスの意味で平等に扱われてないっぽいからな……その疑惑を晴らすまでは、四人で買い食いはお預けかな。

　でも、四人で行動することが多くなりそうな夏休みまでには、どうにか解決したいところなんだけど……はぁー、なんかないかな？　こう、ギャルゲーみたいにばっと全員の好感度が確認できる、言ってて思わず苦笑しちゃうような非現実的で裏技っぽいやつが……。

　──って、あれ!?　ちょっと待て、あるじゃん疑惑を晴らす最強の裏技。ああ、俺だからこそ可能なとっておきのジョーカーがあるじゃないか。

　普通のラブコメなら不可能な工程すっとばしの秘策が。

　思い立ったが吉日。俺は早速とある人物にラインを送った。

　その相手は最初は嫌がるような返事をしながらも、しぶしぶ俺の要求を承諾する。

　そして、氷室が食べ終えるのを待って俺は言ったのだった。

「悪い氷室。ちょっと行きたいところが出来たから、付いて来てくれないか？」




　柴と別れ公園を後にした俺達が向かったのは、

「お、来ましたか。いやぁ愛、お久しぶりですね」

　あの、ナンナの占いの館だった。

　そう彼女こそが俺が手にするジョーカーであり秘策だ！

「……取りあえず付いてきてあげたけれど、何、田君、ナンナに占ってもらいたいことでもあるの？」

「あ、ああ。まぁ、そんな感じかな……」

「そう。ま、私にとってはどうでもいい用事であるのは確かみたいね。ちょっとお手洗いに行ってくるわ。別に私が戻らなくても、進めてもらって構わないから」（きっと私達についての相談よね。何かな何かな？　あ、もしかして、結婚とか出産についての占いかな？　うんうん、重要よね。わくわく、わくわく。ええ、こういうのは万全の状態で聞きたいわ。ちゃんと戻るまで待っててね）

　そう言って、無関心を装う氷がトイレに向かった。そういう話をしに来たわけじゃないけど……取りあえず、待つことにする。

　それまでの間は、ナンナと情報交換でもしていよう。

「お久しぶりですね──って、最近顔見ないけど、仕事疎かにしてて大丈夫なのか？」

「いやですねー。ちゃんとクライアントの方とはコンタクトとってますよ」

「そうみたいだな。お前が渡したゲームのせいで、散々な目に遭ったよ」

「ナンナさんはちゃんと言ったんですよ。二人でなら楽しめるゲームだって。なのに、大勢でやるからあんな目に」

　へぇ、ちゃんと俺達の様子見てるんだな。

「まー最近愛の下に顔を出せなかったのは勉強会だとか研究会だとか、くだらない出張や研修が色々とありましてね。もういやになりますよ神様業も」

「なんか、神様業って普通のサラリーマンみたいだな……」

「それに、元々この時期は忙しいんですよね。お祭りの準備もありますし」

　準備？　恋祭りの陣頭指揮でも執ってんのか？　いや、やりかねないなこの神様なら。

「……ちなみに、ハイロボの方はどこまで進んだんだ。俺はやっと一周目終わったよ」

「お、聞いて下さいよ愛斗！　つい昨日、ようやくＥＸハードをクリアしたんですよ。いやぁ今回もゲッカーが輝きましたねゲッカーが」

　うんうんと首を振り感慨に浸るナンナ。やっぱお前、ずっとゲームしてサボってたろ。

「あら、楽しそうね二人とも」（むぅ、また他の女の子と楽しそうにしてる）

　トイレから戻ってきた氷室が俺の隣に座った。

「それで愛斗、今日はどんな用事でこちらに？」

「あーそれなんだが……ちょっくら、俺のことを好きな人がどれくらいいるのか占って欲しいなぁ……なんて」

　言いながら恥ずかしさを覚えた俺は、ついつい目を泳がせ頬を掻いてしまう。

　要するに、氷以外に俺のことを好きな人がいるのかどうかが知りたい。そう、この裏技を使えば、相問題は大幅に進展するのだ。「何言ってんのお前？」って自分でも思うけどここは我慢。この恥ずかしさは神に頼る代償だと考えることにする。

　隣の氷室は、ほんの一瞬だけ大きな瞬きを見せ、

「……とんだナルシストね呆れたわ。何かしら、その結果が一だった場合、その人物は私である──とか、気色の悪い証明でもしようとでも？　くだらないわね」（怖いけど、これは私もすっごく気になるわ。神様お願い、どうか二桁内で収まっていて）

「い、いや、別に他意があるわけじゃなくてだな。単に興味本位というだけだ」

　我ながら酷い誤しだ。すると、ナンナからは意外にも真剣な視線が飛んできて、

「愛、本当にいいんですか？　そんなこと占って、後悔しても知りませんからね」

　後悔？　そんな心当たり全くないんだけど……ん、もしかして氷室が俺を好きなこと、知らない体で通すためのフリってやつかな？

「ああ、大丈夫だ。たとえゼロでも受け入れる準備は出来ている」

　実際、めっちゃ落ち込む自信があるけどね。

「わかりました。そこまでの覚悟がおありなら占ってあげましょう」

「はぁ、単なる興味本位で十分千円の金額を払う気になるなんて、ある意味尊敬するわ」

　その呆れは本音か……。ま、俺は別に料金を払わなくても──

「占い、承りました。ご利用ありがとうございます」

　うぉ、眩しい微笑み。くっそ、本当なら払わなくてもよかったのに、ナンナのやつ氷室の言葉に便乗しやがったな。

「それでは早速、占いましょうか。こういうのはカード占いが適しているんですよね」

「へぇ、貴方そんなことも出来たのね」

「ナンナさんは基本何でもばっちこいですよ。さて、今回使用するのはこのエジプトの神様が描かれた三枚のカードです。これで愛斗の現在を見通して上げますよ」

　と、見せびらかすようにしてカードを取り出したナンナは、それを机の上に裏向きで置き、何回もシャッフルを繰り返していく。

　おいそれ……どう見ても遊神王カードじゃねぇか。何が占えるのそれで？

　本当は神様の力で一瞬で結果がわかるのに、それっぽい感じを演出して遊んでいるナンナと、感心してそれをじっと見る氷室。カードを開くたびにナンナが「ふむ」とか「あ」とか意味深な演技をかまし、その都度氷室がそわそわ体を揺らす姿がもうくそかわいい。

「──見えました」

　ナンナがきりっと顔を正す。




「愛斗のことを好きな人、それは──ズバリ二人いますね」




「二人も、いるのか!?」

　一応、氷がいる手前驚く。ただ、戸惑っているのは本当だった。

　仮にこれが想定内の結果だったとしても。

　そして、その内の一人が氷室なら、もう一人はこれまでの経緯や情報を統合する限り、




　──相波以外に考えられない。




　だって、氷室とは大違いの露骨で分かり易いアピールだったのだから。

　不意に砂の発言を思い出す。要するに相沢の俺の恋を応援する宣言は、俺に接近するための嘘であり、去年やった「カレシにしたいランキングでの俺への投票」こそが本音。……複雑だな。

　と、やけに氷室が静かなことに気付いた俺はちらりと顔を横に向けた。

「……おかしい、計算が合わない」

　氷室は顎に手を当て思案顔で小さく呟いていたのだが、上くは聞き取れなかった。

「お、そういえば涼、その服似合ってますね。もしかして愛からのプレゼントですか？」

「いえ、違うわ。確かに田君が選んでくれたものではあるけど、買ったのは私よ」

「そうですか。いやぁ愛斗の趣味にしてはちょっと派手なスカートだなぁと思いまして」

「へぇ、それも占いで知り得た情報なのかしら」

「はい。そんな感じですね。自分の趣味を押し通し過ぎずに、涼葉が喜ぶことを優先してあげる。そういうのナンナさん的にはポイント高いですよ」

「そ、そうか。ありがとう」

　含みのある笑い。こいつ、一体何が目的なんだ。

「へ？　……これが田島君の一番じゃ、ない……？」

　きょとんと素に近い声を漏らす氷室に、ナンナが明るく笑う。

「そうなんですよ。あ、本当はどんなのがよかったのか気になるなら、後でラインに送っておきますよ。でも勘違いしないでくださいね、愛斗は涼葉を思ってそれをチョイスしたのですから。ですよね、愛斗」

「あ、ああ。そうだな……」

　おいやめろよ。ネタバレするのは！

　また氷室が照れ隠しで毒舌を飛ばす。そう身構えて顔を横に向けたのだが、

「…………」

　何か氷室は黙りこくったままなのだった。







　その夜、俺は自分の部屋のベッドで寝そべり考えていた。

　月曜もまた、生徒会で相と会うことになる。そこであからさまなアプローチを受けた場合、どう返すのがベストなのか。

　意識して避けて傷つけるのも悪い気がするし、でも曖な対応で相沢に変な期待を抱かせるのも──絶対にやっちゃいけない行為。

　今日一日、クールな氷のデレた心の声にかわいい一面を堪して幸せだった俺は、胸にありったけの充実感を染みこませる。

　やっぱ俺は、氷室のことが大好きだって。

　だから悪いけど、相沢には俺のことは諦めて欲しい。一度そうハッキリ伝えたいけど……その手段がなぁ──

　そう俺が頭を悩ませていると、傍に置いてあったスマホが鳴った。

　手にとって見てみると、相沢からのラインだった。

　生徒会の連絡用にと以前交換した相沢からの初メッセ。

　恐る恐る確認した俺は、次の瞬間、驚きで開いた口がふさがらなくなった。




『夜遅くに突然ごめんね田君。月曜の三限が終わった後、一人で生徒会室に来てくれないかな？　その……大事なお話があるから』








　　◆◆◆






　これが、田島君が本当に私に着て欲しかったもの……。

　土曜の夜。部屋のベッドに座る私はナンナから『イメージですけどだいたいこんな感じです』と送られてきたモデルの画像を前に絶句していた。

　一口に言ってそれはダサいというか……あまり共感できるものではなかった。

　色合いが薄いし、地味すぎると思う。そうね、ここに鳩のアップリケとかを付ければまだマシになるんじゃないかしら。

　今日選んでもらったこっちの方が断然に華やかでオシャレ。でもこっちをセレクトしてくれた理由は田島君自身の好みじゃなく、私が満足する方を優先してくれたからで……。

　心が小春日和のような柔らかな暖かさに包まれる。

　でもそこに、微かだけどぽっかりと穴のある感覚もあって──

　ええ、きっとこれ、これなのよね。

　私は、今日、そしてこれまでの自分を振り返って一人頷く。

　私は田君に自分の好きを押しつけてばっかりだった。

　でも、田島君の方はそうじゃなく、いつも私が喜ぶこと、私のためを第一に優先した行動を心がけてくれていて──この前の球技大会だって、田島君は私の体力を気遣い生徒会を休みにしようと勧めてくれてきて──も、もう、田島君ったら、大大大好き！

　──だから、私もそうならなくちゃいけない。

　今ならわかる。以前ナンナの言っていた「友達とはお互いを信頼しあう関係です」の意味が。ナンナがいったい何を私に伝えたかったのかが。

　私は田島君を信頼していると言っているくせに、全く田島君の側に立って考えようとはしてこなかった。ええ、それじゃあ駄目なのよ私。互いに心が通じ合った関係とは呼べないわ。

　田島君がそうしてくれるように、私だって田島君が喜んでいると一緒に嬉しくなるし、幸せそうな表情を目にすると胸に充実と安らぎを覚える。

　でも、私達は両いなのにこの感覚を共有するまでには至ってない。そう、いつも私が送るばかりで田島君の気持ちを受け取っていないから。

　だから私も、田島君のためを思った行動を心がけないと。

　未だ素直な気持ちを届けるのは恥ずかしくてひよっちゃうし、嬉しすぎて舞い上がっちゃうとつい有頂天になって真逆の行動を取っちゃう私だけど。




　誰より田島君のことを思っていて、誰よりも彼の役に立ちたい、傍で支えられる関係でいたいというこの気持ちは、何者にだって絶対に負けないのだから！




　互いが互いを支え合う関係、これこそが友達であり友情──

　いえ、違うわ。私の彼を慕うこの気持ちはそれよりももっともっと深い。ずっと傍にいたい、もっと触れあいたい。嬉しいことも悲しいことも一緒に分かち合っていきたいというこの気持ちは──

　ええ、きっとこれが愛と友情の違いなのよね。

　──だから、あの人は……。

　私は不器用だから、この気持ちを声で伝えて、そう呼ぶに相応しい関係になるにはきっとまだまだ時間を要すると思う。

　だからしばらくは友達どまり。でもでも私が田島君を慕っているのは確かなこと。

　だから田島君、見ててね、私はそれをちょっとずつにはなるけど行動によって示すことから始めるわ。貴方の目線になって、私ならどうしたいかどうされたいかを考えるの。

　田島愛が氷涼に信頼されているって感じられるように。

　ようし、頑張るわよ！

　と、拳をぎゅっと握る私。

　その瞬間私のスマホが鳴り響いた。

『夜遅くにごめんね。月曜の朝、大事な話があるから生徒会室に来て欲しいんだ』

　そんな内容のメッセを送ってきたのは、相波さんだった。






五章　あまのじゃくな氷さんの決意










　　♡






「ちょっと生徒会室に行ってくる」

　三限目が終了して休み時間になった途端、オタ島がそう言って教室から出て行ってしまった。それを見送ったアタシは、そわそわと落ち着かなくて、せっかくの休み時間を持て余してしまっている。

　どことなく神妙だったオタ島の横顔。

　前にも一度だけ、学校でオタ島があんな顔になっているのをアタシは見たことがある。そしてその次の日、君中にオタ島玉砕情報が流れたことも──

　や、やっぱ季節的に考えて──氷室さんを恋祭りに誘うとかそんなんだよね……。

　不意にアタシの胸がくしゅんとしぼむ。

　俺から誘うことはないとか言っといて気が変わったってことは、氷室さんとの間に何らかの進展があったってことなのかなぁ……アキからは土曜に二人で街を歩いてる姿を目撃したって聞いてるし……あぁ、イヤだなぁ……。

　──駄目だ、気になる。めっちゃ気になる。

　教室に掛けられた時計を見ながら、なかなか針が進まないことにイライラする私。

　そんな時、アタシの隣の席で何かが震えた。

　反射的にそっちに視線がいく。そこには、机の中で青白い光を放つオタ島のスマホ。どうやら、着信か何かしたっぽいけど……。

「オタ島、スマホ持ってくの忘れたんだ──」

　思わずそう漏らしたその時、アタシの頭の中に電気がこうビビッと走る感覚が起きた。

　これは天の思し召し？　それとも悪魔の囁きってやつ？

　ま、どっちだって構わない。だってアタシはもう、止まれそうにないから。

「な、なーんだオタ島、スマホ忘れてるじゃん。これもしもの時、困るよね。しゃーない届けてやりますか」

　誰に聞かせるわけでもなく言い訳じみた言葉を並べ、アタシは教室を出て生徒会室を目指した。




　すると、駆け足で辿り着いた生徒会室の前では妙な光景が広がっていて、

「──あ、あれ……どういうこと？」

　見覚えのある長い黒髪の──氷さんのかがんだ後ろ姿。

「……氷室さん？　何してんの、そんなとこで？」

「──!?」

　アタシが近寄ってそう声をかけると、氷室さんはビクッと仰け反り、まるで幽霊に出くわしたかのような驚いた表情をしてバッと振り返った。

「さ、砂さん!?」

　私の名をゆっくり呼びながら胸に手を当て軽く深呼吸した氷室さん。

　よく見れば生徒会室の扉が薄く開かれていて……中からは人の気配を感じる。

　──えっ!?　じゃ、じゃあオタ島、中で誰といるのぉおおおおおお!?





　　◆






「一年の頃からずっと、田君のことを見てました。よければわたしと、付き合ってもらえませんか？」




　それは、俺にとって人生で初めて受ける告白だった。

　目の前にいるのは頬を赤らめて緊張気味の、でも愛らしく笑う相波の姿。

　相沢に呼ばれて生徒会室に来て、先に室内にいた相沢と数回言葉を交わすと、「田島君、聞いて下さい」と真剣な表情になって始まったこの告白。

　ドクンドクンと不自然に胸の鼓動が速まり、手にじんわりと汗が滲む。この感覚をなんと表せばいいのか、頭の中がグルグルと渦巻く今の俺には判断がつかなかった。きっとそこに嬉しいという感情は含まれていたと思う、でも、それでも俺は──

「あ、相、まずはその……ありがとう」

　最初から一つの答えしかここに持ち合わせて来ていないわけで。

「で、だな。俺にはその……相沢も知ってると思うが──」

「うん。田君は氷さんのことが好きなんだよね」

　相沢が寂しげに笑う。

「わかってるよ。でも……氷室さんは田島君には全然興味がないん、だよね……？」

　俺に配慮してか、伏し目がちになった相沢の視線。

「実はね、わたしが急に生徒会に来だしたのは、氷室さんが田島君と友達になったって噂を聞いたからなんだよね」

　そこで一区切ると、相沢はクルッと回って窓の方に体を向けた。

「……ここ数日、田島君が必死に頑張ってるのに、ちっとも報われる気配のない光景を見ているのが辛かった。わたしならそんな思いは絶対にさせないのにって。だからわたし、後悔する前に、思い切って言うことにしたんだ」

　そして再び、相沢は窓から見える空模様のように清しく晴れ晴れとした笑みを浮かべ、こう言ったのだった。




「わたしは田島君を後悔させないって約束する。だからどうか、相沢波のことを選んでください」




　そうして最後に相沢は、ぺこりと綺にお辞儀をしたのだった。

　相沢の真心がたっぷりとこもった告白。でも、それでもやっぱ俺は、

「相沢！　その俺は──」

　動転する気持ちを押さえつけながら必死に言葉を放とうとする。

　が、相沢はその行動を遮るように、すーっと俺の顔の前に人差し指を出して、

「返事は今すぐじゃなくていいから。というか、今すぐじゃきっと……ううんなんでもない」

　はぐらかすようにはにかんだ相沢は、そのまま俺の横を通り過ぎて生徒会室から出て行こうとする。足が鉛のように重くなった俺は、声も出せずその場からただ見送ることしか出来ずにいた。

　と、その時──

「氷さん？　何してんの、そんなとこで？」

「さ、砂さん!?」

　扉越しに聞き慣れた声が聞こえた。

　──えっ!?　嘘だろ……？　今の相とのやり取りを、氷室と砂城に全部聞かれていたのか？　不いぞ。特に氷室には誤解を受けやすいから、聞かれたくなかった……。

　砂城との映画館でのやり取りを思い出した俺は額に脂汗を垂らしながら、待ってくれと手を伸ばす。だが間に合わず、相沢はそのまま扉を開けてしまい──

「「「「…………」」」」

　誰もが声を出せないでいた。

　相も変わらずひんやりとした顔の氷室に、動揺を隠せないでいる砂城、そして相沢は何も言葉を発することなく、ただ一度ニッコリと二人に微笑んで歩いていった。

　のだが、数メートル先で突然立ち止まったと思うとくるりと振り返って、




「田君！　返事は三日後の終業式の日に……待ってるから」




　と、大きな声で叫んで早足で去って行ったのだった。

　去って行く相沢の背中を呆と眺めていると、氷室とは違った意味で一番見られたくなかったポニーテール少女が、あんぐりと大きな口を開けている姿が視界の端に映り、またも俺は絶句する。

　佐だ。マジかよ……また一瞬で噂が広がるぞ……。

　肩を落とした俺は、その場に残る二人の少女へと向き直った。

「えっと……氷室は生徒会室に用事、か？　……それで、砂城は、どうしてここに？」

　未だ上気する頬を掻きながら、俺は何とか作った笑顔でそう尋ねる。

「うぇっ!?　そ、それはその……オタ島、スマホ忘れてたみたいだし、困るかと思って！」

　そう言って、砂城が勢いよくスマホを俺の前に差し出した。

「お、おう……ありがと」

　つか、机の中に放置してたの忘れてたよ。

「それじゃ、アタシ、先に教室戻ってるから！」

　相沢の渾の告白に中てられたのか、頬を赤く染めた砂城が逃げるように去って行く。

　この場に残ったのは、俺と……氷室涼だけだ。

「どうも、大変なことになったみたいね」

「あ、ああ。……えっと、その──」

　狼狽えながらズボンのポケットをキュッと握りしめ、覚悟を決める。

「そうね。もう一学期にやらなければならない仕事は粗方片付いてるから。その、アレだったらお休みしてもいいわよ。今日の生徒会」

「えっ？」

「心の整理、必要でしょう？」

　氷が小首を傾げてそう尋ねる。

　……唖、だった。

　心の声が聞こえてこない。ってことは……これ、本音で喋ってるってこと、だよな。──も、もしくはナンナの能力がなくなったとか……？

　そこはかとない焦燥感に駆られながら俺は言葉を放つ。

「そのさ、心遣いは嬉しいんだけど──ほら、前に氷室、私情で仕事を疎かにするのは駄目みたいな感じのこと言ってただろ。だから、やっぱ悪いよ」

「何事もケースバイケースってやつよ田君。今日は一学期の書類整理がメインになる予定だったから、ついでだし貴方の分も一緒に片付けといてあげるわ」

　氷室は表情こそ一貫して冷めたままなものの、いつもなら、何か感じていればそこに微かながらも確かな反応を見せてくれるはずなんだけど──それも今は全くない。

　おかしい。おかしいぞ。

　いつもの氷室なら、「相さんに告白されるなんて……生涯分の幸福を使い果たした貴方はたぶん、今日か明日で死ぬわね。さようなら。そうそう、今のうちに親孝行しといた方がいいんじゃないかしら」とか「天は二物を与えずとはよく言うけど、相沢さんはどうも男の趣味が著しく悪かったようね」とか皮肉たっぷりな毒舌が絶好調のはずなのに。

　そして、それに加えて天変地異並に荒ぶった心の声が、氷室の高圧的な態度を許しちゃうほどの、すっごいかわいいポンコツンデレっぷりを見せてくるはずなんだけど…………。




　それが、なーんにもないのは、なんでなの!?




「い、いや、そんな内容でも二人でやった方が早く終わるだろ。前に俺が担当したやつで、氷室には判断しづらいやつとかあるかもしれないしさ。生徒会にはちゃんと出るよ」

　と、とりあえず、俺は話を進めながら、なんとか氷室の本心を探ることにする。

「そう。別にいいのに」

「で、でも意外だなー。まさか、相沢が俺のことその……あれ、だったなんて」

「あら、私は前からそうだと思ってたわよ。ふふ、外見通りの朴君ね。その様子じゃ、ナンナの占いで言われたもう一人の方についても、全く見当ついてないんでしょう」

　そ、そりゃあ、お前だろ？

「おいおい、何だその意味深な言いようは。もしかして氷室には心当たりがあるとでも？」

「それは……秘密よ」

　氷がふいっと顔をそらす。あ、あれ本音は？　もしかして能力が本当に消えたのか？

「ま、なんにせよ、この話が生徒会が忙しくなる夏休み前に終わりそうで助かったわ」

「……他って感じだな」

「ええ。他人事だもの。この件に私がでしゃばるのはおかしな話よね」

　そう言って小さく微笑む氷室。

「た、確かに、その通りだけど……」

　やっぱり、これは本音？　氷室は本心から関係ないと思って──？

　まるで別世界に飛んだかのような感覚に包まれて困惑する俺が言葉に詰まっていると、ふぅと小さなため息を零した氷室は、凜とした表情を崩さず「今言ったように、でしゃばるつもりはないのだけれど──」と前置きすると、

「相さんは返事は終業式まで待つと言っていたけど、やっぱり返事は早いに越したことはないと思うの。貴方以上に相沢さんの方が、大変だということは頭に入れておきなさい」




（優しい貴方のことだから、色々と悩んで辛いと思うけど、頑張ってね田君。私には見守ることしか出来ないけど、精一杯応援してるから。フレーフレー、田島君。ファイオー！）




「へ？」

　それはたぶん、今日一番の驚きだった。

　今日初となる氷室の心の声、それがまさか……俺に対するとても熱気の込められたかわいらしい応援だったわけで──ほんと、わけがわからない。

　ただ、ナンナからの能力が消えたわけではないのは、確かなようだ。

「ま、乗りかかった船ということで、相談があるなら乗ってあげるから、いつでもおっしゃい。ええ、話すうちに見えてくるものもあると思うから」

　そして、氷室はふっと柔らかい微笑を浮かべる。

　おかしいおかしいおかしすぎる。

　ああそうだ。心の声が聞こえる以前の氷室だって、絶対にこんな俺を気遣うような反応は見せなかったはずなのに。

　まるでマンガを一冊まるまるすっ飛ばしてその次の巻を読み始めたかのように、俺の知っている氷室と目の前のクールで優しい黒髪少女が一致しない。そう俺が顔を顰めていると、氷室がやけにしおらしく「それと田島君──」と言葉を放って、

「ん、なんだ氷室？」




「上くは言えないのだけど……その、ごめんなさい」

「え……？」

　ばつが悪そうにそう言うと、そそくさと去って行ったのだった。

　……これも本音……に、なるんだよな？

　四限目を告げるチャイムがけたたましく鳴り響くも、全く動く気になれない俺。

　完全遅刻の状況の中、一人残された俺は、湧き上がる疑問をつい叫んだのだった。

「……今のごめんなさいは、何についてのごめんなさいなの!?」





　　◆






　氷の様子が何あのように穏やかだったのか、まるで見当が付かない。

　佐が周りへ言いふらして、すっかり学年中に相と俺の話が知れ渡った放課後。ざわざわと教室中の視線が俺に注がれているが、そんなものはどうでもいい。

　色んなことがありすぎて、抱えた頭をどう回転させればいいのかすら悩んでいる俺の下に訪れたのは、柴だった。

　相沢のことが好きで生徒会に来るようになった柴。佐伯と同じクラスということもあってか、すぐに噂を耳にした様子で、四限が終わると同時に俺の下にやって来ていた。

「田、いいか？　ちょっと話がある」

　そう言われてついて行ったのは、人のない階段裏だった。

「やっぱ相沢は、お前のことが好きだったみてぇだな」

　そう口にした柴の顔には、想像通り覇気がない。

「やっぱ──って、柴は気付いていたのか……？」

「薄々な。ほら、球技大会の日、自販機のとこで偶然生徒会全員が集合した時があったろ。そん時さ、相沢にしては妙に距離が近いなって思ったんだよな……」

　やっぱ自分の好きな人だけあってよく見てるな柴。俺が柴からその相沢の距離感についての話を聞いたのは、球技大会の後だったから全く意識してなくて記憶にないんだけど。

「でも、柴、心配しなくても俺は──」

「実はな田島、俺はお前なら別に、相沢と付き合っても許せると思ってんだ」

「は──？」

「お前は俺が認めた男だ。あの、氷室への実直な気持ちが、相沢に向けば、きっとあいつはずっと幸せでいられるだろうから」

　遠くを見るように柴はそう言った。

「じゃあ、お前は何だ、相沢を諦めるっていうのかよ？」

　ムッとなった俺は語気を強くする。その理屈は間違ってると。

「ああそうだ。だってさ──」

　向き直った柴のその言葉には、ずっしりとした深い重みがあった。




「誰も報われないよりかは、誰か一人でも幸せになったほうがいいに決まってる。なぁ、田もそう、思わないか」




　その柴の今にも泣き出しそうな顔を前にした俺は、まるで死神に心臓を握られたかのように、何も言えなかったのだった。

　そんな少女漫画みたいに全員が誰かに片いしているその関係図は単なる幻だって。実は氷と俺は両いだから、気にしなくて大丈夫なんだって。柴からすれば鼻で笑って同情の視線を差し向けられそうな話題を出すのは、ぴしりと張り詰めたこの空気が許してはくれなくて──

　更に一段と重苦しさを身に纏って、俺は気がついたら教室に戻ってきていた。

　これから、どうしよう……？

　氷室のあの様子も気になるし、生徒会には行くつもりだけど、相、来てるのかなぁ。……柴は流石に遠慮するって言ってたけど。

　二日前までは男の柴にすら嫉の炎を燃やしていたあの氷室が、相沢を勝手にライバル認定して荒ぶっていた氷室が、今ではまるで名高い僧の霊にでも憑されたかのように本心すらもクールでいる。

　その光景がもたらす結論といえば……俺に対する恋の熱意がそこまでじゃなくなったとしか──

　いやいや、まてまてまて、その結論は早計だ。

　そうだとも、巧妙に隠された本当の答えがあるはず……。

　考えろ田島愛──腐っても学年一位のこの頭脳をフル回転させて、真実に辿り付くんだ！





　　♡






　オ、オタ島が、髪の毛をわしゃわしゃとさせながら、難しい顔でうーうー唸りながら悩んでる。

　それってつまり──




　氷室さんと相沢の間で気持ちが揺れ動いているってことだよね……？




　好きな人がいるのに別の誰かから告られたらそのままオッケーするってのは、割とよくあるパターンだ。アタシのツレにだって何人かそういうのがいたりする。

　普段のアタシなら「何だその程度で揺れ動く気持ちかよ。しょっべーな」と胸中で悪態をついてるんだろうけど、オタ島の場合はちょっと違う。

　今までずっと頑張ってきたのを知ってるし、それで全然掠りすらしてないのだから、心が折れてきたって仕方ないと思う。

　だからアタシはオタ島を責めないし、ダサいとも思わない。

　だけど──

　そそそれって、相手が相だからどうこうとかじゃないよね!?　つまり、アタシにも元からワンチャンあったっていうこと!?

　し、心臓がバクバクと鳴り止まない。

　こ、この際、アタシもオタ島に告っちゃう？　で、でもそれでまたオタ島を困らせるのはなんかヤダし──でもでもでも、もし誠実なオタ島が相沢からの好意を尊重して、報われない恋とはきっぱり縁を切るって結論だしたら、それこそアタシはおしまいで──ぬわぁあああ、答えがわからなぃいいいい！

　と、とりあえず、実際そこんとこどんな感じなのか……聞いてみよう。

「オ、オタ島さー」

「ん、どうした砂？　何か用か──って、聞くのも野だよな。砂城もあの場に居合わせているんだし」

　オタ島から「ははは」と活力のない笑いが返ってくる。うん、相当参っているって感じ。

「氷がさぁ……やけに静かなんだ」

「え、それってわりといつものことじゃない……？」

「…………」

「いやアタシ、何もおかしいこと言ってないよね？　そんな落ち込まないでよ」

　そりゃあ、意識して欲しいって気持ちはわかるけど、あの氷室さんにそれを求めるのは──うん、ダチョウに空を飛べって言ってるようなもんじゃない。

「なになに、オタ島、あの後また氷室さんに罵られでもしたの？」

　だったらぶっ飛ばしにいってやる。

「いや、それだったらどれだけよかったことか」

「へ!?　やっぱオタ島ってドＭ……」

「あっ、い、いや、今のは言葉の綾ってやつだ。流してくれ」

「う、うん。……で、そのーオタ島的に実際どうなの？　やっぱ相沢からの告白を迷惑に思ってたり──」

「は？　そんなわけないだろ」

　オタ島の「何言ってんだお前？」という表情。不意にアタシの胸がきゅっと引き締まる。

「こんな勉強しか取り柄のない俺に好意を向けてくれてるんだぞ。そりゃあ嬉しいに決まってるし、ありがとう──って、そう思ってるよ」

　照れくさそうに顔を赤くしたオタ島。もーオタ島のそういう自分を過小評価しすぎな部分、ちょっと嫌いだなー。〝しか〟ってことは絶対にないのに。

　あれ？　そんな言い回しをするってことは──




「んじゃアタシに好きって言われても、オタ島は嬉しいって思ってくれるってこと？」




　にひひと、ついいつもみたいにからかうような笑みを浮かべたアタシ。

　けど、一瞬にして思考が現実に追いついてしまって──

　にやけ顔のまま表情が固まる。

　もももももしかしてアタシ、思ったことついポロリって──!?

「ああああ、今のナシ、マジナシ、つーかナシ、そうナシだから！」

　顔が熱くなっていっぱいいっぱいのアタシは、自分でも何を言ってるのかわからないまま、うやむやになるのを願ってとりあえず叫んだ。

「は……？　よくわかんないけど、まぁ嬉しいだろうな。つか、好意を向けられて嫌だって思うやつなんかいないだろ」












　──へ？

「ふ、ふーん。そうなんだ」

　大混乱の思考を余に、そう普通に対応出来たのは、アタシ的には奇跡だった。

　やっばい、めっちゃ嬉しい。アキ、この後のカラオケ代、気分いいからアタシが出すわ！

　要するに、もしこれがアタシだったとしてもオタ島は今のように、どっちを選ぶかで真剣に悩んでくれるってことだよね。

「とりあえず、生徒会に顔を出してくるよ」

　そう言って重そうに腰を上げたオタ島。ほんとタフだよね、その絶対に逃げ出さない姿勢……マジ格いい。

「オタ島！」

　そんなオタ島の背中を、アタシは声を張って呼び止めた。

「ん？」

「あんたがどんな答えを出そうとも、アタシはあんたの味方だから、そんだけは、しっかり頭の中入れといてよね」

「ああ。ありがとう砂」

「ま、友達だし当然しょ」

　得意げにそう言って、即座にズキッと胸に痛みを覚えるアホなアタシ。

　そして最後にオタ島は、自気味に言葉を放った。

「ま、そんな砂城には悪いけど、俺はきっと砂城にとっては不満な方をとるんだろうな」

　手を振って教室から去って行くオタ島。

　い、今のアタシにとって不満な方って──




　相の告白をオッケーしちゃうってこと……!?




　ぎゃぁあああああああ。アタシ完全に失恋じゃんそれ！

　どどど、どうしようどうしようどうしよう──どうしよう!?





　　◆






　思い詰めている時ってのは、内容関係なく誰かと会話をするだけで気が晴れるって昔テレビで見た気がするけど、本当にそうだった。

　砂城と会話して少し軽さを取り戻した俺は、進まなければ始まらないと思い直して生徒会室を目指している。

　砂城にはほんと感謝だ。……まぁアンチ氷を公言している砂城にとって、氷室を諦めない道をとる俺は、きっと不満でしかたないんだろうけど。

　砂の不機嫌な顔を想像して苦笑する。

　そう、俺にとって氷を諦めるという選択肢は最初から存在しない。

　胸を張ってハッキリそう宣言出来る、出来るのだけど──

　氷室の心情はそうでもないのかもしれないと思うと不安でしょうがなかった。

「あら、来たのね」

　いつものように生徒会室の扉を開けると同時に飛んできた氷室の呆れたような声。

　でもそれは昔みたいにキツイ眼しと共にではなく、呆れは呆れでも、「こんな時くらい別にいいのに」といった苦笑まざりのもの。そして紛れもない本音だった。

「……氷室だけ、みたいだな？」

「ええ。相さんと柴君からは来られないって連絡をもらっているわ」

「そ、そうなのか……」

「とりあえず、お茶でも飲む？　今から自分の分を淹れるつもりだったけれど」

「あ、ああ。それじゃそうしてもらおうかな」

　荷物を置いた俺は、応接スペースに座った。

　するとすぐに俺の目の前にマグカップが置かれ、氷室は自分のマグカップを持ったまま俺の隣に座る。

「ありがとう氷室」

「ふふ、出世払いね」

　それからしばらく、静かで穏やな時間が流れた。

　俺はお茶を口にしながら、ちらりと氷室を一する。

　ああ、どう見てもクールな氷室涼そのものだ。前に白紙のプリントを読んでいたような、危機感たっぷりで動揺の隠しきれなかった彼女の面影は一つもない。

　やっぱ、俺のことそんなに好きじゃなくなったとか、そんな感じなのかな……。

　俺は無意識にぎゅっとマグカップの取っ手を握りしめる。氷室からの好意の証だったそれを、放したくはないと。

「相沢さんにどう伝えるかは決まったの？」

　マグカップを机に置いた氷室が、感情の読めない平な表情で尋ねてきた。

「ま、まぁ一応」

「そう。なら終業式とはいわず、明日にでも返事してあげるといいんじゃないかしら」（うんうん、善は急ぐ物よ田君。その方が相沢さんもきっと喜ぶはずだし）

「え!?」

　俺は衝撃のあまり、思わずマグカップを落としそうになる。

　な、何なんだ今の弾んだようなテンションの本音……。

　き、聞き間違いじゃないとすれば、相が喜ぶのを期待して止まないようだった。

　相沢が喜ぶ展開ってのは、俺が相沢と付き合うこと以外はありえないはず。

　そ、そんなの氷、嫌じゃないのかよ！

「な、なぁ氷室……」

「何かしら？」

「氷室はぶっちゃけ、今回のこの件をどう思ってんだ」

　不安感に煽られる形で、俺は恐る恐る尋ねた。正直、氷室の心の声が聞こえる俺にとっては、自白剤を用いた誘導尋問のような気がして罪悪感はあったけど、でも俺には高まる不安をどうしても押さえ込むことが出来ず──

　すると、氷室は人差し指を口に当てて、

「そうね……田君と相沢さんには申し訳ないけど、無関係な私個人としては、すごくどうでもいいことよね。もちろん友達である貴方の相談には乗るけど、それ以上は興味が湧かないってのが、本音かしら」（田島君には今すぐにでもビシッと相沢さんの期待に応えて上げて欲しいくらいだわ。そしたらもうハッピーエンドでさよならなんだから。ふふっ）

「…………」

　本音の氷室が嬉しそうに笑っている。

　相沢の期待に俺が応えるのを願っている。

　それがハッピーエンド。そんでもってサヨナラだって──

　これが氷室涼の本心からの答え、なのか……。

　あぁ、俺は一体何で、道を踏み外したのだろうか。

　どうにも氷室涼葉の中で俺という男は、いつの間にやらＬＯＶＥではなく、ただのＬＩＫＥな存在へと変わっていたらしい。まだ心の声の様子から嫌われるまでには至ってないのだとわかるのは──不幸中の幸いってやつだろうか。

　氷室が俺から異性としての興味を失った。そしてこの恋にきっぱりと別れを告げようとしている。俺と相沢をくっつけることによって。

　受け入れがたい事実に「はぁ」と深いため息が零れ、肩がどんよりと重くなる。

　そんな情けない俺の姿を、氷室は今までにはない温かな眼しで見つめて、

「田島君、こんなこと言うまでもないことかもしれないけれど──相沢さんは真っ直ぐに貴方への思いを打ち明けてきてくれたのだから、貴方もきちんとその思いに真正面から誠意を持って向き合うのが筋だと思うの。だから……色々とあるだろうけど、ラインやメールなんかで済まそうとは考えてはだめよ」

「あ、ああ。それは、わかってる」

「そう、ならよかったわ。……ま、妙な心配はしなくても、貴方の選び出した答えの先にはきっと輝かしい未来が待っている。私は何だか、そんな気がするわ」

　手を口に当てくすりと上品に氷が笑う。

（ふふっ、最初はそうじゃなかったけど、この四人で林間学校の下見にいくのも楽しそうだものね）

　俺が相からの告白を断れば、きっと俺目当てに入った相沢は気まずくなって、生徒会からいなくなるだろう。つまりこの心の声が、氷室が何を望んでいるのか物語っているようだった。

「最初はそうじゃない」ってのも、二人きりでいる必要性が消えたからってことだよな……はぁ。

「なんか、今日の氷室、氷室らしくない気がするな」

　とめどなく沸き上がる負の感情を押し殺すように、強がりを込めてそう言った俺。

「そう？　ま、人は変わっていくってことじゃないかしら」

　氷室が自信たっぷりに腕を組む。

　人は変わっていく、か…………。

「それがもし二度と戻らないものだとしたら、ほんとつらいよな」

「はぁ？　よくわからないけど。私は別に、過去の自分に戻りたいだなんて思わないわ。そんなこと、考えるだけ時間の無駄でしょうし」

　これも本音。本音で過去の自分──俺を好きな頃に戻るのはごめんだと……。

　ほんと、取り返しのつかない変化だ。俺は胸中で苦笑する。

　不意に柴の、あの言葉が脳内を過ぎる。

『誰も報われないよりかは、誰か一人でも幸せになったほうがいいに決まってる。なぁ、田もそう、思わないか？』

　でも、それでも、それでも俺は──

　ぐしゃりと、もしこれがゴムボールだったらぎゅむっと形状を変化させているであろう強さでマグカップを握り直し、俺は氷室に告げた。

「わかった氷室。俺は明日の放課後、相沢に自分の気持ちを伝えることにするよ」

「そう。それじゃ生徒会室を開けといてあげるから、頑張ってね」

　氷室の平な声を横に、俺は相沢にラインを送ったのだった。

　明日の放課後、生徒会室に来てほしいと。





　　◆






　ＨＲ終了してついに約束の時間。俺は覚悟を決めて自分の席から立ち上がった。

「オ、オタ島？」

　と、その瞬間、砂が声をかけてきて、

「そ、そのさ……例の相の告白、まだ余裕あるけど、あ、アンタはどうするつもりなのかもう決めてるのかなぁって……」

「ん？　それなら──今から決着をつけに行くところだけど……」

「い、今から、決着ぅううう!?」

　悩んでると言った昨日の今日で話が変わっていたからか、目を見開いて驚く砂。

「え、えぇっと……！　あ、あのさオタ島……その……アア、アタシの方も実は言いたいことが、そのあったり、なんか、しちゃったり……とか……」

「ん？　すまん砂城……悪いけど、その話長くなりそうなら後でもいいか……？　相沢を待たせてるからさ。終わったら荷物取りに戻ってくる予定だから──まだいるようだったら、その時に話してくれ頼む」

「あ……」

　もう一度砂城にゴメンと謝り、俺はすぐさま歩き出す。

　すると砂城は、背後から「オタ島」と大きく叫んできて、

「こ、ここで待ってるから、どうなったか、教えろし」

「へ？」

「いいから、絶対、結果をアタシに教えること。いいね、オタ島！」

「お、おう。わかったよ……」

　砂城の迫力に気される形で、俺は気がついたら頷いてしまっていた。単に恋バナだからってことはないよな。きっと砂城は、俺のことを本気で気に掛けてくれているんだから、だからあんな言いにくそうに言葉を探してあわあわと……うん、終わったらちゃんと話そう。

　心の中で砂城に「気遣ってくれてありがとう」と言いながら、俺は教室を後にして生徒会室を目指した。

　そして、生徒会室に着いた俺は、扉の前で立ち止まり、一度深呼吸する。そういやここでこんな緊張するのは、氷の心の声が初めて聞こえた時以来だなと、ふと思い出して心の中で苦笑すると、俺は扉を開いたのだった。

「あ、田君」

　中には既に相沢がいて、俺を見るなり表情がぱあっと明るくなる。寄りかかっていた応接テーブルから離れ、真っ直ぐ俺と相対した。

「こんなに早く呼んでくれてありがとう。返事……聞かせてもらってもいいかな？」

　相沢がそう言った瞬間、俺は深く頭を下げて、腹の中から声を振り絞った。




「すまない。俺は相沢とは付き合えない。やっぱ俺は氷室のことが好きだから！」




　そしてすぐに姿勢を正し、相をじっと見つめながら、更に俺は言葉を続ける。

「確かに傍から見れば、氷が俺を好きになってくれるなんてのは夢物語で、無謀以外の何物でもないのかもしれない。それでも俺は……氷室涼のことを諦めたくはないんだ」

　ああたとえあいつが興味を失ったとしても、俺には氷室をここで断念するという選択は微もなかった。

　これが好感度50から──最悪０やマイナスからのリスタートなのだとしても上等だ。俺には氷室を振り向かせたという確かな実績があるのだ。やってやろうじゃんか！

　絶対にもう一度、あのあまのじゃくな氷室涼葉に心から慕われてみせるんだって──

　そして俺は、胸に溢れるありったけの思いを言葉に乗せたのだった。




「だって俺、こんなにも誰かを好きになるなんて、初めてだから！」




　生徒会室に俺の叫び声が響いた。嘘偽りない言葉とはいえ、しんとした空気のせいか何だか気恥ずかしくなってくる。俺はその恥ずかしさをごまかすように、謝罪の言葉を続けた。

「ま、まぁ、そんなわけだから……気持ちは嬉しいけど、そのごめん」

　なんとも俺らしい、ビシッとしない締め方になってしまった。

　心の中で申し訳なさを覚えながら、恐る恐る相沢の様子を窺う。

　──すると、なんとそこには、何だか満足げに笑う相沢波の姿があって、

「うんっ。ありがとう！　田君」

「えっ……？」

「あーよかった。ほんとにっ！」

　たった今フラれたばかりの少女が、両手をぐっと握って喜びの声を上げているだと？

　よかった……？　思考がまったく追いつかない。あの……もしかしてこれ、ドッキリだとかそういうオチだったりするの？

　口をポカンと開けたままの俺の間抜け面にくすりと笑うと、更に相沢は、とんでもないことを言った。

「もう出てきてもいいよ。氷室さん」

「はぁ!?　氷室──!?」

　俺が目を丸くして叫んだ瞬間、生徒会室の掃除用具ロッカーがガタンと大きく揺れ動く。

「ふぅ、とんだ茶番だったわね」

　やれやれと嘆息して姿を現したのは、頭の上に埃をのせ、顔をうっすらとピンク色に染め上げた──




　氷室涼葉なのだった。





　　◆◆◆






　話は昨日の朝へと遡る。

　私は相さんから呼び出される形で生徒会室へと来ていた。

「それで、話したいことって何かしら？」

　これまでの田君に対しての頂けない行為もあり、半ば敵対心を露わに、冷たい態度でそう言った私。

　すると、相沢さんはにっこりと笑って、




「氷さんって、本当は田島君のこと大好きだよね。しかもかなり前──一年の時から」




　と、誰にもバレたことのない、私の秘めた想いを突きつけてきた。

　内心では驚のあまり、思わず目を見開きたくなったが、努めて冷静を保つ。

　もちろん、認めるつもりなんてない。私は軽くあしらうように微笑した。

「ふふ、おかしな冗談はやめてもらえるかしら」

　しかし、相沢さんは、苦笑しながらも全く引く気はないようだった。

「あーそういうのはもういいから」

「あら、何かしら、そういうのとは」

「わたし、得意なんだよね。誰が誰を好きとか嫌いとか、そういうのを嗅ぎ分けるのが」

　そう言った相沢さんの表情は、得意げながらも、どことなく寂しそうにも映る。

「氷室さん、今年のバレンタイン、自分がどんな様子だったか覚えてる？」

「バレンタイン……？　私は誰にもチョコを渡していないわよ。もちろん田島君になんて論外ね」

　ええ、その……恥ずかしくて結局鞄から出せず終いで、未だに私の家の冷蔵庫に眠っているのだから……。

「実はねわたし、その日はずっと氷室さんの行動をずっと観察してたんだ」

「その日の行動……？　確か、普段と一緒で、ほとんど自分の席から立っていなかったはずだけど」

「うん。ずっと自分の席から窺ってたよね。田島君が誰かにチョコをもらってないかを」

　え!?　何でバレて……。

　ドクンと鳴った心音に呼応するように、つい大きく瞬きをしてしまった私。すると、相沢さんは顔を和らげて口を開いた。

「ああ、心配しなくてもいいよ。それに気付いているのって、絶対わたしだけだから」

　安心して、と言いながらニコッと笑う相さんは更に続ける。

「あとーほら、あれあったよね。陰でコソコソやってる男子に対抗して女子でもやった、クラスの男子でカレシにするなら誰がいいかの投票」

「ああ、あの貴方が田君に投票したという──」

「うん、そだよ。氷さんの反応が知りたくって。私、投票してみたの。そしたら氷室さん、田島君の投票結果が二人分入っているのを知って一瞬、大きく目を見開いて驚いてたよね」

　……この人、本当に私を調べてきている。目的は、一体なんだというの？

「それで？　相沢さんは私の弱みでも握って何かさせようって魂胆なのかしら。それとも何か、私に対して恨みがあるとでも」

「んーどっちも違うよ。ただ、もしそうならちょっと困るなぁって」

「あら、どうして？」

「だってわたしが田島君を好きなのはほんとのことだから。もし氷室さんがそうなら両いだし勝ち目なくなっちゃうもん」

　敵意を出すようにムッと頬を膨らませる相沢さん。

「あら、それはまた、おかしな話ね」

　そんな相沢さんに私は、彼女の茶番に辟して、言葉を放った。

「──だって貴女、別に田島君を好き、などではないのでしょう」

　威圧するような眼しを向ける。

　そう、私にはそう断言出来る根拠があった。

　一つは、ナンナの占い。あの人のお陰で、なかなか素直になれなかった私も、田島君と「友達」という関係に前進することが出来た。何だか悔しい気もするが、私は彼女の占いの腕には一目おいているし、ナンナ自身も信頼している。

　そんなナンナが、田島君のことを好きなのは〝二人〟と占ったの。一人は間違いなく私だから──残りの一人はきっとあの人になる。そう、私と田島君が両想いとわかっていても油断ならない、と本能が告げている相手──砂雅さんだ。

　もちろん砂城さんが間違いである可能性もある。でもそれも、もう一つの理由で、嘘をついているのは相沢さんとわかった。

　その二つ目の根拠は……。

「貴女が田島君に好意があるように接していたのは目に見えてわかったし、私も最初はそうなんだと思っていたわ。でもそれにしては、不可解な部分があるのよね」

「不可解？」

「ええ。田島君を好きにしては、彼が他の女の子と絡んでいる時の貴女、ちょっと無関心すぎるのよ。普通はもっと気になったり、嫉したりするものでしょ」

　みんなで『終生ゲーム』をやった時に覚えた違和感。私と砂さんが田君を取ったり取られたりして言い合ってる時、相さんは終始ニコニコしているだけだった。それはおかしい、ええ、私がそうだったように、好きな人が他の子といちゃつく姿なんて不愉快でたまらないはずですもの。こう、胸の中がモヤモヤイライラと。

「えー。単に寛容だなーとか、そうは思わないの？」

「思わないわね。相沢さんが今月に入るまで一切生徒会室に──私と田島君しかいないこの場所に興味を示さなかった点からしても不自然よ」

「それは田島君が氷さんのこと好きって知らなくて、だからその事実を知ったわたしはこうやって生徒会に──」

　いい加減、下手な芝居は飽きたわね。

「あら、この生徒会が発足する前から、恋敵と認識していたはずの私がずっと傍にいたのに、何も気にせず興味がなかったと。そう、随分余裕があったのね。貴女の恋は」

「……認めるんだ？　田島君のこと」

「そうね」

　私は冷たく吐き捨てた。この数分のやり取りでわかった。この人に建前やフェイクは通用しない。それに別にバレても困りはしないもの……田島君以外には。

「相沢さん、貴女、誰かに恋をした経験とかないでしょ」

「おりょ？　そ、そう、だけど」

　相沢さんも、もう田島君への恋は嘘だと認めたのか、素直に答える。

「いいかしら、恋ってのはね、四六時中その人のことが気になって仕方なくなるものなの。そう、重症な時は何も手つかずになるくらいに。それを知らなかったのが貴女の落ち度ね」

「ふぅん。でもなんでそこまで好きなのに、なんで田島君のことフッちゃったの？」

「そ、それは、私にだって色々とあるのよ！」

　思い出したくない黒歴史をズバッと指摘され、つい狼狽えてしまう。心底後悔してるだけにこの話題だけは、ほんと勘弁してほしい。

　と、相沢さんは何かホッとした顔になって、

「でも──よかった！　ほんとに二人が両いで」

　両手を重ね、そう満足そうに心の底から笑ったのだった。

　え、こんな場面で笑顔になれるの？　不気味さに顔を顰めながら私は問いかけた。

「相沢さん、貴女の目的は何？　正直に話してちょうだい。残念だけど場合によっては、生徒会からの追放も視野にいれさせてもらうわ」

　すると、穏やかな表情になった相沢さんはどこか遠くを見るような眼しで、静かに口を開いた。

「──わたしはね、本当の自分でいられる居場所が欲しいんだよ」

「居場所……？」

「うん、居場所。わたしが素でいて許される、わたしがそのままのわたしでいても疎まれない場所。正直、そんなものは存在しないって諦めてた。……でもね、生徒会──ううん、氷さん、それに田君と接していて思ったの。二人の隣ならもしかしたら──って」

「ごめんなさい……まるで話が見えてこないのだけれど」

　頭に疑問符を浮かべた私がそう言うと、相さんはこちらに背を向けて語り始めた。

「わたしがね、今まで一緒にいた友達やグループなんかはね、ほとんど気まずくなって疎遠になったり崩壊しちゃったりしてるの。その理由は全部恋愛絡みのトラブル。友達の好きな人の好きな人がわたしだったりとか、はたまた紹介したカレシまでもがわたしを好きだとか言い出してさ。それで陰口を叩かれたり、酷いときはあからさまな悪態つかれて除け者にされちゃったりとかさ。……ほんと、わたしが何したの？って感じだよね」

　握った拳を震えさせ、荒んだ口でそう言った相沢さん。

「ま、その容姿にその性格だもの、モテるのも仕方ないんじゃないかしら」

「そういう氷室さんだって美人だしモテるよね。でもさ、それを嬉しいと感じたことってある？」

「ないわね。鬱しく感じたことは山ほどあるけど」

「でしょ。わたしは普通に接していただけなのに、猫かぶってるとか、また誰々を狙っているとか、カレシ泥棒だとか、まぁー濡れ衣でボロクソに叩かれちゃうんだよ。ほんと、何なの？　間違ってるよね、絶対に」

「わかるわ、それ。私もたまに勝手に敵扱いされて面倒な恨み言を口にされたりするから」

「だよね。だよね。いやー氷室さんならきっと理解してくれると思ってたよっ。自分だけが除け者にされたライングループがあるの知った瞬間とかさ、こう思わず机蹴っ飛ばしたくなっちゃうよね」

　えいえいっ、と脚をぴょこぴょこさせる相沢さん。そしてそのまま、いきいきとした表情で、クルッと体をこちらに向けた。弾んだ言葉。きっと私が、初めての賛同者だったんでしょう。でも……ごめんなさい。最後のは経験無いからいまいち理解できなかったわ。

「だからわたしは、諦めてたの。一緒にいて楽しいだけでなく、裏表なく接することができて、時には愚痴を言い合ったり、喧して仲直りする……そんなマンガやドラマで見るような真の友人なんてものを、現実で作るのは無理なんだって。──でも、今はそうじゃないんだって、そんな一つの希望が──そう思わせてくれる人達がいて──」

「……それが、私と田島君だったと」

「そうだよ。あれだけ一で一生懸命な田島君ならわたしに気が移るなんて、絶対にないだろうし、氷室さんも氷室さんで、田島君以外興味がない上に、田島君からの好意を心から信じてる。それに何より、わたしにその気がないってのをズバッと見抜いちゃうんだもん。だから二人なら、きっとわたしが混ざっても、絶対に壊れたりしない理想の関係になれるんじゃないかって。ほんと、何でまだ二人が付き合ってないのか不思議なくらい」

「だ、だからいろいろあるのよ。私と親しくしたいならそこは触れないのが礼儀よ礼儀」

　恥ずかしさから語気を荒げてしまう私。でもなんだろう、同級生の女の子と腹を割って話をするなんて今までなかったから新鮮というか……まぁ、悪くはないわね。

　と、胸中で肩をすくめていると、

「ねぇ、氷さん──改めてになるけど、田君のこと、好きだよね？」

「愚ね。私の口から直接聞かないと満足できないというのなら、いくらでも言って上げるわ。好きよ。大好きよ。世界で一番信頼してるし、愛してるわ」

　顔に熱を覚えながら、私はきっぱりと言ってやった。ええ、誇れることですもの！

「うん、わたしも田島君は信頼できるって、そう思うよ。そして氷室さんはそんな田島君を心から信じてる」

　期待通りの言葉が聞けたと喜ぶ相さんは、次の瞬間急に真剣な顔になって、

「そんな二人と、わたしは一緒にいたい。裏表なくわたしが素の自分でいてもいい二人と友達になりたい。だから…………自分勝手で申し訳ないけど、最後に試させてほしいんだ」

「試す……何を？」




「それはね……わたしが田島君に告白するから、その結果がどうなるか、氷室さんには隠れて見守っていて欲しいの……」




　その唐突であまりに一方的な提案に、思わず私の顔は唖となった。だがよく見ると、相沢さんは、何かにすがるようにきゅっとスカートを握り、その手が小さく震えている。

　自分のお願いは自分勝手だと言って俯き、後ろめたさにおびえながら、それでも一の希望に賭けてみたいと足をぐっと踏ん張らせているその姿勢が、相沢さんの歩んできた人生を物語っているようだった。

　それを目にする私の頭には、不思議と一つの言葉しか浮かばなくて──ええ、私の好きな人もきっと同じ状況なら、放ってはおけないと、そう、動くのでしょうから。

「……余り褒められたことではないのでしょうけれど、わかったわ」

「ほ、ほんとにいいの……!?　わたしから言うのもアレだけど、もし失敗したらとか──そういうこと考えなくても……？」

　驚きと戸惑いの混じった相沢さんの声。

　私も田島君と出会うまで、ずっと独りだった。その時は特に何も思わなかったけど……今ならわかる、孤独は寂しい。相沢さんの気持ちが理解出来るからこそ、手を差し伸べて上げたいと思った。それに、彼女と友達になるのも、悪くない気がして──

　そんな彼女に向けて、勝ち誇った顔で私はこう言ってのけてやる。

「それこそ愚よ。あの男の私に対する執着心は異常よ、異常。相さんだってそう確信してるからこんな行動に出るのでしょう」

　ええそう、私は何度も好きと言ってくれた田君を信用している。心から慕っている。

　だって私決めたんだもの。これからは田島君の目線に立って考えていこうと。優しい田島君のことだからきっと相沢さんの好意をどう傷つけないで断るべきか、凄く悩んだりするに違いないわ。だけどそんな時、私まで嫉して普段のように悪態をついたら田島君を更に落ち込ませて、疲れさせることになってしまう。ええ、それはいずれ妻になる存在としては絶対にやってはいけないこと、夫婦とは支え合うものなのだから、ここは未来の夫を信じきり、温かく見守ることにするのよ私！

　心配しなくても、相沢さんにその気は全くない、単なる「確認」なんだから。

　それでも……やっぱり罪悪感はあるから、それとなく謝っておきましょう。

　それに……ええ、田島君には大変な思いをさせるんだもの、これじゃいけない！

　私は両手をキュッと握って決意する。

　全てが終わったら、今度は私が勇気を振り絞る番だから──

　その時はちゃんと断らずに受け止めてよね、田島君！





　　◆






「──なるほどな。大体の経緯は納得したよ」

　氷が出て来てすぐに、相沢からどうしてこんな嘘の告白をしてきたのか、何で氷室が掃除用具ロッカーに隠れていたのかも含めて説明された俺は、腕を組みながら頷いた。

　氷室の手前、相沢は氷室の本心を伏せて俺に事情を話してくれたが……隣の氷室が俺に対して毒を吐いては心の声でべらべらと喋ってくれたものだから、俺は二人の間でのやり取りをほぼほぼ把握出来ていたりする。

　だって今の氷室というのが、

「ふふ、とても熱烈な告白だったわね。貴方にあんなにも想われるなんて、相手はきっと前世ではよっぽどの悪行を積み重ねたのでしょうね──おっと、その相手は私だったわね」（うふふふふふ、信じてたわよ田島君！　私も貴方のことが大大大好き。そうだわ、私も今後、誰かに告白された時、ああ言って返すことにしましょう。あんなにも人を好きになるのは初めてだし、彼以外にはありえないって！　よしっ）

　と、どうも幸福メーターを軽く振りきっているらしく、心の中で舞い上がっていたのだ。

「よしっ」じゃないだろ。恥ずかしいってだけじゃなく、周囲ではまた田島愛無謀説に拍車がかかるだろ。ちょっとは気にしてるんだぞ、あれ。












　でも……よかった。ほんと、よかった。

　氷が俺に冷めたわけではなく、単に変な方向に成長を遂げて温かな目で見守っていただけなんだってのが事実で、ほんと──よかったぁああああああああ!!

　両肩にすこぶる解放感を覚えて表情が和らぐ。

　それに元から相の成功とは告白を断ることの方だったのだ。どうりで氷室の心の声と話がかみ合わなくなってくるはずだ。

　いやいや、無理あるだろ。相沢の期待に応える、っていうのを、フるのが正解って解釈するのはよ！

　あぁーまた空回りの落ち込み損か。なんで俺達ってこうなんだろ。これからもこんな展開がたびたび続きそうな気がしてゾッとするんだけど……。

　胸中ではぁと肩を落とす。

　にしても──

　まさか相沢の本音が「氷室さんと田君、両方と友達でいたい」ってところにあったとはなー。……これ、一発で見抜けるヤツは人生相当イージーモードで過ごしてそうだ。

　俺は苦笑して肩をすくめる。すると、相沢が申し訳なさそうな顔で向き直り、

「ごめんね、二人とも、わたしの我が儘に付き合わせちゃって」

「いや、気にするな。お前も色々抱え込んでて大変だったみたいだしさ」

「ありがと田君……実を言うとね、わたしが生徒会に行こうと思ったきっかけはね、バドミントン部にいづらくなったからなんだよ……。ほら、合宿のくだり覚えてる？」

「あーテニス部とバドミントン部が合同でやるやつだろ。部長同士が付き合ってるとかで」

「うん。でもね、どうもそのテニス部のキャプテン、わたしに気があるみたいで……ラインもしつこくてね、それで色々ギスってて──今は後輩すら敵っぽく……」

「いやそれ、どう考えても責められるべきは浮気野郎の方だろ」

　あぁ、だから相、合宿を通すの反対だったわけか。

「だよね。で、そうこう悩んでたら、図書室でたまたま田島君と出会って──そこでふと思ったの。好きな人に一な氷さんと田島君なら、掛け値なしで気兼ねない仲になれるんじゃないかって」

「そ、そうだったのか」

「でも、今日からまた、部活に顔を出すことにするよ。こんなことでいつまでも部活から逃げるのもアホらしいし、それに今のわたしには落ち込んだ時帰ってこれる、頼れる場所ができたから」

　そう言って天使のような笑みを見せた相沢は、ぺこりと丁寧なお辞儀をして、




「だから、改めて、どうかわたしとお友達になってください」




「ああ。俺でよければ」

「ま、いいでしょう」

　快晴の日差しに包まれる生徒会室で、俺達三人は静かに笑い合う。

　こうして俺達はお互いに認め合える友達になったのだった。

「あら、そういえば相沢さんは、一応私にとって初めてのお友達ということになるのね」

「おいおい、それじゃ俺はどうなるんだ？」

「田島君は私にとっての初めての汚。それ以上はないけれど、それ以下でもないから安心なさい」（田島君はね、私にとっての初めての好きな人で、いずれは初めての恋人、初めてで最後のたった一つしかない未枠よ）

「そ、そか……」

「うんうん。わたし今、とっても最高な気分だよ。それじゃわたし、部活に行ってくるね」

　相沢は元気に手を振って生徒会室を後にする。

　一気に静まり返った生徒会室。

「さて、俺達も生徒会活動始めるか」

　と、昨日までの重圧から解放されて、軽くなった体を伸ばしながら俺はそう言った。

「…………」

　でも、氷は何か考え込むようにずっと固まったままで……っていうか、まだ頭に埃のっけたままだな。

「田君、その……」

　それは氷室涼にしては珍しく、しおらしい切り出し方だった。

「ん、どうした？」

「田島君はお祭り──恋祭りの日、確か空いてるって、そう言ってたわよね？」

「あ、ああ……そう、だけど……」




「な、なら、よければ行かないかしら。私と一緒に恋来祭りに」




　完全な素の、氷室涼葉の本音でのお誘い。それを聞いた瞬間俺は嬉しくなって、

「い、いいのか、俺が相手で？」

　目を見開き、思わず声が大きくなってしまう。

「あら、貴方だから誘うのよ」

「は？」

「さっきの貴方からの、吐き気がするほどに熱烈で一な想いを、そこの掃除用具ロッカーの中で聞いていてふと思ったの。あのジンクスの前では、私のこの恋心も田島君に毒されてかき消されてしまうのかしらと。ちょっとそれを試してみたくなったのよ」（うぅ、やっぱり恥ずかしくて、どうしてもこうなっちゃうぅうううううう！　でもでもこれで、一緒にお祭りに行きたいという私の思いは伝わったわよね？）

　凜とした態度に冷笑、それはもう完全にいつものあまのじゃくな氷室涼葉だった。

「毒されるっておい……もし仮にそうなった時、お前は後悔するんじゃないのか？」

「それは絶対にないわ」

「えらい、自信だな」

「ええ。前にも一度言ったじゃない。恋人を作った時の私は、きっと幸せな気持ちでいっぱいなんでしょうと。それがたとえ、田島君だったとしても」（ううん、田島君じゃないと絶対にダメなの！　田島君以外だなんて考えられない！　だから、私、頑張るのよ。田島君だってあんなにも私への熱意を見せてくれたんだから。次は私の番！）

「言ってたな。そんなこと……」

「ま、要するに私が幸せでいられるなら、誰でもいいってことよ。それが神仏のパワーによって誘導されたものであっても、私が幸福と感じられるならそれで」（私、田島君と一緒に行きたいのお祭りに。ああいう場所なら空気に身を任せて素直になれる気がするから。そして……今度こそ、田島君に告白するの！　大好きですって！）

　それは心の声ではあったものの、燃えたぎる氷室の告白宣言を聞いた瞬間、俺の胸がズドンと大きな衝撃で揺れ動く。

　これは……期待して、いいんだよな？

　ああ、だって氷は嬉しくなったり調子に乗ると、ついついあまのじゃくモードに入っちゃうポンコツ体質だけれど、それでも相の告白で悩んでいた俺を思いやってくれたりとか、確かな成長を見せてくれているのだから。

　今度こそ、氷室自身の口から、素直な気持ちを──

「で、もちろん、行くわよね？」

「ああ、当然だろ」

「そう」

　返事は平だったものの、氷室の右は「よっしゃ！」と言わんばかりに握りしめられていたりなんかして──

　それを横目に、やっぱ氷室のこういう一面はかわいくてたまらないな、と微笑した俺は、窓の外にある雲一つない七月の青空を見上げ、ふと、こう思うのだった。

　今年の夏は、いつもより外に出かける機会がやたら多そうだなと。




　──ってんんんんんんんんん!?

　おいおいおい、ふとえらいことに気がついたぞ。

　よくよく考えれば相沢の告白って完全なブラフ、だったんだよな……!?

　ナンナの占いでは、俺のことを好きなのは……二人。

　ってことは──だ、誰かいるのか、氷室以外に、俺のことを好きな人が!?









　　♡






「くしゅん！」













エピローグ









　昨日とは一変、すっきりした夜だった。うん、今日はぐっすりと寝られそうだ。

　眠気が来るまでハイロボしようとゲームをつけた俺だったが、アプデが始まってしまったので終わるのをボーッと待っている。なんでこういうのってさ、さぁやり込むぞ！って意気込む時に限って、示し合わせたようにアプデがあるんだろうな。

　そういやあの後、教室に戻った俺は、心配してくれていた砂に事の顛を──相の話だけを上いことかいつまんで説明したんだけど……なんか砂城のやつ、話を聞いた途端に妙に素っ気なくなったんだよな。なんでだろ？

　にしても、今年の夏は楽しいことになりそうだ。林間学校の下見ってことは、氷の水着姿にもお目にかかれちゃったりとか──うむ、ビキニ一択だな。

　と、馬鹿なことを考えながら頷いていると……俺はとんでもないことに気付いてしまう。

　そーいや、柴の件だけはあんまり解決してない気が……。

　この学園のことだ、きっと俺が相沢を振った話は、一瞬にして広がっていることだろう。『あの相沢が失恋した』というビッグニュースとして。

　どうにも相沢自身はそれを望んでいるらしく、「これで、『しばらくは新しい恋はいいかな』なんて哀愁を混じえたら、楽に告白を断れそうで最高だねっ」と部活に向かう直前、そう喜んでいたんだけど……あの、それって俺に全部ヘイトが集まるやつじゃん。俺、単なる被害者だよね。柴は、流石にそうはならないと祈ってるけど。

　それでどうしよう……柴には相沢の告白は嘘だって真相を伝えるべきなのかな？　でも多分、相沢のあの様子じゃ柴が自分に気があること知ってそうだし、夏の予定の話題の時も露骨に避けてるようだったから……止めといた方がいいのかなぁ……。

　でも、柴がまたいい奴だからなぁ……。俺の本音を言えば応援してやりたいところなんだけれど、当の相沢が話を聞いた感じ恋愛そのものを嫌してるっぽかったし、難しい問題だよな……。

「うーん、どうすればいいんだろ……？」

「とりあえず、スタートボタン押して始めればいいんじゃないですか」

「ん？　ああ、もう終わってたのか。ほんとだＰＶが流れてる。じゃ早速、続きから──」

「ああ、このステージですか。ナンナさん、ここの隠しコンテナの位置覚えてますよ」

「お、マジか？　それは助かる──」

　って……なんで俺、ナチュラルにナンナと会話してんだよおい……。

「いつからいたんだ？」

「ああ、気付いてなかったんですか、それは残念です。毎回現れ方が同じでマンネリと思われてもあれなので、ＰＶの千式がバズーカ発射する瞬間にゅっとテレビから飛び出してみたりとかしたのに！」

　なにそれ見たい！　もう一回やり直そうぜ。

「ということで、色々とナンナさんのプライベートも一段落したので、定時報告をもらいにきましたよ、愛」

「……本当は？」

「賞金目当てに大会に出ようと思ってるので、シャドパの練習相手になってもらおうと。ま、報告はどちらかと言うとついでですね」

「うむ、素直な神様で大変よろしい」

　と、下らないやり取りで笑っていると、俺はふとナンナ絡みの話題を思い出して、

「お、そういば、ナンナんとこの祭り、氷と一緒に行くことにしたわ」

　まぁ、知ってそうだけど一応。自慢もコミコミって感じに。

　すると、ナンナは予想外に顔を顰めて、

「ん？　祭り？　──あーそのことなんですけど愛斗。言うのすっかり忘れてたんですが……」

　言いづらそうに後頭部を掻くナンナは──

　次の瞬間、とんでもないことを口にしたのだった。




「いいですか。その恋祭り、涼とは絶対に来ないで下さい。ええ、涼葉と絶縁したくなかったら！」






あとがき






　皆さま、こんにちは。広祥です。

　まずはこうしてまた本を出せたことに、一言お礼を言わせて下さい。

　本当にありがとうございます。これも沢山の方々に支えられたからこそです。

　十二月に同シリーズでデビューさせていただき早三ヶ月──となりますが、まだ三ヶ月目なんですよね。これが一般企業の新入社員ならようやく新人研修を終えたころでしょうし、僕自身も作家として産声を上げ、どうにかハイハイの仕方がわかってきたところです。

　ですので、もうしばらくの間はガチガチに堅苦しい広ノ祥人に付き合ってもらえると幸いです。慣れてきた頃に何か面白い小話が披露できたらいいなぁと……。

　さて、それでは謝辞に移ろうと思います。

　まずは巻末の読者アンケートで温かな言葉の数々を下さった皆さま方、ありがとうございました。北陸が記録的豪雪となった今年、寒いのが大の苦手な僕が、寒さに震えながらも頑張れたのは、皆さまからこうして心の暖房をもらい受け、活力を頂いたからこそです。

　担当編集者のＯ様、前回に引き続き色々と助けていただきありがとうございました。体調の悪い中無理をさせてしまったりなど、様々な苦労をかけることとなってほんとすみません。どうかこれからも是非、よろしくお願いします。

　イラストのうなさか様、今回も素敵なイラストの数々、誠にありがとうございました。それと、石川が豪雪に見舞われたさいは心配してくださったと聞いて、とても嬉しかったです。なんとか生きてます。

　初めてファンレターを下さった鹿児島県にお住まいのＳ様。東京からの帰宅途中、雪の影響で乗り継ぎの特急が停止している中、大雪の中を駅まで車で駆けつけてくれる等、色々な場面で力を貸してくれた友達のＩ君。そのほか、本作に携わってくれた全ての方々にも厚くお礼申し上げます。

　そして何より──この本をとって下さったあなたに特別な感謝を。きっと殆どの人が一巻を読んでくれた上で、この本を手にとってくれたのだと思います。また氷さんに興味をもってもらえて本当に光栄です。

　これからも皆さんのご期待に応えられるよう、日々精進していきますので、今後ともどうかおつきあいしてもらえると幸いです。

　それではまた！　お会いできることを祈って。















特別付録　書き下ろし短編「氷室涼葉　氷室さんと生徒会役員選任」








氷室涼葉　氷室さんと生徒会役員選任









「──ま、そういう条件でいいなら、わかった。引き受けるよ生徒会」

「そう。ありがとう。よかったわ、相沢さんと同じで、快く引き受けてもらえて」

「そ、そうか。相沢と一緒か……」

「ん？　あら、もしかして彼女と一緒だと柴君に何かしらの不都合があったりするのかしら？　もしそうなら、一考させてもらうけど……」

「い、いや、そういうわけじゃ……そ、それよりさ、後一人、副会長は誰にする予定なんだよ？」

「副会長は田島君にするつもりよ」

「田島か……意外だな」

「あら、そうなの？」

「確かに田島は、勉強できるし眼鏡だし、副会長ってイメージは出来るけど──お前等がクラス委員を一緒にやってる時の氷室の態度的にも、田島だけはないって思ってたから」

「そうね、眼鏡だしという理由はよくわからないけど、彼の学年一位の成績を買ってるのは確かね。ま、それでも貴方や相沢さんと違って、絶対必要ってわけじゃないもの。私の補助に雑務がメイン。そこにあえて田島君を選んだのは、使い勝手がよくて、扱いやすいからってことね。それじゃ、席に戻るわ。生徒会会計の件、ありがとう柴君」

「お、おう」

　と、何故だか顔を引きつらせている柴君を余所に、自分の席に戻った私。

　席に着くやいなや、私の口からはついつい笑みがこぼれそうになる。

　高校一年生として過ごすのも残り僅かとなった三月の頭の昼休み。生徒会長に就任した私は現在、他の役員を選任している最中だった。この学園は他の役員を生徒会長が決めることになっていて、書記と会計のお願いをそれぞれ了承してもらったところだった。

　殆ど業務に携わることのない、名ばかりな幽霊役員としての了承を……。

　よし！　これで外堀は埋まったし準備は万全。後は大本命、田島君に副会長を引き受けてもらいさえればすれば──

　もし二年でクラスが別になったとしても安心の、毎日放課後二人きりでイチャイチャ出来る夢の空間が誕生するわけで──えへへっ。

　「つもり」とか、「絶対必要ってわけじゃない」なんてのは、それこそ絶対にありえない。私にとって一番必要なのが田島君。彼が傍にいてくれなきゃ、そもそも私が生徒会長をやる意味だってなくなるのだから。

　よ、よし。後もうひと頑張り。行くわよ氷室涼葉、田島君へ副会長のお願いをしに。

　胸中で自分自身を鼓舞して田島君の席へと挑む。私が「田島君、少しいいかしら？」と声をかけると、田島君はいじっていたスマホを机において、首を横に傾げた。

「ん、どうした氷室？　あ、もしかして、クラス委員の仕事か？」

「…………」

　あ、あれ？　ここここれ、どどどうやってお願いするのがベストなの？　普通に考えて相沢さんや柴君と同じ感じよね──いやでも、もしそれで断られたら、断られたら、断られたりしたら…………はれ？　私、どうするつもりでいるのよ!?

　唐突に湧きあがった恐怖にふと口が固まる。

　そう、今更になって気付いてしまった。私の最高のイチャイチャプランは、田島君が快諾してくれることが前提条件で成り立っているのに、その条件が成立する根拠は全くもって皆無だったってことが……。

　断られたらどうしよう。嫌だって言われたらどうしよう。お前とは付き合えないってなったらどうしよう。他に好きな子がいるからって宣告されたらどうすればいいのぉおお!?

　──は！　途中から違うやつが混ざっていたわ。落ち着きましょう、先ずは深呼吸よ。

「ど、どうした氷室？　そんなずっと黙ったままで……」

「ごめんなさい。少し考え事をしてしまって」

「そうだったのか。それで、用ってのは？」

「ええ、それなんだけど──」

　いけっ、頑張るのよ私。そうここを乗り切りさえすれば、早速明日から、田島君と二人で過ごす輝かしい生徒会ライフが待っているのだから。勇気を振り絞ってお願いを──

「生徒会役員選任用紙の副会長の欄に、田島君の名前を書いて提出しておいたから、明日から生徒会室に来てちょうだい」

　……えっ、今私なんて言ったの？　なんかお願いってよりも命令って言葉が似合う発言をしちゃったような…………。

「は？　副会長……って、俺がか？」

「ええ、そうよ」

「提出した──ってことは、それはもう既に決定事項なんだよな……」

「そうなるわね」

　戸惑う田島君を前に、私は平常心を装って頷く。

　ごめんなさいごめんなさいごめんなさい田島君。本人の許可なく勝手に進めちゃった形になっててほんとうにごめんなさい。嘘なの、本当はその用紙、まだ私の机の引き出しの中にあるの。でもまぁ……ちゃっかり田島君の名前は記入させてもらってるんだけどね。てへっ。

　ま、まぁこの田島君の様子だと、突然のことで驚いてはいるけど、嫌がってるって感じじゃないみたいだし……よ、よし、多少強引ではあるけど、ここはもう「よろしくお願い」と言って去る感じで既成事実にさせてもらいましょう。

　拳を小さく握ってそう意気込んだ私は、口を開いて、

「あら、何かしらその顔、もしかして不服なのかしら？　だとしたら今からでも取り消してあげるけど。別に貴方じゃいけないって理由は何処にもないのだから」

　…………へ？　なななな、なに言っちゃてるの私、馬鹿なの？　いえ、馬鹿だわ、こんな私の方から火種作ったりなんかしちゃってぇえええええ！。

　田島君からの返答が怖くて心臓がばくばくと騒ぎ出す。

　でも、田島君はそんな私の上からな態度に怒ろうとはせず、ちょっと苦笑しただけだった。

「いや、これはそういことじゃなくてさ、話が唐突過ぎてビックリした。ってだけだよ」

「そう。それじゃ、了承ってことでいいのね」

「そうだな。俺なんかでいいってのなら、喜んで引き受けるよ」

　微笑してそう言った田島君。よしよしよしよし！　なんとかなった、なんとかなったわよ。バンザーイ、バンザーイ。でも──ふふっ、「俺なんか」だなんて。違うの、私には田島君じゃなきゃ駄目なんだから。クラス委員の時のよう、しっかり私を支えてよね。

「ふふっ、貴方なんか──で、務まっちゃうから任命したのよ。もしそうじゃなかったら、別の人にお願いしてるわよ」

「ま、そうだよな」

「ええ、そうよ」

「それでも、あえて俺を選んでくれたってことは、この一年クラス委員を一緒にやった評価は、俺が思ってたよりも高かったってことだよな。最悪なら絶対に選ばないだろうし」

「そうね、最悪、ではなかったわ」

　最高よ、最高だったわ。この一年、ほんとありがとうございました田島君。

「ま、何処まで期待に応えられるかはわからないけど、やるからには精一杯頑張るからさ、また一年、よろしくな氷室」

　田島君はそう言って、和やかに微笑んだ。

　は、はきゅーん！

　やばいやばいやばいわ。ど、ドキドキが収まらない。こ、これ以上この場にいたら不味い、幸せすぎてどうかなってしまいそう。この胸の異様な高鳴りが田島君に感づかれる前に退散しないと。は、恥ずかしい──

「こちらこそ。その威勢が嘘にならないことを祈ってるわ。それじゃ、私はこれで。職員室に用事があるから」

「ああ。明日また生徒会で」

「ええ、生徒会で」

　いい。このやり取りすっごいいい！

　ルンルン気分で絶好調な私は、そのまま職員室へと向かった。……もちろん、生徒会役員選任用紙を提出するために。




　そして、無事に提出し終えた私は、一礼してその場を去ろうとする。

　と、丁度そんな時だった。隣の机でやり取りしていた先生と女生徒の声が耳に飛び込んで来たのは。

「いいか砂城、今回のこの進級がギリギリだったってこと、よーく頭に入れておくんだぞ。二年でも同じ調子なら、留年する恐れがあるってことをな」

「わかってるわかってる、何度も聞かされたしよーくわかってるからセンセ。大丈夫、来年のアタシは、今まで以上に本気出すからさ──多分」

「多分じゃ、困るんだが……」

　辛辣なため息を吐いた先生を前に、「まぁあぁ」と明るい笑みを崩さない金髪の女生徒。どうもネクタイの色からして私と同級生みたいだけど……別のクラスだからあまり覚えがない。にしても、ああ言うのが脳天気って言うのよね。先生の心中お察しするわ。そう胸中で肩をすくめると、私は職員室から退出したのだった。

　やはり生徒会長ともなると、ああいった人ともやり取りをする機会が出てくるのかしら。正直、あんまりそうなって欲しくはないわね。あの手のタイプは、真面に会話がつながるのかすら怪しいのだから。

　ま、それでも、活動エリアが違うのだから、この一年がそうだったように、私個人と大きく絡むことはないでしょう。ええ、例え来年同じクラスになったとしても。

　さ、そんなことよりも──明日の生徒会に向けて準備しないと。

　ええ、始動日の明日は、生徒会役員のプロフィールを集めるという名目で、田島君から色々と聞き出すの。食べ物の好き嫌いとか、ペットを飼うなら何がいいかとか──もう色々と、今日の夜中にアンケート用紙を作成して！

　ふっふっふ──来年は素晴らしい一年になりそうね。
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